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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第十八話　歯医者の日










　式しき森もり和かず樹きは、捲まくったままだった袖そでを下ろした。


　葵あおい学がく園えんの保ほ健けん室しつ内。ついさっきまで魔ま力りよくの検けん査さをしていたのである。


　いつもの養よう護ご教きよう諭ゆ、紅あか尉い晴はる明あきはもういない。和樹の具ぐ合あいを確かめたあと、「急用だ」と言って出ていってしまったのである。


　あとには付つき添そいの宮みや間ま夕ゆう菜なと、紅尉の妹である紅尉紫し乃のが残っていた。


「では和樹君、気分が悪くなったりはありませんのね」


「ええ」


　紫乃は兄に託たくされたチェックシートに手早く記入していった。


「最近だるいかなって思うときがありますけど、酷ひどくはありませんし」


「そうですか。検けん査さ機き器きの数すう値ちもいつもの範はん囲い内ですが、油ゆ断だんはしないようにしてくださいね」


「もちろんです」


　和樹は椅い子すから立ち上がった。


「じゃあそろそろ……そういえば、舞まい穂ほちゃんは？」


　ふと気づいて、訊きく。


「今日は検査日じゃないと思いますけど？」


　紫乃の代わりに夕菜が答えた。


「そっか。いつもなら放ほう課か後ご遅おそくに調べに来るはずだよなあ」


　和樹は思い出したように言った。


　栗くり丘おか舞穂は日本の教育制度の中では例外中の例外、飛び級の生徒である。もちろん学校内には知られているが、まれに事情にうとい学生がいる。そういうのは大たい抵てい早はや合が点てんして、教職員に通つう報ほうしたり、迷まい子ごと思い込むのだ。なので、生徒が帰った遅い時間を選んで検査をしたりする。


「夕菜さんの言うとおりですよ。今日じゃありません」


　紫乃も認めた。


　と、その時。ノックする音が響ひびいた。


「はい？」


　紫乃の返事ののち、扉とびらが開く。


　話題の舞穂が顔を出していた。


　不安そうに頰ほおを抑おさえている。室内をきょろきょろ見回していた。


「あれ……？」


　舞穂の疑問を察さつしたのか、紫乃が言った。


「兄なら外ですよ。ついさっき出たばかりです」


「戻もどってくるの？」


「いえ。神か奈な川がわの大学に行きましたから、夜遅くにならないと帰ってきません」


「にゃ……」


　がっかりしたような声。


「なにかあったの？」


　和樹が訊いた。


「むー……」


　舞穂が口ごもった。


「なにか相談があったら……。ここには僕たちしかいないしさ」


「むー……」


　また口ごもる舞穂。


　和樹が首をひねった。


「どうしたの？」


「和樹さん」


　夕菜がさえぎった。


「ちょっと、席を外してもらえませんか」


「いいけど……なんで？」


「もしかして……。その、女の子の話かも……」


「女の子？　なにそれ？」


「ですから、女の子の話なんです」


　夕菜が顔を赤くした。


「美お味いしい食べ物とか、好きなアイドルとか、そういうの？」


「そうじゃありません。もっと大事な……」


「大事な食べ物や、大事なアイドル？」


「そうじゃありませんってば。とにかく、保健室から出ていってください」


　夕菜は和樹の身体からだを両手で押おした。


「待ってよ夕菜。だから、どんな話なのさ」


「訊いちゃ駄だ目めです」


「そうですよ和樹君。合ごう法ほう的に死体を手に入れる方法や、絶対にばれない毒どく殺さつの話です。舞穂ちゃんもついに目覚めたのですわ」


　紫乃が口を出す。


「先生は混まぜっ返さないでくださいっ」


「夕菜、話が見えないよ」


「見えなくていいんです。男の人に聞かせることじゃないんですから」


「聞かせることじゃないって……ああ」


　和樹はぽんと手を叩たたいた。


「チャーハン作るあれかあ」


「違ちがいます！」


「赤せき飯はんだっけ？」


「はっきり言わないでください。いくら鈍にぶいからって、デリカシーがないです！」


「ですから和樹君、ここははっきり言うべきなんです。つまり舞穂ちゃんがめでたく初……」


「紫乃先生!!」


　夕菜がついに怒ど鳴なった。立ち上がって舞穂の腕うでを摑つかむ。


「舞穂ちゃん、行きましょう。こんなとこにいちゃ駄目です」


「怒おこらないでよ夕菜」


「分かりました夕菜さん。別のネーミングを考えます。ファーストブルーデイとか、スーパーアンネとか適てき当とうな名前はどうでしょう。あるいは出しゆつ血けつ大サービスとすれば、まるでパチンコ屋の改かい装そうセールのようで……」


「聞いてられません！」


「だから怒らないでってば」


「ならばはつしお……」


「いいかげんにしてください！　舞穂ちゃんは今が一番、肉体的にも精神的にも大事な時期……」


「にゃー、違うー！」


　黙だまって聞いていた舞穂は両手を振り回した。


「そんなんじゃなーい！　舞穂、歯が痛いたいの！」





　太陽が傾かたむいてきたので、保健室の中はオレンジ色に染そまりつつあった。三人は舞穂を丸い椅い子すに座すわらせ、自分たちはその周りに集まった。


「歯が痛いって……虫歯なの？」


　和樹が訊いた。


「と思う……」


　舞穂はしきりと頰をさすっていた。心なしか、多少腫はれているような気がする。


「朝からずっと痛かったの。紅尉先生に診みてもらおうと思ったのに……」


　いないのではしょうがなかった。和樹は腕を組み、


「紫乃先生は、歯とか分かります？」


「治なおすのは専門外です。斬ざん殺さつ死し体たいを作れというならお手て伝つだいしますが」


　にこりとしながら、物ぶつ騒そうなことを言う。


「しなくていいです。僕も分からないし、夕菜は……」


　言われた夕菜は、当然のように首を振った。


「だよね。じゃあ歯医者行くしかないよ」


　舞穂が顔をしかめて目をつむった。


「うにゃー、舞穂、歯医者嫌きらいー」


「そりゃ好きな人はそんなにいないだろうけど、痛いんだから」


「やだー。夕菜さん魔法でなんとかしてー」


「根こん本ぽん治ち療りようになりませんよ」


「わーん、行きたくなーい」


「なんでそんなに行きたくないんです？」


「だって削さく岩がん機きみたいなので、がががって削けずるんだもん。凄すごい音がするんだもん。舞穂、炭たん坑こうじゃないもん」


「今どきそんなイメージっていうのも……」


「にゃー、やだー」


　耳を塞ふさいで、うずくまってしまった。


　和樹と夕菜は呆あきれると同時に、同どう情じよう心しんを抱いだいた。


「よっぽど嫌いやな思い出でもあるのかな」


「歯医者さんにもよりますから」


　舞穂はいまだ目をつむったままであった。和樹は頭をなで、


「でもね舞穂ちゃん、早く歯医者に行って、治したほうがいいよ」


「やだー」


「治さないと痛いままだって」


「やだったらやだー」


　言うことを聞きそうになかった。引きずっていくしかなさそうだが、無理に連れていくこともしたくはない。


「夕菜、近くに歯医者あったっけ」


「わたしは知りませんけど、駅前にあるんじゃないんですか」


「えーと舞穂ちゃん、探してこようか？」


「絶対やー！」


　頭をぶんぶん振る舞穂。固かたそうな意い思しであった。


「あの、よろしいですか」


　静かに紫乃が言う。


「よろしければ、わたくしの知り合いの歯医者さんを紹しよう介かいしますが」


　和樹と夕菜は紫乃を見た。舞穂も頭を振るのを止やめる。


「知り合いが近くにいるんですか？」


　と和樹。


「はい。学校から歩いて二、三分のところに開業しています」


　彼は、そんなところに歯医者あったっけかなと思った。


「近いのは確かに便べん利りですけど、腕はどうなんですか」


「いいと思います」


「思う、なんですか」


「わたくしは滅めつ多たに歯医者は行きませんので。お年をめした方ですが、本人が名めい医いだと言ってましたから」


　自分で自分のことを名医と称しようするのも珍めずらしい。和樹はやや不安な面おも持もちになる。


「……じゃあ、ほかの患かん者じやさんからの評判とか、知りませんか」


「さあ？」


　紫乃は首を傾かしげる。


「知り合いじゃないんですか」


「知り合いです。ひと月ほど前に知り合いました」


「……ずいぶん最近ですね。本当に歯医者なんですか」


「おそらく」


「……なんでさっきから曖あい昧まいなんですか」


「歯医者のプラカードを持って歩いているわけではありませんから」


　和樹は、そりゃそうだと思い直した。


「じゃあ、紫乃先生の知り合いだし、そこで……」


　夕菜は承しよう諾だくした。肝かん心じんの舞穂は小さくなったままだ。


「あー、舞穂ちゃ……」


「にゃーにゃー！　怖こわいー」


「……んー、でも放っておいたらずっと痛いままだよ。名医らしいし、ここで治しておいたほうがいいって」


「むー……」


　自分でも治療したいとは思っていたのだろう。下を向いたまま考えている。


　やがて、瞳ひとみを潤うるませたまま顔を上げた。


「じゃあ、歯医者さんまで一いつ緒しよに行って」


「いいよ。僕と一緒に……」


「二人だけはやだ！　夕菜さんも」


「いいですけど」


　夕菜が承しよう知ちする。しかし舞穂はそれでも安心しきれないらしく、


「もっと他の人も。玖く里り子こさんも凜りんさんも」


「ええっ。それは迷めい惑わくになるんじゃ」


「だったら行かなーい」


　また騒ぎ出す。


「分かった分かった。その代わり、ちゃんと歯医者さん行くんだよ」


「……うん」


　ようやく舞穂はうなずいた。和樹と夕菜は胸をなで下ろす。


　その間、紫乃はなにも言わず、ただ微笑ほほえんでいた。





　　　　○





　歯医者までの場所を教えてもらい、和樹たちは舞穂を連れて学校を出た。


　風かぜ椿つばき玖里子と神かみ城しろ凜は半分強ごう引いんに呼び出された。二人は「歯医者が怖いなんて子供みたい。そういや子供か」などと言いつつも、ついてきてくれた。


　紫乃は用事があるらしく、保健室にとどまった。


　教えられた場所は確かに葵学園の近くだった。一ブロックと離はなれていない。


　しかしそこには民家しかなかった。


「変ですね」


　夕菜があたりを見回した。一いつ戸こ建だての住宅が並んでいるだけである。


「住所はここでいいの？」


　和樹が手にしているメモを、玖里子がのぞき込む。


「あってます。近くですから、間違えませんよ」


「なんて名前の医者？」


「鈴すず木き歯科だそうです。お医者さんの名前は鈴木太た郎ろう」


「匿とく名めい希き望ぼうみたいな名ね」


　四人は歩き回って捜さがしたが、見つからない。舞穂だけはほっとしたような顔であった。


　元の場所に戻った。凜がふと、目の前の門もん柱ちゆうに注目した。


「もしかすると、これですか？」


　そこには『鈴木』の表ひよう札さつが埋うめ込こまれており、横に小さく『鈴木歯科』と書かれていた。


「これね。でも、なんでこんなに見つけづらいのかしら」


　建物は単なる民家だし、看かん板ばんは表札よりも小さく手書きである。これでは患かん者じやに発見しないでくれと言ってるようなものだ。


「入ってみよう」


　和樹は開あけっ放ぱなしになっている門を抜ぬけ、玄げん関かん横のインターホンを押した。


　しばらくして。


『なんじゃ』


　しわがれた声がした。


「あの……」


『新聞はいらん。宗しゆう教きようもお断ことわりじゃ。羽はね布ぶ団とんも壺つぼもリフォームも畳たたみの張はり替かえもやらん。今ヤカンが沸ふつ騰とうして花か瓶びんが倒れ、水道の蛇じや口ぐちが壊こわれてカメがくたばりそうなんじゃ。なんの用かね』


「あ、あのー、ここは鈴木歯科ですよね」


『そうともいう』


　変わった返事である。


「治療に来たんですけど……」


『……ちょっと待て』


　ややあって、扉が少しだけ開いた。クリップボードに挟はさまれた紙が突つき出される。


「これに記入したら中に入ってくれ。ヤカンと花瓶と蛇口のカメの始し末まつをしとくから」


　舞穂が受け取って、名前や身長体重、痛むところを記き入にゆうする。それから扉を開けた。


「こんなに大勢で入って大丈夫でしょうか」


　不安そうな夕菜。


「外にいるのもなんだから……」


　中は待合室ではなく、本当に玄関であった。三た和た土きと廊ろう下かがあり、靴くつ箱ばこが置いてあるだけ。


　上がらないで待っていると、奥から誰か出てきた。


　白しら髪が頭に色の薄うすい丸サングラス。皺しわだらけの白はく衣いを着た老人だった。火のついていないキセルをくわえ、杖つえをついている。


「書いたか」


　インターホンと同じ声で言う。


「はあ」


「紫乃ちゃんが言ってた学生か？」


「ええ」


　鈴木医い師しはちらっと和樹を見た。


「虫歯なら酒飲んでごまかせ。どうしても痛くなったら自じ力りきで引っこ抜け。以上、治ち療りよう終わり」


　背を向けて、引っ込もうとする。


「あ、あの、待ってください」


「治療費ひくれるならもらうぞ」


「そうじゃなくて、僕が患者じゃないんです。歯が痛いのはこの娘こ」


　舞穂を指し示す。


　鈴木はさきほどと違い、なめるように舞穂の身体を眺ながめた。心なしか目め尻じりが下がっているようだ。


「この嬢じようちゃんか」


「そうだよ」


　舞穂が記入の終わった紙を渡す。老人は嬉き々きとして受け取り、じっくりと読み込んだ。


「ほほう、十三歳か。ちょっと年を食っとるがストライクゾーン内じゃ。よかろう」


　ストライクゾーンってなんだと全員が思っていると、老人は手て招まねきをした。


「こっちへ来なさい。他の人たちは付つき添そいかね」


「はい。外で待っていたほうがいいですか」


　和樹の台詞せりふに鈴木はしばし考え、


「いや、よかろう。一緒に入りなさい」


「でも診察室にまで入るのはやっぱり」


「そんな細かいことを気にしては歯医者はできん」


　間違ってるとしか思えないことを言う。


　それでも老人の言葉通り、舞穂を先頭に玄関の隣りん室しつへと進んだ。


　中は意外にも清せい潔けつで、小こ綺ぎ麗れいな器材が揃そろっていた。おなじみの上下に動き背が倒たおれる椅子もちゃんとある。


　鈴木は舞穂に告つげた。


「さあ服を脱ぬいで」


「待ってください」


　和樹と夕菜と玖里子と凜は同時に言った。


「なんで脱ぐんですか」


「診察は脱ぐものじゃろう」


「この娘が悪いのは歯なんです」


　夕菜は、素す直なおに脱ごうとした舞穂を押しとどめながら反はん論ろんする。


「細かいことを気にしては歯医者はできんと、さっきも言ったろうが」


「細かくないです」


　つまらん奴らだ、老人の楽しみを奪うばいおってと呟つぶやきながら、鈴木は舞穂を椅子に座らせた。


「どれどれ」


　スカートをめくろうとする手を、玖里子が押おさえる。


「ちっ……口を開けて」


「あーん」


　舞穂が大きく口を開けた。


　鈴木はちらちらと眺め、


「あー、これじゃな」


　ピンセットの先でこんこんと叩たたいた。


「痛い痛い」


「くっくっく。痛いか。そうかそうか」


　鈴木は実に楽しそうに喉のどを鳴らした。


「痛いのが嫌ならばわしの言うことを聞くのじゃ。まず服を脱ぎ──」


　夕菜と凜が白はく衣いの襟えり首くびを摑つかんで引っ張る。


　鈴木はたたらを踏ふんで転びそうになった。


「年寄りになにをするんじゃ！」


「なに考えてんですかさっきから！」


　夕菜が文もん句くを言った。和樹と玖里子に凜も、実に不ふ審しんそうな目つきになっている。


「服を脱がそうとしたりスカートめくろうとしたり、本当に医者ですか」


「医者に決まっておる。それにだな、レントゲンを撮とろうとしただけじゃ」


「……は？」


「レントゲンじゃレントゲン。患かん部ぶの撮さつ影えいをするのに服を脱ぐのじゃ。どこがいけない」


「それは……まあ」


「じゃろう。診察に必要な行こう為いじゃよ。では全ぜん裸らになって向こうの部屋へ──」


「……やっぱり違います！」


　夕菜は叫さけんだ。


「歯のレントゲンなのに、裸はだかになる必要がどこにあるんですか！」


　鈴木は舌した打うちをして横を向いた。


「気づいたか」


「気がつきます！」


「勘かんのいい女じゃ。幼女の無む垢くな肉体が、わしの手に墜おちる寸前だったものを」


「ゲームのラスボスみたいなことを言わないでください」


「わしはこういうめんこい子供が好きなのじゃ。昔プチトマトという本があって、警けい察さつが余よ計けいなことをしたおかげで廃はい刊かんになったが、なかなかの傑けつ作さくで」


「無む駄だに年を取ると詳くわしくなるんですね」


「もはや伝説となった『戦車と少女』なる本もあってな。自じ衛えい隊たいの戦車に女の子を組み合わせるという当時としては画かつ期き的てきなコンセプトじゃが、いかんせんモデルに難なんがあるという致ち命めい的てきな欠けつ点てんを……」


「余よ計けいな知識はいいんです！　レントゲンを撮るんですか撮らないんですか」


「そうじゃったそうじゃった」


　鈴木は手を叩たたくと、舞穂に隣室へ行くよううながした。


「ここ、レントゲンあんの」


　玖里子が不審な顔で訊きく。


「あるとも。見かけこそただの一戸建てじゃが、設せつ備びは信濃しなの町まちの慶けい應おう大だい学がく病びよう院いんかゼロテスター秘ひ密みつ基き地ちかというくらいじゃ。レントゲンや除じよ細さい動どう装そう置ち、爪つめ切きりから冷れい凍とう睡すい眠みん装置までなんでもある」


　老ろう医い師しは誇ほこらしげに語ったが、全員話半分くらいにしか聞いていなかった。


　舞穂が隣室に引っ込む。しばらくして出てきた。


　鈴木は指先ほどのレントゲン写真をじろじろ眺めていた。


「ふうむ……そこに座すわりなさい」


　それから、なにやらごそごそとやりだす。


「注ちゆう射しやをする。少し我が慢まんせい」


　手に持ってるものを見て、舞穂が「にゃっ！」と悲ひ鳴めいを上げた。


　鈴木が取りだしたのは、およそ注射器とはいえない代しろ物ものであった。ペットボトルほどの太さの管くだに、ボールペンのような太さの針がついている。これは凶きよう器きだ。


「さあ口を開けるのじゃ……くっくっく、逆さからっても無駄じゃよ。この注射でお前さんは痛みと快かい楽らくの間で悶もだえることになるのじゃ。それはまさに団だん鬼おに六ろくか蘭らん光こう生せいのような光景となって……」


「にゃー！　やだー！」


「無駄じゃ無駄じゃ。大人しく昔の富ふ士じ見み書しよ房ぼうに戻れい。ファンタジアがなんじゃ、ミステリーがなんじゃ、ロマン文ぶん庫こ万ばん歳ざい！」


　注射をしようとした瞬間。


　夕菜が鈴木に飛びついた。同時に凜が日本刀の柄つかで腕うでを打ち、注射器を玖里子が取り上げる。


「くっ……なんというチームワークじゃ」


「馬ば鹿かなことをしないでください！　舞穂ちゃんはまだ十三歳なんです！」


「だから燃もえるのじゃよ」


「燃えてどーすんです。早く、治療！」


「分かった分かった」


　鈴木は面めん倒どうくさそうに答えた。それから和樹の方を向き、


「ほれ、そこの若いの。そっちの椅子に座るのじゃ」


「へ、僕ぼく？」


　和樹はびっくりして言った。


「僕は虫歯ありませんけど……」


「いいから言うとおりにせんか」


　声に押されるようにして、座った。


「紫乃ちゃんから連れん絡らくがあっての。お前さんの治療もよろしくということじゃった」


「だって僕はどこも悪くないですよ」


「そんなの知ったことか」


　とんでもない発言である。また夕菜が声を荒あららげた。


「なんで和樹さんまで！」


「いくら年寄りでも無む茶ちや苦く茶ちやよ」


「それでも医い師しなのですか」


　玖里子と凜も、一緒になって抗こう議ぎをした。鈴木は無視をし、またごそごそやりだす。


　再び注射器を取りだした。


「今度はこいつの出番じゃ」


　また巨大な管くだである。しかも今度は、さきほどの四倍以上は優ゆうにあった。針の太さがペットボトル並だ。


「待ってください、そんな注射打たれたら死ぬ！」


「死んでも治療が成功すればいいんじゃ。いまさら悪くなって困こまるような評判もない」


「わーっ！」


「また！　和樹さんになんてことするんです！」


　夕菜が目を吊つり上げて迫せまった。鈴木はにやりとして、


「おっと、これがどんな注射だか聞かんか」


「なんでもかまいません。和樹さんを傷つけるような人は許ゆるさないんですから！」


「お前さんが喜よろこぶかもしれんぞ」


「ふざけないでください。わたしがどうして喜ぶと……」


「浮うわ気きが治る薬じゃ」


「浮……え？」


　夕菜の動きがぴたりと止まった。


「紫乃ちゃんから連れん絡らくがあったと言ったじゃろ。これは男にありがちな浮気癖ぐせを治す注射なんじゃ。余よ計けいな女と縁えんがなくなる」


　夕菜の全身から見る見る闘とう気きが抜けていった。玖里子と凜もきょとんとしている。


「たった一回の注射で、この男は浮気ができなくなる。余計な心配をしなくてよくなるぞ。どうじゃ」


　夕菜は逡しゆん巡じゆんしている風であったが、もはやさきほどまでの怒りは微み塵じんもなかった。


「なら……そうですね」


「ちょ、ちょっと、夕菜！」


　和樹は慌あわてて抗こう議ぎをした。注射器とはいえ、小こ脇わきに抱かかえる大きさなのだ。注射痕こんどころか大穴が開く。


「これで和樹さんが普通の人になるなら、ええ……」


「そこの二人はそれほど影えい響きようはない。親しい女性以外の女と縁えんがなくなるからの」


　その台詞を聞いた途と端たん、玖里子と凜も反対しなくなった。


「そうね。和樹にはいいかも」


「式森がまともになるというのも……」


「うわーっ！」


　四し面めん楚そ歌かに悲ひ鳴めいを上げる和樹。


「そういうわけじゃ。男は諦あきらめが肝かん心じんじゃぞ」


「高校生で諦めなんか持ちたくない！」
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　老医師どころか、夕菜たちもその言葉を聞いていなかった。


「では、ギャラリーはちょっと隣室に行ってくれんか。悲鳴がうるさいだろうからな」


「分かりました」


　夕菜たちはぞろぞろと、部屋を出ていった。


　鈴木はそれを確認して鍵かぎをかけた。


「さて、これで専せん念ねんできるな」


　和樹は「もー駄目だ」という絶ぜつ望ぼう感かんに包つつまれ、逃げる気力も起きなかった。


　しかし鈴木は、巨大な注射器を足あし下もとに置いた。


「さて、本番といこうかの」


「……は？」


「本番じゃ。紫乃ちゃんからの連絡は、お前さんとそこのお嬢ちゃんのことなんじゃ」


　皺しわだらけの指で、横になっている舞穂を示す。


「レントゲンを撮ったがの。確かに虫歯なんじゃが、まだ痛みを感じるほどじゃないはずなんじゃ。お前さんたちの魔力が変な方向に放ほう出しゆつ、吸きゆう収しゆうしているせいで、嬢ちゃんの身体に変へん調ちようをきたしているのじゃよ。虫歯の痛みはひとつの現れにすぎん」


　鈴木は真ま顔がおで語った。さきほどまでのエロジジイの表情は、どこにもなかった。


「今のうちに手を打っておかんとな」


「その……先生は僕たちの魔力のことが分かるんですか」


「こう見えても、紅尉晴明先生の愛まな弟で子しを自じ認にんしておる」


　ふえっふえっふえっと笑った。


「さ、治療をするぞ。応おう急きゆう措そ置ちなので、あとで紅尉先生にちゃんと診みてもらえ」


「分かりました。でも、あのでかい注射器はなんです？」


「年寄りの悪ふざけじゃよ」


　鈴木はまず舞穂に近づき、椅子のペダルを踏ふんだ。


　がくんと音がして、背もたれが水すい平へいになる。


「鎮ちん痛つうの注射じゃ」


　今度は普通の大きさの、先が曲まがった注射針ばりを舞穂の歯は茎ぐきに差し込む。それから別の注射を腕にした。


「にゃ……これは？」


「身体の熱を応急で下げるものじゃ。魔力の活かつ性せい化かを鈍にぶらせる働きがある。副ふく作さ用ようでだるくなるが、それは我が慢まんじゃ」


　舞穂は大人しく従したがった。


「さて、次はお前さんじゃの」


　和樹に近づき、同じような注射器を取りだした。


「これと……これじゃ」


　ちくりとした痛みはあったが、耐たえられないほどではなかった。


　やがて頭が、もやもやとした変な感覚になってきた。


「あのー……これがだるくなるってやつですか」


「ちょっと違うな。もっと全身がぼーっとしてこんか」


「そういえば……」


「ふにゃ……舞穂も……」


　二人して、眠ねむいような眠くないような、夢うつつのような気分を味あじわっていた。


「あー、力が抜ける……」


「ふわふわする……」


「それでいいのじゃ、催さい眠みん誘ゆう導どう剤ざいだからの」


「え……催眠……」


「つまりお前さんたちは暗あん示じにかかりやすくなっておるのじゃ」


　鈴木の瞳が鈍い輝きを放はなつ。和樹は頭がくらくらしてきた。


「これでわしの命令には逆さからえんぞ。ふっふっふ」


「待った……治療は……」


「そんなもんすぐにすんだ。これからはお楽しみタイムじゃ」


　鈴木がぼそぼそと、得え体たいの知れない単語を囁ささやいた。


　舞穂がふにゃふにゃ言いながら立ち上がる。


「さあお嬢ちゃん、こっちの若者のところに行くんじゃ」


「にゃ……」


　舞穂はとろんとした目つきで歩いた。和樹の目の前に来る。


「お嬢ちゃん、お嬢ちゃんはこの若者が好きか？」


「うん……舞穂、和樹君好き……」


「よしよし。ならば好きな女の子が、男になにをすればいいか分かるな」


「分かる……」


　舞穂はぼんやりとした表情のまま、制せい服ふくのボタンに手をかけた。


「わ……ちょっとタンマ……」


　遮さえぎろうとしたが、うまく言葉にならない。


「止やめて……止めて……」


　舞穂にも和樹の焦あせりは聞こえているはずだが、暗示のためか止めようとしない。鈴木は鈴木で、三さん脚きやくを広げてデジタルビデオの準じゆん備びなんぞをしている。


「な……なにして……」


「撮影じゃ。めんこいお嬢ちゃんのあれやあれしたところを、ばっちり撮影して老ろう後ごの楽たのしみにするんじゃ」


「老後……もう老人のくせに……」


「これが老人力というものじゃ」


　確かに全身に力がみなぎっているようではある。


　和樹にとってはそれどころではない。ろくに身体が動かないところに、舞穂が服を脱ごうとしているのである。催眠のせいでもたもたしているから助かっているが、時間の問題だ。


「わー……助けてー……」


「無駄じゃ無駄じゃ。邪じや魔まな女どもは、浮気防ぼう止しの薬なんぞというヨタに引っかかっておる。黙って老後の糧かてとなれ」


「噓うそつき……」


「年寄りの悪ふざけと言っただろう」


　鈴木がからからと笑う。


　舞穂の制服のボタンがすべて外れた。元からサイズがぶかぶかのせいではだけたりはしないが、放送禁止まであと一歩である。


「うにゃー……」


「ほっほっほ。簡単にいくの。こうまでうまくいくところをみると、このお嬢ちゃんはよっぽどお前さんのことを好すいているようじゃ」


「だからって……」


　なんとかして逃のがれようと身体を揺ゆすってみるが、がたがたいうだけ。


「若いのに文もん句くの多い奴じゃのう。お前さんも服を脱ぎたいのか」


　鈴木が呆あきれた顔をする。


「淫いん行こうじゃぞ。警けい察さつにパクられてもいいのか」


「そうじゃ……なくて」


「少しくらいならいいかの」


　また舞穂になにやら囁ささやく。彼女はのろのろと、和樹の服に手を伸ばした。


「脱がしてもらえ。うらやましいやつ」


　小さな指が制服の上を這はい回まわる。ボタンがひとつひとつ外れていく。


「わ……舞穂ちゃ……」


「和樹くーん……」


　上着が脱がされ、シャツだけになった。


　鈴木が手を叩たたいて、それ以上脱がせるのを止めさせた。


「このへんでよかろう。わしは男の裸なぞ見たくはないからな。幼よう女じよだけで十分じゃ」


　それから舞穂に告げる。


「さ、続きといくか」


　舞穂がまた脱ごうとする。


「うわー、やめろー！」


　和樹の口から、自分でもびっくりするくらいの大声が出た。


　それが聞こえたのか、隣室との扉とびらを叩く音がした。夕菜が「和樹さん、どうしたんですか！　和樹さん！」と叫さけんでいる。


「効きき目めが足たりなかったのか。もう切れたようじゃ」


　鈴木は隣室の扉に目をやった。


「女どもが気づいたな。さっさとすますか」


　また和樹に注射をする。今度こそ大声が出なくなった。


「さあて、ようやくお楽しみじゃ。お嬢ちゃん、残りを全部……お？」


　舞穂はなにも言わず、服も脱がずに歩いた。


　和樹の寝ている椅子に上り、のしかかろうとする。


「へ……舞……穂……ちゃ……」


「こら嬢ちゃん。待たんか」


　狼ろう狽ばいする鈴木。しかし舞穂は動きを止めない。


「にゃ……和樹君……大好き……」
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　ゆっくりとしてはいたが、和樹に抱だきつこうとしていた。


「こら。このままでは放ほう送そう禁きん止しどころではすまんぞ。非ひ難なん囂ごう々ごうじゃ。聞いておるのか、こら！」


「舞穂ちゃ……待って……待っ……」


「嬢ちゃん、もしかして催眠にかかってないのではないのか!?」


　舞穂は眠ねむそうな瞳をしていたが、なんとなく口元が弛ゆるんでいた。


　鈴木が引ひき剝はがそうとするが、舞穂は和樹の首にしがみついた。


「にゃーん……」


「わあ……」


　舞穂が和樹の胸むな元もとに顔を埋うずめたその時。


　もの凄すごい轟ごう音おんがした。


　隣室の扉がひしゃげ、吹き飛んでいた。うっすらと煙けむりが漂ただよい、その奥には夕菜が仁に王おう立だちをしていた。


「な、なんと。あの扉は鋼こう鉄てつを挟はさみ込んであったというのに！」


「和樹さんを酷ひどい目に遭あわせるなんて！」


　夕菜の叫びと共に、妖よう精せいからなる水流が飛んだ。


　鈴木は水流の直ちよく撃げきを受け、コマのように回転し、その場に昏こん倒とうした。


「うーん……」


「和樹さん！」


　涙を溜ためた夕菜が駆かけ寄よ──らなかった。


　和樹はシャツ一枚となって舞穂と抱だき合っているのである。その舞穂も服を半分脱ぬいでいた。


「か、和樹さん……」


「ゆ……夕……菜……」


「舞穂ちゃんと……なんで」


　待って誤ご解かいだ話せば分かる。でも分かってくれないんだろうなせめて入にゆう院いんしないくらいにとどめてください。それが駄目ならひと思いに苦くるしまないよう……。


　ネガティブな思し考こうが脳のうを支し配はいした。


　しかし夕菜は、涙なみだ目めのまま近寄った。


「平気ですか和樹さん。酷いことされませんでした!?」


「え……」


「ごめんなさい舞穂ちゃん。どいてください」


　優しく舞穂を離す。玖里子と凜が身体を抱かかえた。


　夕菜はあらためて和樹に抱きついた。


「怪け我がはないんですね。良かった……」


　言葉を詰つまらせている。


「夕菜……」


「心配だったんです。いくら治療でも不安で……。そうしたら悲ひ鳴めいが聞こえましたから、つい……」


　涙ぐみながら喋しやべっていた。


　和樹は安心させるためなでようと思ったが、腕がぴくりともしない。なんとか口だけは動いていた。


「夕……菜……」


「和樹さんが無事で……」


「ま……た……怒るかと……」


　怒るかと思った、そう言おうとしたが喋ることができなかった。だが通じたらしく、夕菜はにこりとした。


「いいんです。和樹さんが元気でしたら……」


「それは……良かっ……」


「舞穂ちゃんのことなんて……。舞穂ちゃんが半裸で和樹さんと抱きついていて、和樹さんも抵てい抗こうしてなくてなんだか嬉うれしそうだったなんて、そんなことはわたしは、全然気にしてなんかいません──なんて」


　ぱっと彼女は顔を上げた。


　今までの涙はどこにもなく、代わりに炎ほのおが渦うず巻まいていた。口からも犬けん歯しがのぞいている。


「言うと思いました？」


　夕菜の髪かみが逆さか立だった。




　第十九話　演劇大作戦










　演えん劇げき部ぶ部ぶ長ちようの中なか田た一いち子こは腕うで組ぐみをした。じろりと厳きびしい視し線せんを飛ばす。


　彼女としては、少しでも威い圧あつ感かんを与えて相手を怯ひるませておきたいところである。アイドル的な魅み力りよくを持つ一子がそうすることによって、いつもとは違った迫はく力りよくみたいなものを表すことができる。普ふ段だんとのギャップが大きければ大きいほど効こう果か的てきだ。この方法は、それなりに成功をもたらしてきた。


　しかし目の前の部員は、まったくたじろぐ様子を見せなかった。


「ですからね部長、もう発表会まで何日もありませんよ。このままでいいんですか!?」


「やればいいじゃない」


「できれば苦労しません。本当に棄き権けんになってしまいます」


「棄権は危き険けんね」


「つまらない冗じよう談だん言ってる場合ですか。なにも決まってないんですってば。脚きやく本ほんも、出しゆつ演えん者しやも、なにもかも！」


　一年生の男子演劇部員は、もうお手上げですと言わんばかりであった。


「毎年恒こう例れいなんですよね？　なのにこれほど空からっぽだなんて」


「初めてかもね」


　一子はあえて冷れい徹てつに徹しようとする。


「人ごとみたいに言わないでください。どうするんですか」


　睨にらみ返され、彼女は腕組みを解といた。威圧の効きき目めがないことを知り、力を抜ぬいて椅い子すにもたれかかる。


「困ったもんよねー。ここでしくじったら、予よ算さん減へらされるかも」


「大変ですよ」


「脚本任まかせた男の子、どこに行っちゃったのかしら」


「小テスト漏ろう洩えいの主しゆ犯はんと疑うたがわれて、弁べん明めいに必ひつ死しです。脚本どころじゃないですよ」


「無実なんでしょ」


「真犯人は二年Ｂ組の人らしいんですけど」


　一子は肩かたをすくめ、


「主演の女子は？」


「やっぱりＢ組の人に、近所のサラリーマンと付き合ってることを知られて、寮りように引きこもってます」


「堂どう々どうとしてりゃいいのに」


「内ない緒しよなのに、部長が言いふらすからですよ」


「仲なか丸まる君に喋っただけなのにねえ」


「部長も二年Ｂ組なんでしょう！　どうしてそういうことするんです」


「秘密がバレたりバラされたり、そんなのＢウ組チじゃ普通よ」


　神しん経けいが細かったらやっていけないわよと、一子は言いい添そえる。


　男子部員は話を続けようと、机に手をついた。


「とにかくですね、部長がなんとかしてください」


「部員が一いつ致ち団だん結けつするってのはどうかしら」


「部長が前に『あたしに任まかせろ』って言ってましたよ」


「裏うら工こう作さくならなんとか……」


「それでも脚本と俳はい優ゆうがいなきゃどうにもなりません。とにかく決めてください。そうすればなんとかなります」


「む……」


「お願いします！」


　くどいくらいに念を押され、一子はやむなくうなずいた。





　　　　○





　宮みや間ま夕ゆう菜なとしては、クラスメートの困りごとならなるべく聞いてあげようと思っている。しかし演えん劇げきの主演となると、やはり戸と惑まどってしまうのであった。一緒に聞いていた式しき森もり和かず樹きも、一子のお願いを驚おどろき半分で聞いていた。


「なんでわたしたちが演劇の手伝いをするんです？」


「この際さい素人しろうとでもいいのよ。どうせ学生なんだから」


　と一子は説明した。


「なら美少女を出して、見かけでポイントを稼かせぐのが手っ取り早いと思ったわけ。すると第一候補は夕菜で、あと伝つ手てで三年の風かぜ椿つばきさんとか、一年の神かみ城しろとか引っ張ってこれるでしょ。これだけ可愛いのがそろってればなんとかなるわ」


「綺き麗れいな人なら、うちにたくさんいるじゃないですか」


「性格が悪いのは致ち命めい的なのよ」


　彼女は自分のことを棚たなの遥はるか上にあげた。


「僕はなんで？」


　和樹が訊きく。


「女の子だけってのもバランスが悪いから。式森君なら一年の時に同じことやってるでしょう。それほど緊きん張ちようもしないだろうし」


「まあね……」


　一年生のときの文ぶん化か祭さいを思い出した。


「脚本はどうなってるの？」


「骨こつ子しはあるわ」


　一子はノートを取りだしてページをめくる。


「美少女がたくさん出てきて、恋こいに悩なやむ」


「それから？」


「決めてない」


　あっさりと答える。


　二人はびっくりした。


「それじゃなにもできてないのと同じじゃないか」


「ここからが肝かん心じんなんだけど、なにも思い浮かばないのよね」


　一子はプロットに悩なやむ連れん載さい作さつ家かみたいなことを言った。


「だから脚本もやってもらえるとありがたいんだけど」


「中田さんはなにやるのさ」


「あたしは書く気があるし主演もやる気あるんだけど、部員が『それだけは勘かん弁べんしてくれ』って泣ないて頼むのよ」


　彼女は首を振った。


　和樹は分かる気がした。一子は読どく書しよ感かん想そう文ぶんを一いち行ぎようで済すませるほど文章が苦にが手てであるし、演えん技ぎをさせても絶ぜつ望ぼう的てきな大だい根こんだ。おまけにとんでもない音おん痴ちで、歌をうたわせると死し体たいが生き返ると言われている。演劇部の部長をやっているのは、政せい治じ的てきな裏工作の力に長たけているからなのだ。


「だからちょっと頼まれて。夕菜も、式森君も」


「え……」


「でも……」


「ほんっとにお願い」


　一子は拝おがみ倒たおす勢いきおいで頭を下げた。





　結局、強ごう引いんな説せつ得とくに負けて、和樹と夕菜は引き受けることになった。


　二人は家に帰ってから、風椿玖く里り子こと神城凜りん、ついでに栗くり丘おか舞まい穂ほにも事じ情じようを話した。


「演劇？　あんた、あたしに演技力を求めるの？」


　玖里子はさすがに呆あきれていた。


「まず見かけが重要らしくて」


　と話す和樹。


「いいけど、あたしたち素人よ」


「それはいいらしいんです。どこの学校も変わらないから、付ふ加か価か値ちで攻せめようと」


「戦せん略りやく的ではあるわね」


　なんだかんだ言いつつも、玖里子は引き受けてくれた。いつもながら舞穂はなんでも賛さん成せい。凜もそれなりに興きよう味みがあるらしく、素そっ気けないまでも拒きよ絶ぜつはしなかった。


「じゃあ、脚本を考えますか」


　和樹は言うが、そっちの方面でも素人である。おまけに一子のアイディアもまだ思いつきの段だん階かいであった。


「適てき当とうに作っちゃっていいの？」


　玖里子が訊きく。


「中田さんは、自由にやって構かまわないって言ってました」


「でも元のアイディアを考こう慮りよしないわけにはいかないわよね。恋れん愛あいものなのか」


「はいはい！　恋愛ものならまかせてください」


　勢い込んでいったのは夕菜である。


「恋愛ものなら得とく意いです。わたしが脚本書きます」


「夕菜ちゃん、得意だった？」


「大得意です。だって、今だって……」


　和樹のことをちらりと見て、顔を赤くする。


「あたしが言うのもなんだけど、歪ゆがんだ恋愛話になるんじゃない？」


「なんでですか。きちんとします」


「男が浮うわ気きに走って、怒った女が始し末まつにかかるとか」


「変な決めつけはしないでください。それに、男の人が浮気をするのがいけないんです。浮気者がお仕し置おきされるのは当然のことで、天てん罰ばつなんですから。もう本当に浮気をする人は酷ひどくて最さい低ていで人間とは思えなくて、でも大好きで……」


　あらぬことを口走り出す夕菜。玖里子が「はいはい」といった感じで台詞せりふを遮さえぎる。


「分かったわよ。でも夕菜ちゃんだけが書くというのも……」


「舞穂も書くー」


　小さい手が上がった。


「いや舞穂ちゃんは無理をしなくても……」


　和樹の言葉に、舞穂は頰を膨ふくらませた。


「舞穂も書くの。国語だって苦にが手てじゃないもん」


「そこまで言うならいいけど……。じゃあ夕菜だけじゃなくて、みんなで書こうか。終わったらそれぞれ発表して意見を言えばいいかな」


　和樹が提てい案あんすると、すぐに玖里子が賛成をした。


「それがいいわ。ここでああだこうだ言うより、まず考えてからにしましょう。夕菜も舞穂ちゃんも、書いてくるでしょ」


「ええ」


「書くー」


　玖里子は振り向いた。


「凜はどう？」


「ええ。書けと言われれば……なんとか」


「じゃ、お願い。これでいいんじゃない？」


　和樹に同意を求める玖里子。


「いいですよ。書き終わったら時間をとって、みんなで確かく認にん作さ業ぎようをしましょう」


　和樹はそう言った。





　　　　○





　そして数日後。


　五人は夕食後のリビングで、できあがった脚本を発表することとなった。


　テーブルを中心に、全員ソファに座すわっていた。長くなってもいいように、菓か子しと飲み物の用意も怠おこたりない。なかなか本格的であった。


「これが、わたしの考えたストーリーです」


　夕菜は全員分のコピーを配くばった。


「概がい要ようをお願いします」


　凜の言葉に、夕菜は説明を始めた。


「基本は、観みた人みんなが嬉うれしくなるような恋愛ものです。一組の男女が、色んな困こん難なんに遭あいながらも、最後は結ばれて幸こう福ふくな一生を過ごすんです。みなさんに祝しゆく福ふくされて、結けつ婚こんして、子供は男の子と女の子が一人ずつで、車は軽けい自じ動どう車しやでいいですから週末は家か族ぞくで遊びに行って……」


　幸せそうに遠くを見ながら話す夕菜に、玖里子が口を出して現実に引き戻させた。


「待った待った。夕菜ちゃん自身の未み来らい図ずはちょっと置いといて」


「どうしてです。脚本にも生かされてる要よう素そですよ」


「今はいいから」


「まだ幸せいっぱいの結けつ婚こん生活が残っているんですけど」


「長くなりそうだから、脚本のほうをお願い」


「そうですか。なら読みますね」


「真ま面じ目めな内容ですよね」


　凜が念ねんを押す。


「任せてください。不安ですか？」


「夕菜さんなら大丈夫でしょうが……」


　この中では夕菜が国語の成せい績せきは一番である上に、物作りの素そ養ようもあった。彼女も自じ信しん満まん々まんである。


「じゃあ説明します。えっとですね──」


　内容はこうである。





　主人公格は男女のペアで、共に高校生。二人は幼おさないころから見知っており、結婚の約やく束そくを交かわす。しかし女の子は両親の仕事の都つ合ごう上じよう外国へ引っ越こしてしまう。時は流れて女の子は帰国。二人は再び出会い、愛の炎ほのおを燃え上がらせる。女の子は男の子に一いつ生しよう尽つくすことを誓ちかい、男の子も女の子を一生守ることを誓う。互たがいの両親と理解あるクラスメートたちの祝しゆく福ふくがあり、結婚の日取りが決まった。しかしその前に、肉体を駆く使しした色いろ香かで男の子を惑まどわそうとする色しき情じよう狂きようの三年生と、日本刀を振り回して脅きよう迫はくする殺さつ人じん狂きようの一年生が立ちふさがった。二人は男の子を女の子から引き離そうというのだ。身の危険を感じた二人は手を取り合い、愛を貫つらぬくための逃とう避ひ行こうを繰り返すのであった──





「ストップストップ、止めてください！」


　凜が叫さけんだ。彼女は顔を真っ赤にして、コピー用紙を握にぎりしめていた。


「なんですかこの内容は！」


「普ふ通つうじゃないですか」


　夕菜は「凜さんはなんで怒っているのかしら」という顔をしていた。


「普通ではありません。どうしてこんなにふしだらな内容なのです」


「愛です。ふしだらなんかじゃありません」


「では誰ですかこの殺人狂の一年生というのは。私がそこまで乱らん暴ぼう者ものだと言いたいのですか!?」


　立ち上がり、食ってかかる凜。横では玖里子が「色情狂の三年生ってあたしのこと？」と呟つぶやいていた。


「気にしすぎです。凜さんは自じ意い識しきが強いんですね」


「気になります。この主人公というのはどう考えても式森ですね」


「それはそうです」


「女性は夕菜さんです」


「ちょっと恥はずかしいんですけど。わたしの経けい験けんを生かしました」


　夕菜は照てれたようにうつむいた。


「ならばここで刀を振るっているのは私でしょう！」


「それは別人です。凜さんのことは考えもしませんでした。モデルになった人はいません」


「噓うそをつかないでください。日本刀を使う高校一年生が、日本にどれだけいると思っているのです」


「わたしは新しさを狙ねらっただけです。純じゆん日本風の可愛かわいい女の子が刀を使うなんてパターンは飽あきました。これからは刀を持っていたり、小こ柄がらだったり、袴はかまをはいている女は全員悪あくの手先ってことになったんです。麻ま薬やくをやっているかお酒の飲み過ぎでもなければ、普通は刀を持ったまま町中を歩こうなんて思いません」


「侮ぶ辱じよくする気ですか！　私に似にせて設せつ定ていしたとしか思えません。そもそも、名前が紙かみ品しな鈴りんとなっています！」


「偶ぐう然ぜんの一いつ致ちです」


　夕菜はあくまでしらを切った。凜と視線を合わさず、天てん井じようなんぞを眺ながめている。


「そうやってわたしに文もん句くを言うのは、凜さんの和樹さんへの横よこ恋れん慕ぼの表れなんじゃないんですか」


「だっ、誰が横恋慕ですか。自分をモデルに書こうとするのが間違っているのです。式森と夕菜さんの逃避行なんか失敗するに決まっていて、せめて相手が私なら成功の確かく率りつも……」
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「そこらへんが本ほん音ねなんですよね」


「……やはり侮辱です！」


　凜のボルテージがどんどん上じよう昇しようする。玖里子が割って入って、彼女を座らせた。


「落ち着きなさいよ。ここから話し合って脚本決めるのに、角つの突き合っててどうするの」


　夕菜は「つーん」とそっぽを向いた。凜は冷ひややかに、


「玖里子さんも、風かぜ牡ぼ丹たん栗くり子こという名で登場してますが」


「……まあそれはいいわよ。夕菜ちゃんのは分かったわ。凜のはどんな内容なの」


　凜は呼吸を整ととのえた。


「私のこそ普通です」


「どんな？」


「……その、普通……まともです」


　さきほどまでの勢いはどこへやら、何な故ぜか凜は、紙の束たばを身体の後ろに隠かくした。


「見せてよ」


「いや、まともですから、無理にお見せする必要もないかと」


「見なきゃ分かんないわよ」


「いや、それは……そんな……」


　玖里子は凜から脚本を奪うばい取った。和樹に放ほうり投げる。


「読んで」


「はい。ええと、江え戸ど時代の話のようですね……」


　こんな内容であった。





　江戸と呼ばれたころの東京。ある寂さびれた道場では、道場主の一人娘むすめが減へる一方の門もん下か生せいを引き止めようと必ひつ死しになっていた。しかしうまくいかず、気き弱よわで剣けん術じゆつもへたな少年一人を残して皆みないなくなってしまう。実はこの少年は秘ひめられた力を持っており、道場を再さい建けんさせるだけの魔ま力りよくがあった。ところが少年は誘ゆう拐かいされ、追い打ちをかけるようにして父親である道場主も病びよう気きとなる。これらは全て、道場に残った少年を奪うばって悪あく魔まに捧ささげようとする、後ろ髪を二つに縛しばった狂きよう信しん的てき宗しゆう教きよう少しよう女じよと、配はい下かである全ぜん裸らだか半はん裸らだか分からない商しよう家かの娘の陰いん謀ぼうであった。企たくらみを知った一人娘は愛あい刀とうを手に、敵の隠れ家へと乗り込むのであった──





「ちょっと待ってください！」


　和樹の朗ろう読どくは夕菜によって中断させられた。


　彼女は髪を逆さか立だて、凜を睨にらみつけた。


「凜さん、人のこと言えるんですか!?　内容が酷ひどすぎます！」


「な、なにをおっしゃるのです。夕菜さんの脚本よりはかなり普通でしょう」


「普通なところがありません！　わたしがどうして悪役なんですか！」


「夕菜さんは出てきません」


「出てくるじゃないですか！　なんですか『後ろ髪を二つに縛った狂信的宗教少女』というのは!?」


　目を吊つり上げて怒ど鳴なる。玖里子はまた「全裸だか半裸だか分からない商家の娘ってのはあたしか。夕菜ちゃんの配下なのか」と呟いていた。


「そ、それは夕菜さんの誤解です」


「誤解なものですか。凜さんはわたしのことをそんな風ふうに見ていたんですね！」


「モデルがいるわけありません。さきほどの夕菜さんと同じように、純じゆん粋すいな想そう像ぞうだけで執しつ筆ぴつしたもので……」


「怪あやしいです。この道場の一人娘って、凜さんじゃないですか」


「そう思う人も、中にはいるかもしれません」


「気弱で剣術がへたな少年って、和樹さんですよね？」


「そうとは限りません。剣術が苦にが手てな男子はどこにでもいますし、気が弱いこともあります。確かに身内を題だい材ざいにすることは，執筆において手っ取り早い方法ではありますが……」


　夕菜は弁べん解かいじみた凜をそのままにし、和樹に言った。


「和樹さん、続きをお願いします」


「……いいの？」


「ええ。凜さんがどう考えているか知りたいです」
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　慌あわてている凜を横目で見ながら、和樹は概がい略りやくを述のべた。


「ええっと、一人娘と狂信的宗教少女の対決が始まるみたい。宗教少女は少年を監かん禁きんして結婚を迫せまるんだけど、少年はそれが苦く痛つうになる。少女がそれを知って少年に拷ごう問もんを加くわえて斬ざん殺さつしようとするんだけど、すんでのところで一人娘が助けに入る。少女は卑ひ怯きようにも──書いてあるんだよ──少年だけじゃなくて近きん隣りんの子供たちも人ひと質じちに取る。しかし真実に目覚めた少年が一人娘と協力して少女を倒す、と──」


「そうですかよく分かりました。凜さんはこんなことを考えていたんですね!!」


　夕菜の周囲に精せい霊れいが集まり始めた。よほど感情が高ぶっているのか、精霊たちは猛もうスピードで飛び交っていた。


　凜はなおも言いい訳わけを述べた。


「これだけの文章で私のことが分かるとは思えません。文章においても誇こ張ちよう表現というのは、読み手を愉たのしませるためにある程度許きよ容ようされるべきもので……」


「ただの本音と願がん望ぼうです！」


　精霊が集合して形を作り出す。徐じよ々じよにウンディーネへと化ばけようとしていた。夕菜は立ち上がった。


「もう凜さんは許せません！」


「……夕菜さんこそ、侮ぶ蔑べつもいい加か減げんにしてください！」


　凜もついに反はん論ろんを止め、対たい抗こうするために日本刀の柄つかに手をかける。鯉こい口くちが切られようとしていた。


　緊きん張ちようと書かれた風船が限げん界かいまで膨れあがる。今まさに弾はじけようとしていた。


「待ちなさいってば!!」


　玖里子がテーブルを力ちから一いつ杯ぱい叩いた。


「止めなさいよもう。どうして和樹のことになると、あんたたちは我われを忘わすれちゃうのよ」


　よほど呆れたか、かなりうんざりしたような口調であった。


「でも……」


「しかし……」


　不ふ満まんそうな二人。


「いがみ合ったって、いいことなんかありゃしないんだから。それに演劇部のお手伝いなんでしょ。こんなんじゃいつまでたっても終わりゃしない」


　やれやれという風に首を振る玖里子。夕菜はなおも不満そうに、


「なら、玖里子さんはちゃんと書いたんですか？」


「書いたわよ」


「どんなのか教えてください」


「いいわよ」


　玖里子は自分で説明を開始した。ちなみにこんな内容。





　ある大だい財ざい閥ばつの娘は勝かち気きな姉たちに囲かこまれ、ひとり孤こ独どくに暮くらしていた。彼女は姉たちほど積せつ極きよく的てきでもなく内うち気きであり、異い性せいに声をかけることすらできない。ただ二人の召めし使つかい（一人はアメリカからの帰き国こく子し女じよ、もう一人は静しず岡おか生まれの九きゆう州しゆう育そだち）を馬ば車しや馬うまのようにこき使うことで無ぶ聊りようを慰なぐさめていた。そこになんの変へん哲てつもないが、優しさが取とり柄えの少年が現れる。当初はすれ違いが続くものの、次し第だいに惹ひかれあう二人。しかしそれをやっかんだ召使いたちが、二人に嫌いやがらせをしようとする。危あやうく仲を裂さかれるところだったが、強まっていた絆きずなによって困こん難なんを乗り切る。そして二人の関係は離れがたいものとなり、召使い二人に家か畜ちく並なみの労働をさせつつ、財閥を継けい承しようしていくのであった──





「なんですかこれは！」


　夕菜と凜は唱しよう和わしながら叫さけんだ。


「滅め茶ちや苦く茶ちやです！」


「どういうつもりです！」


　さきほどまでの対たい立りつはどこへやら、二人して玖里子に詰つめ寄よる。


　玖里子は平へい然ぜんとしていた。


「だって現実のレースではあんたたちがリードしているんだから、フィクションくらいあたしに有ゆう利りでもいいでしょ」


「良くないです」


「許せません」


「それはずるいわよ」


「ずるくないです！」


　夕菜がぐいっと顔を近づける。


「だいたい、わたしたちがなんで玖里子さんの召使いをやっているんですか」


「そうです。玖里子さんもモデルはいないとおっしゃるつもりですか」


　凜の台詞に玖里子はあっさりと答える。


「召使いのモデルは夕菜ちゃんと凜ね。ちゃんとメイド服ふくを着せてあげるわよ」


「そういうことじゃないです！　なんでわたしたちはひたすら働かされるんですか」


「どこかに閉とじこめられる方がいい？」


「そうじゃなくて、召使いをやってる理由です」


「二人とも、うちから莫ばく大だいな借しやつ金きんをしたって設せつ定ていになってるわよ。返すためには働かないと」


「わたしは借金なんかしません！」


　夕菜は憤ふん然ぜんとして、口を尖とがらせた。


「わたしと凜さんにここまでしておいて、自分は内気ってことになってるんですよね」


「ギャップがいいと思わない？」


「お姫ひめ様さま願がん望ぼうなんか持ってたんですか」


「いいじゃない」


　玖里子はいなすような言葉使づかいを繰くり返していた。そこに凜が、


「そもそも、お姉さんたちがいらっしゃるのに、玖里子さんがご実家を継つぐのは無理があるでしょう」


「手はあるわよ」


　脚本の一部を指し示す。


「……あっ、名前が風椿和樹となっている！」


　凜がびっくりしたような声を出した。


「和樹は婿むこ養よう子しになるのよ。男のほうが家を継げる可能性は高いから、あたしはファーストレディーへと……」


　その台詞にまた夕菜が怒鳴りだした。


「なんですか婿養子って！　わたしなら自分の名前を式森夕菜にするくらいの分ふん別べつがあります！」


　いやそれは分別とは言わないだろと呟いたのは和樹だったが、女性たちはすっかり聞いていなかった。


「だったらどうしろって言うのよ」


「なにもしないでください！　とにかくこんなの認められません」


「そうです。私だって、し、式森凜としようと思ったことなど一度も……いや一度くらいなら……」


「凜さんは黙っててください！」


「どうして私の意見は無む視しなのです。そういう夕菜さんの狭きよう量りようこそ問題にすべきです」


「わたしは今の凜さん以外なら、どなたでも許せます！」


「ならあたしはセーフね」


「……玖里子さんも駄目です！」


　夕菜が腕を振り回す。隣では舞穂が同じようにしながら「舞穂のばんー。読んでー」と騒いでいたが、みんな無視した。


「今後和樹さんに関係する脚本は、わたしの許きよ可かを取ってください！」


「どうせ認める気はないでしょう」


「そうよ、夕菜ちゃんは独ひとり占じめする気ね」


「にゃー、こっちも読んでー」


「いいんです。和樹さんはわたしのものなんですから！」


「誰が決めたのです！」


「そうよ」


「こっちもー」


「ずっと前から決まっていたんです！　約束したんですから！」


「無む効こうになっても構かまわないでしょう」


「というか、もう無効よ」


「読んでってばー」


「なにが無効ですか！　小さいころからずっと……」


「夕菜さんの話だけで、証しよう拠こがありません」


「そうね、あたしたちが聞いたわけじゃないわ」


「そ、そこまで言いますか！　でしたらここで関係を結んでもなんでも……和樹さん！」


「は、はいっ」


「用意はいいですか！」


　いきなり服を脱ごうとする夕菜。意い地じになったか凜も玖里子も制せい止ししようとせず、じっと見つめている。リボンを解とき、スカートのファスナーを下ろそうとする。


　そこで舞穂が叫んだ。


「読んでったら読んでー！」


　三人の少女は、そういえばという感じで小こ柄がらな女の子を見た。


　舞穂はまたじたばたした。


「うにゃー、誰も舞穂のこと気にしてくれなーい」


「……舞穂ちゃんも書いてきたんでしたっけ」


「書いたよー」


　多少むすっとしながら、夕菜に反はん論ろんをする。


「でしたら手早く……」


「ちゃんと読むー」


「ごめんなさい。じゃあお願いします」


　夕菜は素す直なおに詫わびた。凜と玖里子と和樹も、ちゃんと聞こうと姿し勢せいを正す。舞穂は機き嫌げんを直し、大きめの字で書かれた原げん稿こう用よう紙しをめくった。


　こんな内容である。





　ある少女が両親と離れて暮らしていた。そこには様さま々ざまな事情があり、彼女は東京の私立高校に預あずけられ、一人の男子高校生と生活を共にすることになる。周囲からの強い反対（特に同じクラスにいるちょっとおっかないお姉さんと、袴はかまをはいているお姉さん。背の高いお姉さんはあいまい）があったが、男子高校生と女の子は趣しゆ味み嗜し好こうが一いつ致ちしたため、充じゆう実じつした生活を送ることになる。特に夜になるとそれは際きわだっており、男子高校生が木もく馬ばと縄なわと革かわの拘こう束そく具ぐを用意すると、女の子も負けじとムチとロウソクとグリセリンと注ちゆう入にゆう器き具ぐと電車のセットと学校のセットと病院のセットと撮さつ影えい用ようビデオカメラを用意する。二人は一晩中×××××と××××で×××やら×××××をしながら、×××××な××××に×××──（以下伏ふせ字じばかりなので省しよう略りやく）





　全部聞き終わる前に凜が卒そつ倒とうした。夕菜は顔を覆おおってうずくまり、玖里子ですら首くび筋すじまで真っ赤になった。


　何な故ぜか舞穂は楽しそうな表情になった。


「うけた？」


「うけたじゃありません！」


　夕菜は恥はずかしさのあまり、ゆであがる寸前であった。


「なんでそんな内容になるんです!?　そ、そんな、聞いただけでお嫁よめに行けなくなるような……」


「もっと知ってるよ。××××とか×××××とか。××××って言葉は使うと本当にまずいからって──」


「だから言っちゃ駄目です！　どこでそんな単語を覚えてきたんですか！」


　舞穂はやや意外そうに言った。


「こんなの普通だもん。女の子のたしなみ」


「どんなたしなみですか！　男の人が逃げ出しちゃいます！　見てください、和樹さんまで倒れてます」


　彼女の言葉通り、和樹は「電車のセット」のところで床ゆかに突つっ伏ぷしていたのであった。


「和樹君は度ど胸きようがなーい」


「舞穂ちゃんが図ず太ぶとすぎるんです！」


　夕菜は、和樹と凜を介かい抱ほうしてから告げた。


「とにかく、舞穂ちゃんの脚本だけは駄目です」


「わーん、ひどーい」


「酷くありません。わたしたちがどんなに言い争ったって、これだけは反対する人はいませんから」


　その通りで、夕菜の台詞は他の三人にそのまま受け入れられた。


　なおも騒ぐ舞穂は丁てい寧ねいに無視されることとなり、皆みなは脚本の検けん討とうに入った。


　しかしどれも一長一短どころか、短ばかりである。


「……誰をベースにしようか」


　気を取り直した和樹が言ったが、誰のでも同じように思えた。


「やっぱりわたしじゃないでしょうか」


　と夕菜。


「……夕菜ちゃんも神経太いわよね。でも揉もめる元よ」


　玖里子が言う。


「どうしてですか。愛をテーマにした素す晴ばらしい演劇で……」


「はいはい。かといって凜のも……」


「私は構いませんが」


　凜はそう言うが、夕菜が「絶対駄目です」と言い切った。


「ほらね。とするとあたし……」


「それも駄目です」


「許しません」


　二人の女の子が拒きよ絶ぜつをする。


「……やっぱりね。舞穂ちゃんのはまずすぎるし、どうすれば……」


　全員、喋しやべるのを中断して考え込んだ。


　ふと、夕菜が顔を上げた。


「そういえば、和樹さんの脚本はどんなのですか？」


「え……」


　言葉に詰つまる和樹。


「書いてましたよね」


「うん。一応……」


「見せてください。和樹さんのなら、みなさんも賛成するかもしれませんよ」


「いや、まあ……」


　曖昧な返事をする。さりげなく原稿を隠そうとした。


「このままじゃ決まらないんです。お願いします」


「で、でも……」


「いいじゃないですか」


「そうよ」


「にゃー、和樹君、わがまま言っちゃ駄目だよー」


　舞穂が近づき、原稿を取り上げた。ぱらぱらとめくる。


「ちゃんとしてる」


「いやまあそれは……」


「舞穂ちゃん、読んでください」


「分かった」


　内容はこう。





　東京の西部で生まれた平へい凡ぼんな男子高校生は、念願の一人暮らしを始める。身の回りにはとりたててトラブルもなく、平へい穏おんに生き、平穏に暮らすことだけが自分の人生だと思っていた。ところがそこに、三人の女の子がやってくる。彼女たちは、自分と同年ねん齢れい、年上、年下であり、それぞれに魅力的で、まるで春はる風かぜのような柔やわらかさを運んできた。それはこれからの幸せを予感させるものであった。





　夕菜はにこにこしながら話を聞いていた。玖里子も笑っており、凜ですら頰の弛ゆるみを抑おさえられないようであった。


「和樹さん、そんなにお世せ辞じを言わないでください」


　と夕菜。


「春風ってあたしには似合わないけど、いい感じね」


　と玖里子。


「褒ほめられるのも悪くはないな」


　と凜。


「続きを読むねー」


　舞穂が原稿用紙をめくった。





　しかしそれは大いなる勘かん違ちがいであった。彼女たちは春風ではなく暴ぼう風ふう雨うのような存在だったのだ。突然彼女たちは新にい妻づまと主張し、隙すきあらば押し倒し、なにかと刀で斬きりかかってくるのである。生活パターンをすっかり乱みだされトラブルだらけになった男の子は、髪かみは抜け目の下に隈くまができ、疾しつ患かんを十以上も併へい発はつする。人生に絶ぜつ望ぼうした彼は自らに降りかかった不幸から逃のがれるため、たった一人あてもない旅へと出るのであった──





　逃げだそうとした和樹は、玖里子に捕つかまえられ羽は交がい締じめにされた。


「あんた、こーゆー目で見ていたの」


「ごごご誤解です！」


　和樹は必ひつ死しに玖里子に告げる。


「旅に出たいのか、そうか」


　なにやら恐ろしげな声こわ音ねになる凜。


「誤解だって誤解。フィクションなんだから！」


　しかしどんな言い訳も通用しそうになかった。玖里子は離そうとせず、凜は日本刀を光に照てらして不ぶ気き味みに輝かがやかせていた。


「これが本音の中の本音ね」


「式森もこういう奴だったか」


　彼女たちの瞳が昏くらくなっている。


「和樹さん」


　中でもひときわ恐怖心を煽あおったのは、夕菜であった。


「こういう脚本を好んで書いたんですね」


「え、えーとね、特に狙ねらったわけじゃないんだ。ただ普通に書いていたら、なんだか止まらなくなって……というか涙まで出てきて……。で、でもみんなのことが嫌いなんじゃないんだ。なんというかその、一時の気の迷まよいなのかそれとも病気なのか、でもスッとしたのも事実というか……」


「言い訳は結構です」


　夕菜はぴしゃりと言い放った。


「和樹さんがいつもどう思っているか、よく分かりました」


　低い、唸うなるような声。


「だから誤解なんだって！　本当に本音じゃないから、マジで！」


　夕菜の周囲に精せい霊れいが集まる。粒つぶ状じようのものが集合し、球のように膨ふくれあがっていった。


　和樹は唾つばを飲み込んだ。


「本当に誤解！　噓ばっかりだよ僕の脚本！　夕菜も玖里子さんも凜ちゃんも登場してないってば！」




[image: ]


　誰も聞いてくれなかった。玖里子は和樹を押さえているし、凜は逃げないよう見張っている。舞穂にいたってはどういうわけかわくわくしていた。


　絶望感が押し寄せた。


「だから止やめてってば許して助けて助けて助けて……」


「問もん答どう無む用よう」


　彼が最後に見たのは、夕菜の頭上に光り輝く閃せん光こうであった。





　　　　○





　蛇だ足そく。


「結局脚本も俳はい優ゆうもいないんですか。どうするんです部長！」


　部員の言葉に、一子は仕し方かたないという風ふうに答えた。


「頼たのんだ連中が学校に来ないのよ。夕菜は登とう校こうしてるんだけど、式森君は姿を見せなくて、理由を聞いても夕菜はなにも喋しやべってくれないし……」


「……そういえば、住宅街で爆ばく発はつ事じ故こがあったそうですが」


「関係あるのかもね」


「そんなことより、発表会はどうするんです！」


「そうねえ」


　一子は頭を抱かかえた。


　かくして、事態は振り出しへと戻る。




　第二十話　二人の未来日記










　凜りんは茫ぼう然ぜんとたたずむしかなかった。


　眼がん前ぜんには肉と野菜がうずたかく積み上げられている。ごちゃごちゃしていて判はん別べつしがたいが、三十分前まではそうだった。今となっては「元肉、元野菜」としか形けい容ようのしようがないもので、まるで銀ぎん行こう強ごう盗とう団だんと警けい官かん隊たいが銃じゆう撃げき戦せんを繰くり広げた結けつ果かみたいになっている。新しん聞ぶん記き者しやが見たら勘かん違ちがいして一面に載のせかねない光こう景けいであった。


　これは料理の結果である。その証しよう拠こに凜は日本刀ではなく包ほう丁ちようを握にぎっていた。立っているところも道場ではなく台所。夕食の支し度たくをするつもりだった。


　それが何故かこうなった。いや「何故」というのは間違っている。彼女の場合は必ひつ然ぜんである。なにしろあっと驚くくらい料理の才能がないのだ。


　凜の料理と来たら一種のテロ行こう為いである。まれに「一種の芸げい術じゆつ」と称しようする人もいるが、実じつ態たいを見るや前ぜん言げんを撤てつ回かいすることになる。創そう作さくではなく破は壊かいなのだ。いつ作っても料理の見た目は解かい体たいされたビルのようで、味も似にたようなものだった。調ちよう理り実じつ習しゆうでの教師の言葉「コンクリートを食べたことはないけど、きっとこんな感じ」という感かん想そうは、そうない。


　彼女は手の中の包丁をしげしげと眺ながめた。料理が失敗したことくらい自分でも分かっている。やる気はある。努力もしてる。しかしこうなる。どこかが間違っているらしいが、どこなのかが不明だ。日夜特とつ訓くんを繰り返してもさっぱりうまくならなかった。人じん知ちを超こえたなにかが働いているらしい。


　首を振った。「人知を超えたなにか」などと呑のん気きなことを考えている場合ではない。帰ってくるまでに作らなければならない。そのために台所にいるのだ。夕食は彼女の担当。葵あおい学がく園えんを卒そつ業ぎようしたときに、ふたりでそう決めたのだ。


　壁の時計が七時を回る。凜の心に焦あせりが湧わいた。もうすぐ帰ってくる。食事でもてなしたいのに、まったくできそうにない。いつも「気にしなくていいよ。これも美お味いしいよ」と言ってくれるが、そうそう甘あまえるわけにはいかない。毎回これでは、いくらなんでも妻として失しつ格かくだろう。


　玄げん関かんで音がする。「ただいまー」の声が聞こえた。心しん臓ぞうが飛び上がる。せめて片づけたいがどうにもならない。


　物音がする。鞄かばんを置いて靴くつを揃そろえている。いつもと同じ行動。そのあと台所を覗のぞく。この惨さん状じようを見てどう思うだろう。なんと言い訳をしたらいいだろうか。


　足音が近づいてくる。


　凜は覚かく悟ごを決めた。





「うわあっ！」


　跳はね起きた。勢いきおい余あまって掛かけ布ぶ団とんを蹴け飛とばしてしまい、枕まくらまで転ころがった。


　急いであたりを見回す。


　隣に三人の少女が布団にくるまって寝ていた。静しずかな寝ね息いきも聞こえる。いつもの光景、同どう居きよしている部屋だった。時刻は朝の四時。朝食にはまだ時間がある。


（夢ゆめ、か……）


　神かみ城しろ凜は半身を起こしたまま、荒あらく息をした。


　しばらくぼんやりとする。


　なんという夢なのだ。どこか知らない家で食事の支度をしていた。おまけにいつものように失敗していた。


　これでもう三み晩ばん連続である。ずっとこんな夢を見ていた。


　しかも、その全てが新しん婚こん家か庭ていなのである。卒業してからどれくらいたっているのか知らないが、結婚していた。マンションか一戸建てか不明だが、新しん居きよを構かまえているらしい。


　問題は同居人、つまり夫である。


　夢なのに声がきちんと聞こえた。ぼんやりとだが顔も分かった。


（あれは……）


　ぽっと一人の男が思い浮うかぶ。


「うわあああっ!!」


　凜は頭を搔かきむしった。なんだなんだなんだこれは。私はまだ高校一年生だ。どう考えても結婚など早すぎる。法ほう律りつではできても、実際にする女性は少ない。まして現在は晩ばん婚こん化が進んでいる。昨日ニュースでも言っていた。


　だからこんな夢は先走りすぎなのだ。たちが悪い。まして相手が──


「いや、別に奴のことが嫌きらいなわけではないぞ」


　虚こ空くうに向かって話をする。勉強もスポーツも苦にが手てな男だが、それだけで人間の価か値ちが決まるわけではない。大事なのは本ほん質しつだ。本質も見失いがちではあるが、そんなのは自信一つでどうにでもなる。


　いかんいかん。夢を否ひ定ていしながら、奴のことを考えてしまった。どうしてこうなるんだ。こんなに意識する必要があるのか。あの男を中心に自分が回っている気すらしてくる。そういえば、前にもこんなことがあった。


　あのときも確か、好きだの嫌いだので悶もん々もんとしていた。


（好き……）


　凜は力一杯頭かぶりを振った。だからどうしてこうなる。以い前ぜんに比くらべれば嫌いではない。そういう気持ちが強くなったのは確かだが、だが好きとはなんだ。そんなことを口にしたことは一度もない。まあ多少はそんな気分も……いや、それはない。夕ゆう菜なさんと揉もめるときは、そんなことも口走ってしまうことがあるようなないようなだが、あれは挑ちよう発はつする夕菜さんが悪いのであって、私はもうまったくかけらも思って──


「ん……」


　隣の布団がごそごそ動いた。凜は身体をぴくっとさせる。


「凜……さん……？」


　布団の中から宮みや間ま夕菜が言う。


「……起きてるんですか？」


「え、ええ……目が覚めてしまって……」


　彼女は引きつりながら返事をする。


「……和樹さんが……なんとかって聞こえたんですけど……」


「そ、そんなことありません！」


　凜は夕菜の勘かんの鋭するどさに焦りながら、強く否ひ定ていをした。


「なにも言ってません。夕菜さんの気のせいです。ずっと黙だまってました。全然、まったく、本当に」


「そうですか……。でも和樹さんが……新婚とか……」


「でっ、ですから気のせいです。早く寝てください！」


　夕菜の顔に布団をかける。彼女はむにゃむにゃ言いながら、もう一度眠りについた。


　凜はほっと胸をなで下ろす。まったく夕菜の勘の鋭さには恐るべきものがあった。


（私も寝るか……）


　しかし眠くない。本当に目が冴さえてしまったのである。


　男のことで眠れなくなるなんて一昔前の少女漫まん画がのようだが、いざ自分がそうなると笑うこともできない。弱い心を叱しつ咤たしたいところだが、そんなことをしていたらますます眠れなくなりそうであった。


（……素す振ぶりでもしよう）


　結局修しゆ行ぎように頼たよるのである。これもどうかと思うが、他に方法が思いつかない。


　これも本家で修行ばかりしていた弊へい害がいだと思いつつ、彼女は竹刀しない片手に庭へ出た。





　　　　○





　修行の成果はきちんと表れた。陽ひが昇のぼるまで竹刀を振っていたかいあって、もの凄すごく眠くなったのである。問題はそれが、登とう校こう途と中ちゆうに出てきたということだ。


　凜は何度もあくびを嚙かみ殺ころした。


「凜ちゃん、そんなに眠いの？」


　隣を歩く式しき森もり和かず樹きが言った。今け朝さは和樹、夕菜、風かぜ椿つばき玖く里り子こ、栗くり丘おか舞まい穂ほと一緒に登校であった。


「まあな」


　眠いおかげで不ふ機き嫌げんであった。


「昨夜ゆうべ寝てないの？」


「寝てない」


「どうして？　まだ試し験けんじゃないよね」


「色々あったんだ」


「不ふ眠みん症しようなら、お医者さん行ったほうがいいんじゃないかな」


　心配そうである。


　どうしてこいつは中ちゆう途と半はん端ぱに優やさしいんだと思いつつ、凜は答える。


「病気じゃない。考えごとをしてたんだ」


　誰のせいだと言いたいのをぐっと堪こらえる。


「あら、凜さん寝てないんですか」


　夕菜が首をこっちに向けた。


「そういえば、夜中に起きてましたもんね」


「ええ……まあ。覚えているんですか？」


「眠かったからよく分からないんですけど」


　彼女は思い出すように、


「なんか凜さんが、ずっとぶつぶつ言ってたような気がします。誰のことだったかしら。えーと……」


　凜は慌あわててさえぎった。


「夕菜さん、そんなことはいいです。大したことじゃないので。あれはそもそも私の夢に式……」


「誰です？」


「……なんでもないです」


　彼女は自分で自分の口を押さえた。危ないところであった。


　頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべる夕菜をことさらに気にしないようにして、「早く行きましょう」と皆みなをせかす。


「でもさ、凜の考えごとってなんなのよ」


　玖里子が話わ題だいを蒸むし返した。


「悩なやみがあるなら吐はきだしたほうがいいわよ」


「そうですよ。遠えん慮りよしないでください」


　夕菜も同調する。舞穂までが「言って言ってー」と騒さわぎ出した。


「い、いや、しかし……」


「話してください。友達じゃないですか」


　悪あく意いのない夕菜の親切な顔が目の前に迫せまる。


　凜は息が詰つまりそうになった。話すのはまずい。夕菜が本心から案あんじてくれているのは理解しているが、いざ話したら般はん若にやに化ばけるのは目に見えている。そうなったら朝っぱらから大おお騒そう動どうだ。通学路が極ごく道どうの抗こう争そう現げん場ばになる。噓をつけばいいのかもしれないが、嫌いだし、下へ手ただ。


　夕菜は葛かつ藤とうを感じたのか本気で不安そうであった。玖里子も深しん刻こくな顔である。舞穂は何故だか楽しそう。元げん凶きようの和樹にいたっては、一番心配そうにしていた。


「その……ええと……あー……」


「そんなに深い悩みなんですか？」


「いや、そうなんですが……」


　なんとかして言い訳を考えようとするが、頭が働かない。


「ええとですね、これはその……」


「はい？」


「あ……こ、個人的な悩みなんです！」


　とっさに凜は答えた。


「私個人の問題です……みなさんに言うほどのものではありません。これくらいのことで、みなさんをわずらわせたくはありませんから」


　あまり上手な言い訳とは思えなかったが、とりあえず噓は言ってない。


　夕菜が口を尖とがらせた。


「凜さん、水くさいです。そんなにわたしたちが信用できないんですか？」


「……信用してます」


「じゃあ言ってください」


　言えるわけがない。言ったら怒るだろうに。


「えーと、ですね。ですから個人的なことなんです。その……あまり人には言いたくない悩みなんです」


「そんな。わたしたちは他人なんですか？」


「そうではありません。他人ではないからこそ、余よ計けいな心配をかけたくないのです。こんな個人的なことは話せません」


　と言ったが、夕菜は納なつ得とくしていない風ふうであった。


「ああ。ま、言いたいことは分かるわよ」


　玖里子が助け船を出してくれた。


「あまり悩みすぎると、逆に話せなくなるもんね」


　凜はほっとした。


「そうです……ええ」


「だったら、年上に相談するのがいいんじゃない？」


　と玖里子。


「玖里子さんですか？」


「あたしじゃなくて、もっと上よ。カウンセラーとか」


「なるほど……」


　と言ったものの、こんな相談に乗ってくれる医者がいるかどうか疑うたがわしかった。だいたいこれは病気ではないだろう。言葉上は「わずらい」だが。


「どうする？　あたしのとこで医者紹しよう介かいしようか？」


「いえ、いいです。自分で探します」


　そうなの、と玖里子。夕菜も一応納得したようであった。


　しかしこれで、逆に誰かに相談しなくてはならなくなった。悩みは事実なので相談はいいのだが、適てき任にん者しやがいるのだろうか。


　考えているうちに学校に着いた。下げ駄た箱ばこで皆と別れる。


　やはり保健室なんだろうか。あそこの人たちは苦にが手てなのだが。


　しかし、他に妙みよう案あんはない。凜は行ってみることにした。





　休み時間になるまで待った。それから保健室へと向かう。


　ノックをしてから入る。


「おや、神城君か」


　中には紅あか尉い晴はる明あきがいた。


「怪け我がでもしたのかね」


「いえ、そうではありません。少し相談が……」


　とここまで言って、困こまった。


　さすがにこのことを男性にはうち明けられない。紅尉先生が口が軽かるい人とは思わないが、やはり言いづらい。


　さすが紅尉は敏びん感かんであった。


「紫し乃のもいるが、呼ぶかね」


「は……」


　紫乃とは紅尉の妹、紅尉紫乃のことである。女性ではあるのだが、凜がためらったのはその性格ゆえであった。


　兄に負けず劣おとらず摑つかみどころがないのだ。おまけにいたずらが大好きときている。前もただの健康ドリンクを「アンチ惚ほれ薬ぐすり」と偽いつわられたことがあった。


　紅尉は後ろを向いていた。


「紫乃、ちょっと来てくれないか……紫乃？」


　保健室の奥おく、ついたての向こう側でなにやら物もの音おとがしていた。


「なにをしているのだ」


　紫乃が顔を出した。


「ごめんなさいお兄様。機き械かいの調子が悪くて……あら、神城さん」


　紫乃はにっこりとした。


「どうなさいました？」


　凜はちらりと紅尉を見た。紫乃の兄は、気を利きかせて席を外はずしてくれた。


　保健室は二人だけとなった。


「これでいいですか？」


「はい。ありがとうございます」


「どんなご用でしょう」


「あの……」


　ここで口ごもった。さて、どういう風に話したものか。


「個人的な悩みなのですが、その、なんと申しますか……」
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　紫乃はなにも言わない。いつものようににこやかに、凜を見ていた。


　凜は少しだけ思い切った。


「し、紫乃先生は、好きになったこととか……ありますか」


「はい？」


「でっ、ですから……男の人を……その……好きになったことが……」


「あら」


　紫乃は笑った。


「珍めずらしいですわね。神城さんが恋こいのご相談なんて」


「私の恋ではありません！　私は単に、知ち識しきとして知っておきたいだけです！　たまたまそういう状じよう況きように置かれたらどうなるかということを……」


　早口で喋しやべる。自分でも頰ほおが熱くなっていることが分かった。


「そうですか。それで、神城さんはどなたを好きになられたのですか？　だいたい分かりますけれど」


「ですから私のことではありません！」


「そうでしょうか」


「そうです！　私はですね、紫乃先生に年上の女性としての助じよ言げんが欲ほしくてここにうかがったわけでして、これ以上曲きよつ解かいされるようでしたら帰らせて──」


　腕うでを振り回し、彼女なりに熱ねつ弁べんを振るうが、紫乃には通じたようには見えなかった。


「そういうことにされても構かまいませんけれど……。わたくしのことがお聞きになりたいと？」


　凜は肩かたで息をした。


「その通りです。ええ……もし経験があれば」


「ございますわよ。わたくしも女ですから」


　紫乃はゆっくりと話しはじめた。


「わたくしがあの方に出会ったのは……中ちゆう米べいを旅行しているときでした。名も知らぬ地方都市でお見かけしたのです。背が高くすらっとしていて、ひと目でときめいてしまいましたわ。それはもう、夢にまで見るくらいで」


「それです」


「はい？」


「いえ。すみません」


「それで、そこに滞たい在ざいする気はなかったのですが、どうにも忘れられなくなってしまい、その方を見るためだけにアパートまで借かりたのです。夜な夜な、その方を遠くから眺めておりました」


　夜な夜なとは変わっていると思ったが、凜はそのまま聞くことにした。


「なんとかして自分の想おもいを伝えようとしたのですが、その方は名めい士しで、わたくしは年若い小娘。身み分ぶん違ちがいもはなはだしかったのですが、ついに告白することにしました」


　凜は身を乗り出した。


「告白するときに、ためらいはなかったのですか？」


「ありませんわよ」


「しかし、失敗することを考えると……」


「そんなことばかり考えては前には進みません。わたくし、勝しよう算さんがありましたから」


「と、いうと？」


　唾つばを飲み込む凜。


「バットです」


「は？」


「野球のバットです。わたくしは意を決けつして、夜よ中なか中じゆう徘はい徊かいするその方の背はい後ごに回り込み、頭にバットを叩きつけたのです。我ながら力のこもった一いち撃げきでしたわ」


　自じ慢まんげになる紫乃。凜はぽかんとした。


「…………」


「それから動かなくなったその方をアパートまで引きずっていき、同居することにしたのです。大成功でした」


「……待ってください！」


　凜は叫んだ。


「それでは告白ではなく殺さつ人じんではないですか！」


　紫乃は平へい然ぜんとしている。


「あら、わたくし生きている方なんて言いましたかしら」


「……え？」


「夜中に徘徊していると申したでしょう？　その方はゾンビだったのです。元より死んでますから、いくら殴なぐっても死にはしません」


　凜は目を白しろ黒くろさせた。つまり、紫乃は死体に惚れていたのである。


「もう初めて会ったときはほれぼれするような死体で、どれだけ眺めていても飽あきませんでした。さすがに腐ふ敗はいが酷ひどかったので、華か燭しよくの典てんというわけにはいかなかったのですが……参さん考こうになりました？」


「なりますか！」


　彼女はわめいて立ち上がった。


「私は死者とのつきあい方を聞きたいわけではなくて……！」


「神城さんも日本刀を持ってますから、同じことはできるかと」


「そんなことには使いません！……幾いく晩ばんも、夢にまで見ているのに、なんと役に立たない……」


「おやまあ、凜さんも夢にまで見ているのですか」


　突然言われ、凜は我われに返った。


「いや……それはまあ……」


「なるほど……そうなんですか」


　紫乃はなにやら思し案あんしている風であったが、しばらくするとなにを納得したのか、一人でうなずいた。


「それはいい傾けい向こうかもしれませんわね。凜さんも素す直なおになられたらどうです」


「なにが素直ですか！　私は深しん刻こくに思っているからこそ相談をしたいと」


「夢くらい受け入れられたら？　これでおしまいというわけでもないのでしょう」


「大きなお世話です。もう相談しません」


　凜は憮ぶ然ぜんとした。せっかく話をしたのに、ゾンビなんぞでちゃかされては意味がなかった。やはりこの女性に頼たよったのが間違いだったようだ。


　しかし彼女は、夜になって紫乃の言葉を思い出す羽は目めとなる。





　　　　○





　洗せん濯たくは洗濯機がおこなうものであって、人間はスイッチを入れるだけだと思っていたのが間違っていた。どうやら洗濯にもセンスというものが必要らしい。黒こく煙えんを上げる全ぜん自じ動どう洗濯機なんてのは珍しいが、とりあえず動かしたのは凜だ。


　どうも夜になって洗濯をする気になったのがいけなかったらしい。近きん所じよ迷めい惑わくだからやめろという神の思おぼし召めしなのか、それとも機械のストライキなのか。とにかく電でん源げんを入れたら煙けむりを噴ふいて壊こわれたのである。


　夕食が駄だ目めだったから、せめて洗濯でもと思ったらこうなった。これはもう「家か事じの才能がない」などと可愛かわいいものではないのかもしれない。


　夫が顔を出し、惨さん状じようを見てちょっと笑った。そして「僕がやるからいいよ」と言ってくれた。


　凜としては、そこまで夫に甘あまえるようなことはしたくなかった。しかし、実じつ際さい問題としてできない以上は仕方がない。


　ならばせめて、別なことをしようかと考えた。


「風ふ呂ろ、洗うからな」


　夫に告つげた。それくらいならできる。幸さいわい水すい道どう管かんが破は裂れつしたことはない。


　二人で入るのだから、綺き麗れいにしなければならないだろう。





「待て、二人とはなんだ!?」


　凜は叫ぶと同時に起きあがった。外はまだ暗かった。


　また夢。しかも前回の続きであった。


　今度も家事である。洗濯に失敗していた。自分ではそこまで酷くないと思っているが、夢の中では違うらしい。


　だがそんなことはいい。その直後が気になる。いや、気になるどころではなかった。


　風呂と言っていたのだ。しかも二人で入るとか──


「だからなんで二人でなのだ！」


　我知らず怒ど鳴なっていた。どうして二人で入らなければならない。家にあるのは風呂であって温おん泉せんではないのだ。一人で入ってはいけないのか。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって他人と入にゆう浴よくすることがあるかもしれないが、それがよりにもよってあの男とは。


「わあああっ!!」


　彼女は顔を覆おおってじたばたした。


「……ちょっと、うるさいわよ、凜」


　玖里子が身体を起こす。


「こんな夜中になによ……ん？」


　彼女は目を細めていた。


「……なんて顔してんの？」


「なんでもありません！」


　怒鳴ってしまった。


「……なんで怒んのよ」


「怒ってなんかいません！　私は常に平常心です！　玖里子さんは気になさらず寝てください！」


　それから玖里子に「寝てもらわないと真しん剣けんを抜ぬきます」と警けい告こくして、強ごう引いんに寝かしつける。自分も布団に潜もぐり込んだ。


　むろん凜は、以降一いつ睡すいもできなかった。





　　　　○





　朝食の席。


「……凜さん、身体大丈夫なんですか？」


　夕菜が声をかけてくれたが、凜は返事をする気になれなかった。


　はっきり言って眠い。正確には眠いのだが眠れない。目がしょぼしょぼして頭は重く、思考も虚うつろであった。


「まだ悩なやみごと、続いているんですか？」


「……続いています」


　もはや悩みだかなんだか分からない。


「凜ちゃん、お医者さん行った？」


　諸しよ悪あくの根こん元げん和樹も心配そうに訊きく。


「医者らしき人のところに行った」


「どうだった？　ちゃんとアドバイスしてくれた？」


「してくれた。死し体たいの話とか聞いた。向こうは嬉うれしそうだった」


　ぶすっとしたまま答える凜。


「……ふーん」


　和樹は分かったような分からないような表情であった。それがまた、凜を不機嫌にさせる。


（だいたいお前が悪いんだぞ知ってるのか。苦にが手てなのに私に家事なんかさせるから……優やさしいから余よ計けいプレッシャーに……いやいや。これでは夢を肯こう定ていしているようではないか。もう出てくるな。たまにならいいが……いやたまにも駄目だ）


　箸はしを動かしながらぶつぶつ呟つぶやく凜。


　夕菜と玖里子は、顔を見合わせていた。


「凜さん……大丈夫なんでしょうか」


「まずいわね。透とう明めいな誰かと会話してるみたい」


「もっと強い人だと思ってたのに、そんな精せい神しん状じよう態たいだなんて」


「結構繊せん細さいなのよ」


　そんな会話も凜の耳には入らない。玖里子が「いざとなったら病院に連つれていかないと」と話すのもわからなかった。


　朝食はなんとか食べ終わったが、睡すい魔まは頭の中に居い座すわっている。睡すい眠みん不ぶ足そくのせいで、身体全体がだるい。二ふた晩ばん連続はこたえていた。


　凜は何度も目をこすった。夕菜が案あんじるように言う。


「凜さん、気をしっかりもってください」


「しっかりしてます。おそらく」


「一緒に保健室に行きましょうね」


「今日は……休みます……」


　手で夕菜をさえぎった。


「休むって、学校をですか？」


「このままでは倒れそうです。すみませんが、担たん任にんの先生に伝でん言ごんしてください」


　そう言うと、リビングを出て階段を上った。


　一日中寝るつもりであった。とにかくこの疲ひ労ろうを取らなければならない。


　凜の脳のうはまともに働はたらいてなかった。そのため玖里子が「今こん晩ばんは見張ってなきゃ」と言っているのも、和樹が「保健室で聞いてくる」と言っているのも聞こえていなかった。





　　　　○





　風ふ呂ろは気分をすっきりとさせる。立て続けの家か事じの失敗には落ち込んだが、熱あついお湯ゆにつかったらそんな気持ちも消えていった。


　ドライヤーで髪かみを乾かわかす。自し然ぜん乾かん燥そうのほうが好きだが、そんなことばかりも言ってられないだろう。濡ぬれ髪が触ふれれば、相手に不ふ快かい感かんを与あたえる。


　服は着た。身体を火ほ照てらせたまま、寝しん室しつへ向かう。


　布団ふとんが二人分、並べて敷しいてある。


　引っ越すときにダブルのベッドという選せん択たく肢しもあったのだが、選ばなかった。凜は布団が好きだった。ベッドは落ち着かない。


　壁のスイッチを操そう作さした。灯あかりを薄うす暗ぐらくする。他人はいざ知らず、煌こう々こうと照らすのは問題だ。はしたないし、恥はずかしい。


　布団に潜もぐり込もうとしたが、止やめて正せい座ざすることにした。気分の問題である。妻つまとしてきちんとした態たい度どでいたかった。


　ドキドキする心しん臓ぞうを押さえる。


　何日たっても緊張する。夫婦生活とはこういうものだと頭で理り解かいしても、身体がついてこない。いつもこんな調子だった。


　やはり自分はまだまだ子供なのだろうかと思う。経けい験けんのなさでは夫も同じだが、ずっと落ち着いているように見えた。


　息を吸すって深しん呼こ吸きゆう。平常心になろうと努力。夫婦なのだからおかしいことはない。ごく普通のことなのだ。リラックスリラックス。


　和室の襖ふすまが開いた。


　夫が入ってきた。
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　自分でも意味不明の大声を発し、凜は飛び上がった。枕まくら元もとの日本刀を摑つかみ、鞘さやから抜いて振り回した。


「なんだなんだ今のはー!!」


　ショックであった。いつもの続きだが、なんと夢ゆめの中でも夜。しかも例のあいつと一緒に寝ましょうというシーンである。なにしろ布団が仲良く並んでいた。


　わざわざ学校を休んで、昼間からずっと寝ていたのにこれである。まさに危き機き一いつ髪ぱつ。起きなければ、危あやうくあれなことになっていたのだ。潔けつ癖ぺき性しようの凜にとっては想そう像ぞうすらしたくない。


「どうして、どうしてこうなる!!」


　刀を握にぎりしめる手が、ぶるぶる震ふるえていた。


「こんな夢ばかり見るとは、欲よつ求きゆう不ふ満まんなのか!?　いったい私はどうなってしまったのだ!!」
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　目の前の空間を何度も斬きりつける。


　ぱっと灯りがついた。


　夕菜と玖里子と舞穂が、口を大きく開けて凜の姿を眺めていた。


「り……凜……さん」


　夕菜が絶ぜつ望ぼう的な声を発した。


「大声出して……刀を振り回して……そんな……」


「い……いや……これは……」


　凜は強く否ひ定ていしたかったが、夜中に真剣片手ではまるで説せつ得とく力りよくに欠かけていた。


「とうとうそんなになっちゃったのね」


　玖里子も哀あわれむように首を振る。


「ごめんね、あたしが強ごう引いんにでも病院に連れていくんだった」


「びょ……病院……」


「いいのよ凜、なにも言わないで」


　玖里子が呟く。夕菜も目を伏ふせており、舞穂は「凜さん壊こわれちゃったの？」と訊いていた。


「駄目よね……年上のあたしがしっかりしないと」


「違います、玖里子さんのせいじゃありません。わたしが……ちゃんと相談に乗っていれば、こんなことには」


　夕菜が両手を口に当てる。


「夕菜ちゃんだけじゃない。あたしも悪い。笑っちゃうわよね、凜の苦しみなんてなにも分からなかったのに、友達顔してたなんて」


「玖里子さん、自分を責めないでください。責任はわたしが負います」


「いいのよ。ここはあたしがなんとかするわ」


　玖里子は凜の腕を摑んだ。


「さあ凜、行きましょう」


「ちょ……ちょっと待ってください！」


　凜は叫んだ。


「私は……病人ではありません！」


「心配しないで。うちで経営してる病院だから」


「ですから病人などでは……！」


「お願い、これ以上あたしたちを苦しませないで」


「違うと言っているのです！」


　凜は焦あせってわめいたが、玖里子も夕菜も、まったく信じていないようであった。


「なにも言わないでください。強引な手しゆ段だんは使いたくないんです」


「凜の苦しみ、あたしたちも理り解かいするようにするわ」


「だから私は正常です！」


　彼女は必ひつ死しになって抵てい抗こうした。


「刀を抜いたのはただの勢いきおいで……！」


「勢いで人を傷つけられるわけにはいかないんです」


「おかしいわけではありません！」


「落ち着いて凜。医者に任まかせれば大丈夫だから」


　凜は明らかに「心が少しばかり病やんだ可か哀わい想そうな人」に見られていた。


　だからといって入院させられてはたまらない。


「本当に正常です。離はなしてください！」


「信じてください。わたしたちは友達です」


「友達がこんなことをしますか!?」


「お見舞いには必ず行くわ」


「ちょっと夢ゆめで錯さく乱らんしただけです！　錯乱は確かに変ですが……ですが、わたしはまともなんです！」


　抗こう弁べんする凜。対する夕菜と玖里子は、すっかり「わがままな子供に応対する保ほ母ぼさんモード」であった。


　そこで、ずっと見ていた舞穂が口を開いた。


「ねー凜さん、夢と言えばねー」


「なんだ早く言ってくれ、早く！」


「和樹君がね、紫乃先生に話を聞いてきたんだって」


「それがどうした！」


「紫乃先生ね、夢を操そう作さする機械を作ったんだって」


「……え？」


　凜は暴あばれるのを中止し、きょとんとした。


「なんかね、魔力を利用して人間の夢に入って、好きなシーンを見させるって言ってたけど……」


　最後まで聞いていなかった。夜中にもかかわらず、凜は家を飛び出していった。





　　　　○





「紫乃先生！」


　凜は一応朝になるまで待った。保健室の前で、紅尉兄きよう妹だいがやってくるのを見張っていたのである。夕菜と玖里子が馬ば鹿かな真ま似ねは止めさせようと（ついでに病院に連れていこうと）、ついてきて説得していたが、耳を貸かさなかった。事じ態たいの深しん刻こくさを知ったため、和樹と舞穂もいた。


　凜は頭に身体中の血けつ液えきを上らせていた。


「どういうつもりなのですか！」


「なんでしょう神城さん。どういうつもり、とは」


　紫乃は表情を崩くずさなかった。


「私の頭の中で、夢を勝かつ手てに操作したのですね!?」


「ああ、あの機械ですか。ドイツの研究所で放ほう置ちされていたのを、戯たわむれに改かい良りようしたのです。適てき当とうに操作してみたのですが、凜さんに影えい響きようしていたみたいです」


「影響させないでください！　私がどんな思いをしたと……」


「あら、どんな夢を見たのです？」


　紫乃は興きよう味み津しん々しんといった風であった。


「さすがに他人の正せい確かくな夢の内容までは分かりません。教えていただけます？」


　凜は言葉を詰つまらせた。


「う……それは……」


「どんな？」


「な……なんでもいいではありませんか！」


　鞘さやから刀を抜ぬく凜。


「おかげで私は、ずっと眠るのが怖かったのです！」


「過か激げきな夢にすることも可能ですが」


「余計なお世話です！」


　顔を真っ赤にして騒さわぎ立てた。なだめるように和樹が言う。


「危ないよ凜ちゃん、刀をしまって」


「やかましい！　誰のせいだと思っているのだ！」


　凜は和樹と正対した。


「え……僕が悪いの？」


「当たり前だ。勝手に登場してきて……どうせ私は家か事じが苦にが手てだ。料りよう理りが下へ手ただ！」


「な、なにを言ってるんだよ」


「うるさーい!!」


　大騒動になった。





　騒ぎはまるで収しゆう束そくしなかったので、紅尉がテレポートで中なか庭にわに追いやった。凜が暴れる物音は、それでも響ひびいていた。


　養護教諭は呆あきれたような口く調ちようであった。


「まったく……いくら青春とはいえ、このままでは保健室が破は壊かいされる」


「いいじゃありませんか。風椿さんが弁べん償しようしてくださいます」


　紅尉は妹に目をやった。


「紫乃、どういうつもりだ？」


「なんのことでしょう」


「機械だ。あれはただのがらくたで役に立たない。他人の夢を操作することなどまったくできん」


「さすがお兄様」


　紫乃は両手を合わせる。


「おっしゃる通り、そんな機械あるはずありません。神城さんの夢は神城さん自身の願がん望ぼうですわ。ですが悩んでいたようですから、ちょっと」


「確かにこれで神城君の悩みも解かい消しようされたかもしれんが……お前にしては珍めずらしい。どういう風の吹ふき回しだ？」


「わたくしを頼って相談事をもちかけてくれましたから。一応年上ですし、少しは力になりませんと」


　紫乃がくすりと笑う。紅尉はとくに感情を込めず、


「また神城君は、同じような夢を見るかもしれんぞ」


「そうしたら、今度は神城さん自じ身しんで解決してもらいます。いつまでも自分の気持ちを偽いつわっているようではねえ」


「バレたら宮間君たちと揉めることになるな」


「それはそれで楽しそうではありませんか」


　そう言う彼女の口調は、どこかうきうきしたものとなっていた。




　第二十一話　新聞部の野望










「スキャーンダル!!」


　新しん聞ぶん部ぶ部ぶ長ちようの鳴なる尾お来らい花かは、机をばんと叩たたいた。葵あおい学がく園えん新聞部編へん集しゆう会かい議ぎの席上は、ほんの少しだけそれまでよりも緊きん張ちようした。


「刺し激げきよ刺激、刺激が足たりないわ。このままじゃ部ぶ数すう減げんにつながるのよ分かってる!?」


　彼女は室内を、ぐるりと見み渡わたした。コの字型に着席している部員たちは、「また始まった」という顔をしていた。


　部員の一人が言った。


「でも部長、先週の部数は特に変化してません。月ベースでの伸のびも順じゆん調ちようで……」


「甘い、甘いわよ」


　来花の丸い眼鏡めがねがキラリと光る。


「このところ紙面のマンネリ化、ルーチン化が見て取れるわ。今は良くてもいずれ読者が飽あきるの。だからスキャンダルなのよ、スキャンダル！」


　彼女の台詞せりふは、部室中に響ひびき渡った。


　来花は葵学園の文化系クラブ内で、かなりのやり手として知られている。同時に、人間関係に無む用ようのひびを入らせる女として恐れられていた。


　そもそも学校内で発行される新聞といえば、月に一回掲けい示じ板ばんの隅すみに貼はられるくらいで、誰だれも読まなければ興きよう味みもないのが相そう場ばと決まっていた。葵学園の校内新聞もその例に漏もれなかったのだが、来花はここに徹てつ底てい的てきな改かい革かくをほどこしたのである。


　まず彼女は、発行ペースをそれまでの月一から週一とした。「新しん鮮せんな情報を常つねに与あたえる」ためである。そして写真の量りようを増やし、見た目を派は手でにした。当然これらは制せい作さく費ひを押し上げることになったが、部費で補おぎなえない分は宣せん伝でんで穴あな埋うめをした。高校の校内新聞としては異い例れいのことではあるが、広告を取ったのである。近所の商店街やデパートのバイト募ぼ集しゆう、果てはテレクラの宣伝までが新聞に載のることになった。


　だがなんといっても学校中を驚おどろかせたのは、がらりと変わった内容である。それまでの無む味み乾かん燥そうな連れん絡らく事じ項こうや行ぎよう事じ予よ定ていは消え失うせ、扇せん情じよう的てきなスキャンダルが紙面に躍おどったのだ。


　来花は「人間が一番興味があるのは人間だ」と確かく信しんしていた。そして「一番知られたくないことを載せる」ことを方ほう針しんとした。部内からは抗こう議ぎの声が上がったが、二年Ｂ組生徒らしいアグレッシブな手しゆ腕わんで反はん対たい意い見けんを封ふうじた。


　かくして校内新聞には、どぎつい見出しやコピーと共に、「○○先生の不ふ倫りん発はつ覚かく!?」や「二年生××子の初しよ体たい験けんの相手は!?」などといった記事が乱らん舞ぶした。記事はあとからあとから掲けい載さいされ、しかも情報提てい供きよう者しやには謝しや礼れいを提供した。膨ぼう大だいな広告費がそれを可能にした。


　記事には憶おく測そくや噓うそも多い。だが彼女は「目立てばよし」として全すべてを載せた。当然この手法は学校側と生徒会の反はん感かんを買ったが、来花は本当のスキャンダルも握にぎっているため、強く出られることはなかった。かくして狙ねらい通り、部数は飛ひ躍やく的に伸び、新聞部は「もっともアツいクラブ」としてその名を轟とどろかせた。


　これらは全て来花の功こう績せきだった。ここで手を抜ぬくとそれらがパーになる。彼女としては、それだけは避さけたいのである。


「紙面にスキャンダルが必要なのよ、分かる？」


　来花は今までの主張を繰り返した。


「スキャンダルがなければ探す。探してもなければ作る。これしかない！」


「またでっち上げですか？」


　男子部員が言う。


「でっち上げは重じゆう要ようよ。読者が求めるものは無むから生み出される。フィクションとノンフィクションの違ちがいは必要ないわ」


　部員の発言を肯こう定ていしつつ、来花は続けた。


「でもそのやり方も限げん界かいに来てる。読者は同じようなデマに躍おどらされるのに飽きてきてるわけ。おまけに校内の良りよう識しき派はとかいうつまんない連中が、第二新聞部を作ろうと画かく策さくまでしてるのよ。我われ々われはここで、どっちがイエロージャーナリズムとして正しいか明らかにしなきゃならないの」


「そのイエロージャーナリズム路ろ線せんがまずいんじゃ……」


「まずくない！　人間が求めるのは色いろと欲よくと金よ。この三つを押さえないと、売れるもんも売れなくなるの！」


　ばんばん机を叩く。彼女の熱ねつ意いに当てられたように、部員たちはうなずいた。


「そこで新しい記事よ。なにか持ちネタがある人は？」


　隅すみから手が上がった。


「好評だった『教きよう師しの実じつ態たいシリーズ』の続ぞく編へんはどうでしょう」


「しばらくは駄目。本文に出てくる『学園関係者』が実じつ在ざいしないことがバレたみたい」


「『葵学園恐きよう怖ふ史し』ならストックがありますが」


「本物の幽ゆう霊れいさんたちが引ひっ越こしちゃったからねえ」


「生徒会の権けん力りよく闘とう争そうを描えがいた記事は……」


「知ってるでしょ。載せようとしたら、風椿先せん輩ぱいから多た額がくの寄き付ふをいただいたわ。あれで豪ごう遊ゆうできたんだから、なしなし」


　全員「うーむ」とうなって腕を組んだ。


　しばらくしてから、来花が呟つぶやいた。


「ここはやっぱり美少女路線ね」


　部員の間から「え？」という声が上がる。


「権力闘争を描いたスキャンダルは面白いけど、殺さつ伐ばつしすぎることがあるわ。女の子に密みつ着ちやくすれば、神しん経けいは休まるし読者の目も引くというわけ」


「誰を使いましょう？」


「前に『校内美少女アンケート』って取らなかった？」


「おおっぴらにやると学校側がうるさいんで、アイドル研けんに任せっきりにしてます」


「あー、じゃあわたしが持ってる」


　来花は自分の机の引き出しを開けた。彼女は非ひ合ごう法ほう部ぶ活かつアイドル研究会にも所しよ属ぞくをしている。


　分ぶ厚あつい冊さつ子しを取りだし、何ページかめくると、隣に渡して回かい覧らんさせた。


　全員が目を通したのを確認してから言う。


「結構数が多いのよね」


「可愛かわいい娘こが多いって言いますから」


「でも紙面トップを飾かざれるのはそんなにいない。狙ねらいは清せい純じゆん派はね。『えっ、こんな美少女が』ってのがいいのよ。純じゆん情じようと可か憐れんさをそなえ、成せい績せきも人当たりもいい女の子が、誰かとドロドロなことになったりすると最高。つまり」


　来花は手元に戻ってきた冊子を開き、高く掲かかげた。


「彼女よ」


　部員たちはそこの写真を見て、うなずくと同時に押し黙った。


　恐る恐るといった感じで、男子部員が言う。


「いいんですかその人で？」


「当然よ。このところ連続で清純派部門一位を獲かく得とくしてるわ」


「えーとでも、風の噂うわさでは武ぶ闘とう派はに鞍くら替がえしたとも……」


「だからどうしたっていうの。暴力ごときに屈しては、新聞部の名がすたるわ」


「部長と同じ二年Ｂ組じゃあ」


「それが？　いいこと教えてあげる。Ｂウ組チに数あるモットーの中でも代表的なのはね」


　来花は立ち上がった。移い動どう式しきの黒こく板ばんに冊子を貼はりつける。


「まず友情から売れ、よ」





　　　　○





　宮みや間ま夕ゆう菜なが、いつもの四人と登とう校こうしてくるころには、騒ぎはすっかり大きくなっていた。それは、校内新聞が増ぞう刷さつされて、「騒ぎになりやすいよう」大たい量りように配くばられた結果であった。


　彼女は受け取らなかったが、一緒にいた式しき森もり和かず樹きが一部受け取った。


　彼は一いち面めんに目を通し、その場で跳とび上がった。


「どうしたんです、和樹さん」


「夕菜……こ、これ」


　校内新聞の一面トップを示す。


　そこには夕菜のアップ写真と共に、「宮間夕菜、同級生との熱ねつ愛あい発はつ覚かく！」の特とく大だい文字が躍おどっていた。


「なんですかこれ」


「僕と夕菜のことが書いてあるんだ。問題だよ」


「そんなに酷ひどいんですか」


「読むよ。あのね」


　和樹は本文の一部を読み上げた。


「……二年生清純派アイドル宮間夕菜さんの熱愛の相手が、新聞部の調ちよう査さで判はん明めいした。お相手は同級生のＳさん。宮間さんはＳさんと同どう棲せいしているとの噂もあり……なんてことが書いてあるんだ」


「うわ、なんか扇せん情じよう的てき」


　風椿玖く里り子こが言った。


「新聞部ってあんたのとこの鳴尾ちゃんが部長やってんでしょ」


「こんなことが得意なんですよ。前からそうです」


「ジャーナリストとして不ふ届とどきな思し考こうだな」


　そう言ったのは神かみ城しろ凜りんである。


「正せい確かく性せい、速そく報ほう性、いずれも欠かける。だいたい内容が不ふ埒らちだ。けしからん」


　玖里子も首しゆ肯こうする。


「そうよね、あたしのことがどこにも載ってないわ」


「まったく……いや、そうではなく」


　凜が急いで訂てい正せいした。


「玖里子さんまでワイドショー的な発想にならないでください」


「どうせならあたしも書いてくれれば話題になるのに……凜も載りたいでしょ」


「それはそう……ではなくてですね」


　凜は付け加える。


「そういう目立ちたがりな意見が紙面を駄目にするのです」


「えー、でも舞まい穂ほも載せてほしいー」


　栗くり丘おか舞穂が、背伸びしながら言う。


「子供は載らなくていい」


「むー、凜さんはいつも舞穂を子供扱いするー」


「少なくとも大人ではない」


「舞穂のほうが、凜さんよりも××なことたくさん知ってるよお」


「どうしてそういう単語ばかり出てくる！」


　赤せき面めんして怒る凜。玖里子は二人をなだめようとし、和樹はとばっちりを受けないように少し離れていた。


　そんな中、夕菜は一人、新聞を、じっくり読んでいた。


「この記事は酷ひどいですね」


　少し怒ったような顔になる。和樹も同意した。


「そうだよね。これじゃまるで僕と夕菜が」


　彼女は深くうなずく。


「わたしと和樹さんが、夫ふう婦ふじゃないって言ってるみたいです」


「……え？」


「だって和樹さんの名前、伏ふせ字じじゃないですか。これじゃわたしたちが隠かくれてつきあってるみたい」


　和樹は夕菜の反応に戸と惑まどいつつ、


「……えーっと、僕たちはその……」


「どうせ書くんだったら、もっとちゃんとして欲しいです」


　彼女は頰を膨ふくらませていた。


「悪いことしてるんじゃないんですから」


「……それはそうかもしれないけど、悪いことじゃないんけどね」


「隠す必要ありません」


「だ、だけど校内新聞でやられちゃうと、僕と夕菜の関係が学校中にバレるじゃないか」


「いいじゃないですか」


「え……えーと」


　戸惑う和樹。彼はしばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、はっと気づいた。


「そ、そうだ。Ｂ組だよ。ウチのクラス。こんなニュースになったらあいつら黙だまってないって。ただでさえひがみっぽいんだから、もうなにされるか。『女に縁えんのある奴はムカつく』とか言い出しそうで」


　和樹は気が重くなったか、両手で頭を抱えていた。


　夕菜は夕菜で、まだ記事に腹はらを立てていた。彼女にしてみれば、Ｂ組世せ論ろんよりも記事の不正確さのほうが重要だ。


「新聞部って、部長は鳴尾さんですよね。抗こう議ぎしなくちゃ。もっと正確に書いてくださいって」


「夕菜……」


「はい？」


「先、行ってて」


「遅ち刻こくしちゃいますよ」


「クラスに行きたくない」


　和樹はそう言うと、回れ右をして校舎を抜ぬけ出した。





　夕菜は玖里子、凜と別れ、二年Ｂ組の教室に入ろうとしたが、直前で思い直した。舞穂に「先に入っててください」と告つげる。教室内では「式森はどうした」「見つけたら串くし刺ざしだ」との声がしていた。


　部ぶ室しつ棟とうの新聞部へと向かう。こちらもそろそろホームルームだというのに、廊ろう下かまで聞こえるくらいの喧けん噪そうに包つつまれていた。中では部員たちが嬉うれしそうに、書類や手て紙がみの山と格かく闘とうをしている。


　夕菜は奥にいた来花を捕つかまえた。


「鳴尾さん、この記事なんですけど」


「あら夕菜」


　部長の来花は、この部屋で一番嬉しそうな顔をしていた。


「見てよこの反はん響きようの手紙。夕菜の記事のおかげで、最大部数を更こう新しんしたのよ。次の発行はいつなんだって問い合わせも殺さつ到とうしてるし。写しや真しん勝かつ手てに使っちゃったけど、ごめんね」


「それはいいんですけど──」


　彼女は新聞の一面を指さした。


「ここ、次からはきちんと書いてください」


「え？　どこ？」


「ここです。『Ｓさん』のところです。こんなアルファベットじゃなくて、ちゃんと式森和樹さんってしてください」


「なんで」


「はっきりして欲しいんです。犯はん罪ざい者しやみたいじゃないですか」


「一応プライバシーって建たて前まえがあんのよ」


「わたしの名前は実じつ名めいなんですから」


「うー」


　来花はうなった。


「こういうのは匿とく名めいだからいいの。『Ｓさんは誰ですか』って問い合わせが一番多いんだから。ここで何号かじらしておいてから発表すれば、もっと部数が伸のびることは確実……」


「駄目です。すぐに書いてください」


「それに式森君の名前を公表するのもムカつくし。たまたま夕菜と式森君の仲がちょっといいだけで、つきあってるなんてそんなの天が認みとめたってＢ組が認めるわけ……」


「書・い・て・く・だ・さ・い」


　夕菜は来花にギリギリまで顔を近づけ、嚙かんで含ふくめるように言った。新聞部部長は迫はく力りよくに押されたか、コクコクとうなずいていた。


　夕菜は満足げに、


「分かっていただいて嬉しいです。じゃ、お願いしますね」


　彼女は念を押すと、新聞部部室から教室へと向かった。





　夕菜がいなくなると、来花の机の周りには新聞部部員たちが集まってきた。


「部長、今の宮間さんですよね。圧あつ力りよくに従したがうんですか？」


「次の記事、半分以上できてますけど……」


　来花は渋しぶい顔をした。


「これくらいで潰つぶすわけないでしょ。報ほう道どうの自由とかいう以前に、部数増ぞう加かと広こう告こく費ひ増ぞう大だいがかかってんだから」
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「でも、あの様よう子すじゃまた言ってきそうですよ」


「うー、少しは夕菜の要求も取り入れないとまずいのかな……」


　手に持ったボールペンをくるくる回す来花。


　と、部員の一人が言った。


「部長！　お客さんです」


「客？　また夕菜？」


「いえ、風椿先輩なんですけど……」


　見ると、部室の入り口に玖里子が立っていた。手には校内新聞を持っていた。





　　　　○





　珍しいことに、校内新聞は早くも次の号を発行していた。同じ週に何度も刷すられるのは、初めてのことであった。


　その日の夕菜は、新聞を受け取らずに教室へ向かった。急いで見ることもないと思ったためである。


　教室のドアを開ける。


「おはようございます」


　と言ったが返事がない。内部は不ふ穏おんな空気に包つつまれていた。


　怪け訝げんに思った夕菜だが、中を見て驚おどろいた。


「……えっ、どうしたんですか!?」


　教室の中央に十字の形をした台が据すえられており、そこに和樹が貼はりつけられているのである。周囲には竹たけ槍やりを握にぎりしめたクラスメートたちが、物ぶつ騒そうな目つきで和樹を睨にらんでいた。


「夕菜……」


　和樹の弱々しい声がした。


「和樹さん……。なんてことをするんですかみなさん！」


　クラスメートに叫ぶ夕菜。


「見ての通り、磔はりつけよ」


　クラスメートの一人、松まつ田だ和かず美みが言う。


「これからクラスの総そう意いとして恨うらみの一いち撃げきを浴あびせるとこなの」


「そんなことしないでください！　どうしてこんなひどいことを──」


　すると同じくクラスメートの仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこが進み出た。


「夕菜ちゃん、これ読んでない？」


　校内新聞を差し出す。


　夕菜は急いで目を通した。


「…………」


「まあ簡かん単たんに言ってもてる男はムカつくってことなんだ。女に縁のある奴は殺さつ人じん鬼きと同じで極きよつ刑けいに処しよすべきで……」


　夕菜は最後まで聞かず、和樹を置き去りにし、全力で駆かけだした。





「鳴尾さん！」


　夕菜は新聞部部室に飛び込むと、机でなにやら作業をしていた来花に詰つめ寄よった。


「なんですかこれ！」


　新聞を振りかざす。


「なんですかって、ウチが作った新聞」


「内容です！　いいですか」


　夕菜は一面記事を読み始めた。


「……さきほど本紙が報ほうじた二年生清せい純じゆん風ふう武ぶ闘とう派はアイドル宮間夕菜さんの熱愛相手Ｓさんだが、このたび別の交際相手がいることが発覚した。新しい相手は三年生のスーパーアイドル風椿玖里子さん。Ｓさんは以前から風椿さんと交際を続けており、宮間さんとの関係は気の迷まよいだった模様。宮間さんは本紙の取材に対し『風椿さんにわたしはかないません。二人には幸せになって欲しいです』と語っており……これなんなんです!?　なんか風椿さんの告こく白はく原げん稿こうによるとかありますよ!!」


　バン、と机に手をついた。


　来花は跳とびはねる鉛えん筆ぴつや消しゴムを押さえながら、


「これも反響凄すごいわよ。『宮間さんはふられたんですか!?』とか『もしかして風椿さんは純じゆん愛あいですか』とかそりゃもう」


「そうじゃなくてですね、これ噓うそじゃないですか!!」


　目を吊つり上げて叫さけぶ。


「清純風武闘派とかになってますし、Ｓさんは仮名のままだし、いつの間にか玖里子さんとつきあってたことになってるし、それにわたしはこんなこと言ってません！」


「そこはスポーツ新聞の手法よ。読者の上をいくものを提てい供きようするわけ」


「わたしがお願いしたことはどうなったんですか！」


「あのあと風椿さんが来たの。そこでじっくり話しあって、お互たがいの利り益えきになるにはどんな記事がいいかと検けん討とうしたらこうなったと」


「なんですか検討って」


「ま、色々と」


　来花はさりげなく、数えていた札さつ束たばを机の中にしまった。


「……とにかく！」


　夕菜は言った。


「この記事は訂正してください。こんな事実はありません」


「だから事実はどうかなんて問題じゃないのよ。センセーションが重要なんだから」


「訂正!!」


　夕菜は嚙かみつかんばかりに近寄った。遠くから見ると、本当に嚙みついているようであった。


「……分かったわよ」


　来花は不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで言った。


　夕菜は彼女から離れた。


「結構です。こんどはちゃんとしてくださいね」


　そう告げると、今度は和樹を救すくうべく、足音も荒く新聞部から出ていった。





　やはり今度も部員たちは、来花を取り囲んだ。


「部長、また圧力ですか」


「今度は記事、取りやめますか？」


　来花もまた、同じように渋しぶい顔をする。


「やめないわよ。このシリーズは美お味いしいわ」


　男子部員が言う。


「でも宮間さんの剣けん幕まくはかなりきてましたけど」


「そうだけど、風椿さんのこれがねえ」


　机を開け、札を見せる。


「しばらく宴えん会かいを続けられるわよ」


「そりゃいいんですけど、また風椿先輩がくれるとも限りませんから」


「そこが問題……」


　不意に来花は黙った。誰かが部室の扉とびらを叩いていた。


「どうぞ。開いてるから」


　扉が開かれた。


　入ってきたのは凜であった。





　　　　○





　校内新聞はまた新しい号が出された。立て続けの発行に、驚く生徒たちが多かった。


　夕菜はそれに気づかず登校していた。このことを教えられたのは、二年Ｂ組に入ってからであった。


　そのＢ組教室内は、もうもうとした煙けむりが充じゆう満まんしていた。


「きゃっ……なんです、これ」


　彼女は手で口を覆おおい、中を眺ながめる。


　中央では教室内にもかかわらず竃かまどが据すえられ、薪まきが大量にくべられていた。その上に巨大な釜かまが置かれていて、熱ねつ湯とうが煮にえたぎっている。


　天てん井じようからは和樹が逆さかさ吊づりになっており、湯に放り込まれようとしていた。


「うわーっ、夕菜！」


「か、和樹さん！　どうしたんですか!?」


「いきなり仲丸や松田さんに捕まって……」


　その二人はしきりとクラスメートを鼓こ舞ぶし、指さし図ずをしていた。


「松田さん！　またこんなことして……」


　和美は無言で校内新聞を突き出す。


　夕菜は目の前に突きつけられた文章を読んだ。


「……もう！」


　そしてまた和樹を放置すると、新聞部へと走った。





　新聞部部室には内側から鍵かぎがかけられていたが、夕菜は「入れないと壊こわします！」と叫さけんで開けさせた。


　奥に隠れようとした来花を捕まえる。


「鳴尾さん！　あれだけ言ったのに、これはなんなんです!?」


「……普通の記事だって」


「普通なものですか！」


　夕菜は読み上げた。


「……本紙の調査によると、清純風過か激げき派はアイドル宮間夕菜さんと深い関係があると思われていたＳさんの交際相手は、風椿玖里子さんではなく一年生の神＊＊さん。神＊さんは新聞部の取材に対してノーコメントとしているが、神＊さんと親したしい宮間さんは『＊さんならお似に合あいだと思います。年下の方が気き兼がねなく接せつすることができますから。お料理が苦にが手てなのも愛あい嬌きようです』って、また噓記事ですか!!」


　夕菜の剣けん幕まくに、来花は手で制しながら言った。


「これはこれで、やっぱり反響あったわよ。やっぱりこの一年生は誰かってことが一番多い問い合わせで、次が『宮間さんはふられるのが得とく意いなんですか？』っていう哀あわれみみたいな質問だったかな」


「なんでそんな変な同情が……とにかく、これも全然事実と違うじゃないですか！　それに今度は清純風過激派になってます」


「大衆の欲するもの、すなわちエンターテインメント性に富んだ事実よ。人は自分が信じたいものだけを信じるの」


「これも『神＊＊さんの告白原稿による』ってありますけど、この神なんとかさんって、凜さんですよね!?」


「情じよう報ほう源げんに関しては答えられないわ」


「そんなときだけ、ジャーナリストみたいなことを言う！」


　夕菜は今にも火を噴ふきそうな勢いであった。


「どうしたらこんな文章が書けるんですか」


「そこはあたしの才能ってやつ」


「……そんなこと言って、本当は脅おどされたとかじゃないんですか」


「日本刀って、間ま近ぢかで見ると怖いのよね」


　来花は恐ろしげに肩をすくめた。


「豆とう腐ふも美味しかったし」


「あのですね、そうやって玖里子さんや凜さんの意見ばっかり聞いて、どうしてわたしはないがしろにするんですか」


「してないわよ。なんていうか、優先順位の差で、そりゃ金や刀が上にいくのは当たり前だと思わない？」


「思いません！　だったら次はわたしにしてください！」


「えー……」


「わたしの番です!!」


　夕菜は来花の両肩を摑つかんだ。前後に激しく揺ゆさぶる。


「わたしですわたしですわたしです!!」


「分かった分かった、分かったわよ」


　来花は目を回しながら返事をする。


「夕菜の言うとおりの記事にするから。匿とく名めいを止めて、普通に書けばいいのね」


「そうです。大げさなことはしないで、事実だけにしてください」


　夕菜は手を離した。念のため、来花をじっと眺める。


　新聞部部長は、神しん妙みようにしているように見えた。


「……次こそわたしと和樹さんをきちんと記事にしてください。お願いしましたから」


　それから夕菜は、「あ、和樹さんを助けなきゃ」と呟いて、出ていった。





　来花はふらふらする頭をなだめようと、ミネラルウォーターを一気飲みした。


　また部員たちがやってくる。ただし今度は遠巻きにしていた。


「……どうしましょう」


「どうもこうも、まだ引っ張れるでしょ、このネタ」


　あれだけのことがあっても、来花はまるで諦あきらめていない。見上げたイエロージャーナリスト根こん性じようであった。


「このままだと校内新聞どころか、町内のタウン誌しを部数で上回るわよ。他の学校でも読まれてるんだから」


「でも、あんまり同じようなことばかり続けると、それこそ飽あきられますよ」


「む。やはり刺し激げきが必要か……」


　その時、誰かが扉をノックした。


「またお客さん？」


　部員の一人が開ける。


「……部長」


「今度は誰よ」


「小学生みたいな……いや、部長のクラスだと思います」


　来花は首を伸ばした。


　舞穂が手を振っていた。
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　　　　○





　間かん髪はつ入れず、新聞部は次の校内新聞を発行した。ほとんど日につ刊かんであった。


　その日はどういう訳か、夕菜に誰も新聞を渡そうとしなかった。おかげで彼女はまったく内容を知らず、自分のクラスに行った。


　教室は騒さわがしくなかった。その代わり、なんとも言えない殺さつ気きが充じゆう満まんしており、まるでギャングの集会であった。


「な……なんですか、これは……」


　夕菜はそう言って絶ぜつ句くした。


　例によって教室中央には木の櫓やぐらが組まれ、しかも火がつけられている。上には白しら木きの棺かん桶おけが載のせられていた。


　その中からは、弱々しい悲鳴が上がっていた。


「わー、熱あつーい……死んじゃう……」


「……和樹さん！」


　夕菜は仰ぎよう天てんした。慌ててクラスメートを見回す。


「待ってください待ってください、なんですこれ!?」


「……式森は生まれ変わるんだ」


　仲丸が呟く。


「式森の肉体は浄じよう化かし、精神は高こう潔けつなものに生まれ変わる。そのための儀ぎ式しきなんだ」


「これじゃ火か葬そうじゃないですか！」


「腹はら立つからもう一度幽ゆう霊れいになってもらう」


　夕菜は急いで和樹を助けようとして、ふと床ゆかに目をやった。


　校内新聞が落ちていた。


「……うがー！」


　蛮ばん声せいを発すると、彼女は教室を飛び出した。





　新聞部の部室には、「関係者以外立ち入りを禁ず。つーか邪じや魔ま」という張り紙がしてあった。夕菜はそれを、扉ごと蹴け破やぶった。


「鳴尾さん!!」


　部員たちが一斉に机の下に隠れる。中にはヘルメットをかぶっている者もいた。


「わたしは地じ震しんですか！　鳴尾さんはどこです!?」


　奥から恐る恐る、眼鏡めがねの女の子が立ち上がった。


「な、なに、夕菜」


「なにじゃないです。あれだけ言ったのに！」


　夕菜は指を突つきつけた。


「また変な記事になってる！」


「そうかなあ……」


「そうです！　違うとは言わせません！」


　彼女は手近にあった新聞を取り上げた。


「……本紙で特集を続けた清純風××派アイドル宮間夕菜さんと深い関係にあったＳさんだが、また新しい交際相手が見つかった。今度は同じクラスの栗丘舞穂ちゃんと見られ、すでに二人はラブホテルに××××（検けん閲えつ削さく除じよ）で、××××（検閲削除）となった。純じゆん潔けつを捧ささげそこなった宮間夕菜さんは『くやしいけど仕方ありません。こんなことならわたしも××××（検閲削除）』……って、伏せ字ばっかりじゃないですか!!」


「さすがにまずいとあたしも思ったの」


　来花は首を振った。


「でも大反響。無む修しゆう正せい版ばんをよこせって読者が押し寄せて、大変な騒ぎだったわ」


「舞穂ちゃんに書かせたりするからです！」


　夕菜は何度も机を叩いた。


「だいたい、なんで『栗丘さんの十五歳以上推すい奨しよう赤せき裸ら々ら告白原稿による』なんてなってるんです。わたしのは!?」


「あの娘こ、意外とお金持ってんの」


　そう言う来花のポケットは、札と小こ銭ぜにでいびつな形に膨ふくれていた。


「当分広告も必要ないかも」


「そんなことより、わたしの話はどうなっているんですか！」


「えーとね、もうしばらく引っ張ってから出すつもり」


「いつですか」


「読者が飽きたら。オチに使う」


「どんな話です！」


　夕菜は手しゆ刀とうを叩きつけた。鈍にぶい音がして、机にひびが入る。


「わたしはコントのオチなんですか!?　今度こそちゃんとしてください！」


「ただで？」


「わたしの魔ま法ほうは高いですよ？」


　夕菜の右腕がゆっくりと輝く。粒状の精霊たちが、忙しく飛び回っていた。


「……分かった」


　来花はあっさり両手を上げた。


「降こう伏ふく。乱らん暴ぼうしないで」


「ちゃんと書きますか」


「書く、書く」


「本当に？」


「本当」


　来花は何度もうなずいた。


　満足した夕菜は精霊を引っ込めた。そして「本当に頼みますから」と告げてから、部室を出た。





　夕菜がいなくなっても、部員たちは来花の許もとに近寄らなかった。


　いまさら「どうしましょう」とも訊かない。誰もが次の記事はどうするべきか、知っていたのだ。


　来花はため息をつくと、パソコンのワープロソフトを起き動どうさせた。夕菜に言われたことを反はん芻すうしつつ原稿にとりかかる。


　突然、部室のドアが開いた。


　入ってきたのは、黒くろ焦こげになった制服を着た二年男子であった。


「式森君……？　なにその格好」


「火あぶりの刑けいから脱出したんだ。それでさ、鳴尾さん」


　和樹はポケットから、しわくちゃになった紙かみ束たばを取りだした。





　　　　○





　夕菜は期き待たい感かんを抱いだきつつ登校した。案あんの定じよう、校内新聞は発行されていて、大きく「号外」とうたれていた。


　彼女は新聞を受け取ると、ゆっくり読み始めた。


「……？」


　顔を上げ、しばらく考え、もう一度読む。


　見る見る表情が変わっていく。


「……これはなんですかー!!」


　地面を蹴ると、ソニックブームを残しつつ突っ走る。


　信じがたい速度で下げ駄た箱ばこを駆かけ抜ぬけると、次の瞬間には教室の前にたどり着いていた。


　引き千切るように扉を開ける。


「なんなんですこれー!!」


　中に入る。教室は薄暗く、黒くろ装しよう束ぞくをまとったＢ組生徒たちが手に蠟ろう燭そくを持って中央部を取り囲んでいた。


　異い様ような光景だったが、夕菜はまったく気にせず叫さけんだ。


「和樹さん、和樹さんはどこです!?」


　和美が振り向く。


「式森君ならそこよ」


　机は全てどかされており、物置きあたりから持ってきた大きな台が一つだけ置かれていた。


　和樹はそこに縛しばられ、寝ねかされていた。そしてすぐ隣にアームつきの機き械かいが据えられ、アームの先せん端たんでは直径一メートルはある円形状のノコギリが、今まさに胴どう体たいを真っぷたつにせんと回転していた。


「たっ、助けて夕菜！」


「和樹さん、訊きたいことがあります。この記事なんですけど」


　夕菜は和樹の哀あい願がんを無視して読み上げる。


「……宮間夕菜さんとの関係が取りざたされたＳさんだが、実はこのたび同じクラスの式森和樹さんであることが判明した。ただし式森さんは本紙の取材に際し、『宮間さんとの関係は全て誤ご解かい。なにもなかった。だけど風椿さんや神城さんや栗丘さんとはいつでも関係を持つ用意はある。他にも彼氏がいなくて寂さびしい女の子は、いつでも僕のところへ……』なんでこんなことを!!」


「それ僕じゃないって！」


「式森和樹さんの告白原稿によるってなってます！」


「確かに鳴尾さんに原稿渡したけど、でも……」


「やーっぱり！　そういう人だったんですね！」


　夕菜は機械に飛びつくとダイアルをひねった。


　ノコギリの回かい転てん数すうが上がった。


「ぎゃーっ、ちょっと待ったー!!」


「浮気者に死をー!!」
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　夕菜の絶ぜつ叫きようは教室中に轟とどろいた。





　惨さん劇げきの模も様ようは、新聞部部室には届かなかった。


　連日の原稿書きで来花は疲れ切り、部員に「当分号外は禁止」と通告した。部員たちも一いち様ようにほっとした表情を見せた。


「休みは僕たちも歓かん迎げいです。けど」


　来花は男子部員に疲ひ労ろうで虚うつろになった瞳ひとみを向けた。


「けど、なによ」


「宮間さんの記事、あれでよかったんですか？」


「いいの。どうせ夕菜に従って仮か名めいを止やめるなら、あれくらいにしたほうがいいわ」


「そうじゃなくて、式森さんから原稿使ってくれって来ましたよね」


「ああ、これ」


　彼女は折り畳たたまれた原稿用紙をかざした。


「本当はなんて書いてあったんですか」


「読んでない」


「読んでないんですか？　なんでまた……」


「……ま、式森君の本心が書いてあるかもしれないんだけど……」


　来花は手の中でもてあそび、


「二年Ｂ組じゃね、もてる奴は犯はん罪ざい者しやなの」


　そう言うと、和樹の原稿をゴミ箱ばこに捨すてた。




　番外編一　ミラー・ドリーム










　静せい修しゆう学がく園えん二年生、山やま瀬せ千ち早はやが部屋の掃そう除じをしようと思い立ったのは朝起きてからで、実じつ際さいにやり始めたのは朝食を終えてからだった。今日は日にち曜ようで、幸さいわいどこにも行く予定はない。確か近所の神社の縁えん日にちだったが、一人でいくのもどうかと思えた。それにいつもは自分と外出したがる妹の神かみ代よは、同級生と遊びに出かけていた。なので有ゆう意い義ぎな過ごし方は清せい掃そうとなった。


　部屋の隅すみや家具の裏うらには埃ほこりが溜たまりやすい。ごちゃごちゃするのが好きではないので、あまり物は置いていないつもりだったが、やはり掃そう除じ機きの世話になった。


　ベッドの下やクローゼットの中を拭ふいているうちに時間は過ぎ、いつの間にか昼になった。休日の朝から腕うでまくりをして、ひたすら掃除にはげんでいる高校生はどうなのだろうという気もしたが、とりあえずやっていることは変ではない。汚きたなくなるよりよっぽどましだと思うようにした。


　半分ほど片づけ、机つくえに移る。


　汚よごれがちな裏側に掃除機のノズルを突っ込み、あとは雑ぞう巾きんで拭ふく。埃が舞い上がって軽くむせた。片手で口を塞ふさぎながら、机の上を整せい理りする。


　げほげほやっていたせいか、正面に置いてあるフォトフレームを倒しそうになった。


　慌あわてて支える。そのまま、なんとなくであったが、中の写真に目をやった。


　しばらく無言で眺ながめていた。


　ゆっくりと手を離し、掃除を再開する。


　あまり考えないようにしたので、間もなく終わった。


　階下に掃除機を戻しに行った。母親に掃除が終わったことを告げると、昼食だと言われる。


　妹だけではなく父親も出かけていたので、二人だけのお昼ご飯となった。


　食事が終わると、母親あてに電話がかかってきた。聞けば会社からだという。緊きん急きゆうの事じ態たいらしく、母親は慌てて車で出ていった。


　おかげで千早は一人取り残されてしまった。仕方がないので洗い物をし、自分の部屋へ帰る。


　観たいテレビもなく、読みたい本もないので、ベッドに寝ねっ転ころがった。


　なにもすることがない。宿題はないしテストもまだ先だ。勉強がらみはなくてもいいが、おかげで暇ひまで仕方がない。石いし川かわ映えい子こと長電話でもしようと思ったが、こんなときに限って留る守す電でんだった。


　携けい帯たい電でん話わを机に置こうとして、またフォトフレームを見た。


　掃除の時よりも長く眺め、再びベッドに横になる。


　ため息をついた。


　気にしないようにしているつもりだった。良くない癖くせだと思っている。だが、どうしても目をやってしまう。


　フォトフレームの写真には、同級生の少年が写っていた。そして自分。引っ越す前、まだ葵あおい学がく園えんにいたころの写真だ。


　このころは楽しかったと思う。良い友人と環かん境きように恵めぐまれて、毎日が充じゆう実じつしていた。勉強も部活動も、寮りよう生活さえ刺し激げき的てきだ。今が良くないと言うつもりはないけれど、そう感じてしまう。思い出は美び化かされるものらしい。


　彼のことも思い出にすべきだとは思っている。


　式しき森もり和かず樹きという名前を忘れる必要はないが、しがみつく必要もない。彼と長く話していたのは、文化祭のときだけだ。もちろんずっと想おもっていたが、親しかったのはあの時だけ。だから記き憶おくにはそれほど残らなくてもいいはずなのだ。そもそも今はずっと遠くにいる。深く悩むことなんてないはず。それでも未み練れんがましく写真を見てしまうのは、本気で好きになった故ゆえか。


　ベッドの上を転がった。このところずっと、同じことばかり考えている。それも全て彼のことだ。プレゼントを渡わたし損そこねてからというもの、思し考こうがループしていた。


　褒ほめられたことではない。神代にも「お姉ちゃん、前と変わっちゃった」と言われた。自分では変わったつもりはないのだが、そう感じるようだ。彼女は直ちよく情じよう的でやたらと前ばかり見たがるタイプだから、余よ計けいにそう思うのだろう。


　神代の言葉は自分を気づかってのものだと分かっているから、あまり反はん論ろんするつもりはない。妹はそんなところがまた引っかかるようで、近ごろは「気分転てん換かんしなきゃ駄目だよ」と言ってくる。二人でどこかに遊びに行く計画を立てているらしい。


（気分転換か……）


　神代様の御ご説せつはごもっとも。ストレス解消には気分転換が一番。今もベッドに寝っ転がって悶もん々もんとしている有あり様さまだ。健康にいいはずがない。


　時計を眺ながめた。ぼやぼやしていると夕方になる。呆あきれたことに、昼食が終わってからずっと自室にいた。


（縁日に行こうかな……）


　一人で屋や台たいを冷ひやかすのも寂さびしいが、今より何十倍も良い。家でごろごろしているより、人の中にいたくなった。


　千早は身体を起こした。だらしなくスリッパを履はく。それから外出用の洋服を引っ張り出し、着き替がえを始めた。





　バスにはなんとなく乗りたくなく、かといって自転車も使いたくなかったので、散歩がてら歩くことにした。そろそろ疲れたかな、と思ったころ神社に到着した。


　人出はそこそこ。それでも歩道に屋台が並んでいるので、賑にぎわっている印象があった。


　近所の神社はひと月に一度が縁日だ。金魚すくいから綿わた飴あめから、様々な店が出される。夏だろうと冬だろうとお構いなしだ。あまり節せつ操そうがないが、ずっと昔からの風ふう習しゆうのため町内には定着していて、やらないとむしろ不安になるくらいのものだった。


　引っ越してから日の浅い千早には、まだその感覚が分からない。それでも独どく特とくの雰囲気だけは肌で感じられた。


　人の流れに押されるようにして歩く。


　カップルが多い。目の毒どくだ。やはり一人で来るのはちょっと辛い。男の子でも女の子でも、誰でもいいから誘さそえばよかった。


　いや、一緒に歩きたい男の子は一人しかいない。


　文化祭以来、彼と一緒にいたことはない。だからこういうところに来たら、どうなるか想像するしかない。といっても、やっぱり二人で歩いているのだろうけど。


　それだけでもいいと思う。縁日だけじゃない、初はつ詣もうでも、バレンタインデーも、クリスマスも、二人でいられたらどれだけ楽しいことだろう。


　二人きりだとどうなるんだろうか。式森君といるだけで自分は幸せな気分になれる。ずっと一緒にいたら、それなりに考えることもあるのだろうか。今は想像があまり先まで及およばない。


　彼と一緒だなんて、単なる想像どころか夢ゆめの世界だ。でも夢でも構かまわない。今の自分はどうしても勇気が出ない。おかげで妹にも非難される始し末まつだ。夢の世界でなら、もっと大だい胆たんになれるかもしれない。


　大胆といってもどうなるのか。最初は話をするだろう。自分のことや家族のこと。妹のことも教えてあげて、謝あやまったほうがいいかもしれない。友人のことも話そう。


　彼はどうだろう。話をしてくれるだろうか。にこにこして聞いているだけだろうか。


　それじゃつまらない。色々聞きたい。やっぱり家族のことや友達のこと。今の葵学園のことも。式森君のことならなんでも知っている自信はあったけど、やっぱり彼の口から聞きたい。そのほうが絶ぜつ対たいにいい。


　他にも訊いてみたいことがある。ずっと自分の心の奥に閉じこめていたことだ。修学旅行で、訊きたかったのに、土ど壇たん場ばで引いてしまったあのこと。またチャンスが巡めぐってくるなら、もう一度訊きたい。どうしても、真しん意いを確かめたい。


　式森君──


「きゃっ」


　ぽこんと音がして、千早はたたらを踏ふんだ。屋台が軽く揺ゆれていた。


　ずっと考えごとをしていたので、屋台にぶつかってしまったのだ。


「す、すいませんでした」


　急いで屋台の主あるじに頭を下げる。


「お怪け我がはありませんか？」


　逆に気づかう言葉が返ってきた。女性だった。


　ずっと歩いていたせいで、屋台の列は終わりかかっていた。杏あん子ず飴あめの店からさらに離れたところに、その女性は店を出していた。


　店といっても、粗そ末まつな台に白いカバーがかけてあり、上に水すい晶しよう玉だまがひとつ載せてあるだけだった。占いの店なのである。電でん灯とうはなく、ロウソクの灯あかりで照てらされているだけ。


「お怪我は？」


　女性はもう一度訊いてきた。


「だ、大丈夫です。ぶつかっただけですから」


　千早は答えた。女性は「良かった」と言ってにこりとした。


　黒くろ髪かみの似に合あう、しっとりとした人だった。口元に微び笑しようをたたえている。ただそれが、何な故ぜだかインチキ臭くさく感じられた。


「ご迷めい惑わくをおかけしました」


　千早は詫わびて、去ろうとした。が、


「あら……」


　女性は彼女をまじまじと見つめ、珍しそうな顔をした。


　千早は目をぱちくりさせた。


「えっと……」


「まあ、こんなところで」


「……あたし、どうかしたんですか？」


「まあごめんなさい。わたくしの知人のことが、あなたのお顔に出ているものですから」


　女性はくすくす笑った。


　千早はぽかんと口を開けた。この人はなにを言っているのだろう。


「……あたし、あなたと知り合いでしたっけ？」


「いいえ。でもあなたのことは、そうですね、それなりに分かりますわ」


「はあ……」


　要よう領りようの得えない返事に、どう反応していいか分からなかった。


　女性はそれでも笑えみを絶たやさない。


「これもなにかの縁えんです。お座すわりになりません？」


　目の前の椅い子すを指し示す。


「でもあたし、今、占うらないはちょっと」


「縁と申したでしょう。料金はいただきませんから」


　半なかば強ごう引いんに座らされる。正せい対たいする形になった。


　手て相そうでも見るのかと思ったが、女性はなにもしない。ただじっと千早のことを眺めていた。


「あの、占いは……」


「占いはいたしません。そう……あなたに夢を見させてあげます」


「夢……？」


「はい」


　女性の表情が、若じやつ干かんだが真しん剣けんさを帯おびた。


「あなたに興きよう味みを持ちました。旅行ついでに、ここに店を出して良かったですわ」


「でも、夢って……」


「あなたがずっと考えていることです。わたくしも彼のことは存じています」


「えっ……え……？」


　一瞬、千早の頭が混こん乱らんした。この人はなにを言おうとしているのだろう。あたしのなにが分かるのだろう。彼って、まさか。


「変なこと言わないでください」


　声がかすれた。


「それほど悪いことではありませんわ」


「だって……」


「見ていただくのはあくまで夢です。ですが、あなたの意志でどうにでもできますから。季き節せつは冬でもよろしいですわね」


　女性の手が、自分の腕を摑んだ。


「な……やめ……」


　確かにさっきまで夢のことを考えていた。この人はそれが分かるのだろうか。


「わたくしの目をご覧らんになって」


「やっ……」


「さあ」


　顔を背そむけようとしたが、どうしたことか動かなかった。逆に女性の瞳ひとみを見つめてしまう。昏くらい、深しん淵えんな色だ。頭がくらくらし、吸すいこまれるようになっていく。


　女性の目が輝いた。千早はなにもできない。


　全身が光に包まれた。





　はっとすると同時に、千早はくしゃみをした。両りよう腕うでで自分を抱だきしめる。寒さむかった。


　雪こそ降っていないが、天気は曇くもりで太たい陽よう光こう線せんが地上まで届いていなかった。こんな冬空に校門前で立っているのは、風か邪ぜを引きましょうと言ってるようなものだった。


「冬……校門……？」


　思わず彼女は口に出した。そう、千早は校門前に立っていた。


　石組みの懐なつかしい門。ざらついた手て触ざわり。青せい銅どう製せいのプレートに、「私立葵学園高等学校」と記しるされていた。


　自分の身体を確かめる。制服を着ていた。それも清修学園のじゃない。青を基き調ちようにした、葵学園の制服だ。


　胸の奥を、甘あま酸ずっぱいものが占しめた。


　同時に違い和わ感かんも湧わき上がってくる。確かさっきまで、地元の縁日で占いの女性と話していたはずだ。それが真冬の葵学園にいる。もしかするとこれが、「夢を見させる」ということなのだろうか。


　夢か。見えるもの、手に触ふれるもの、やけに現実感があるが、それならそれでいい。一応、自分が願っていたとおりなのだ。


　徽き章しようを見たら二年生のだった。この世界の山瀬千早は、二年になっても引っ越していないようだ。しかし、この寒いのに、なんで校門に立っているのだろう。


　答えはすぐに分かった。


「山瀬」


　呼びかけながら、こっちに走ってくる男の子がいた。


　見覚えがある。いや、それどころじゃない。机の上の写真で、毎日見ている少年だ。懐かしさで胸が詰まってしまう。冬なのに全身が熱くなる。


「ごめんね山瀬。待たせたよね」
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　和樹は息を荒くしていた。


　千早は喉のどがきゅっと絞しまるのを自覚しながら、彼を見ていた。


「……今、あたしのこと、山瀬って呼んだよね」


　和樹は不安げにしていた。


「うん……。もしかして怒ってる？」


「怒ってないよ、ちょっとびっくりしただけ」


「だってずっと、そう呼よんでたじゃないか」


「そうなんだ」


　こっちの世界の彼は、自分を呼び捨すてにしてくれるんだ。


「ずっと校門にいた？」


「相手が式森君なら、遅れてもちゃんと待つよ」


　まして山瀬と呼んでくれるなら、絶対に待つ。


　しかし和樹は、ほっとするどころか、いっそう暗くなった。


「やっぱり怒ってるだろ」


「怒ってないったら」


「怒ってるよ。だっていつもは、僕のこと和樹君って呼ぶじゃないか」


「えっ、そうなの!?」


　思わず大声を出してしまった。


　それは自分だって、そんな関係でいたいと思っていた。ベッドの中で、小さく名前を呟つぶやいたこともある。下の名前で呼べたら嬉うれしい。それがこの世界で実現するなんて。


　千早がなにも言わないので、和樹は、ますます不安そうにしていた。


「式森君だなんて、山瀬が他人行ぎよう儀ぎになるから」


「ご、ごめん。そうだよね……和樹……君」


　千早は反射的に口を押さえた。馴なれないから恥はずかしい。


「山瀬、そんなに怒ってるんだ」


「怒ってないよ……和樹君のこと、怒ってない」


　今度はなんとかスムーズに言えた。


　ようやく和樹はほっとしたような顔になった。


「良かった」


「でも和樹君がなんで遅れたのかは気になるな」


　少し意い地じ悪わるく言う。文化祭のときに交かわしていたような口調で。


「……たいしたことじゃないよ」


「あー、怪あやしいぞ。補ほ習しゆう？」


　にやりとして、突っ込む。


「な……なんでもないよ、ほんと」


　和樹は慌てて手を振った。その仕し草ぐさがまた、おかしい。


　千早は笑った。懐かしさによる笑いだった。


　狼ろう狽ばいぶりが同じだったのだ。記憶にある和樹。


「どうしたの、山瀬」


「なんでもない……和樹君、変わらないなって」


「……そうだよ？」


　和樹は疑問に思っているようだったが、千早にはそれがとても嬉うれしかった。


　二人は一緒に歩き出した。いつもの帰り道、学校から銀杏いちよう並なみ木きを抜け、寮へ向かうコースだ。


　下校が遅くなったので、周囲にはあまり人がいない。ジョギングをする老人とすれ違っただけだ。自分たちだけの空間。


　そうだ。二人っきりになれたんだ。


「あたしたち、さ」


「なに？」


「二人で……歩いてるんだよね」


「当たり前じゃないか」


　和樹が不ふ思し議ぎそうに言った。


「いつもそうだろ」


「いつも……だっけ」


「うん。幼よう稚ち園えんのころから、ずっと一緒だったじゃないか」


　千早は軽く驚いた。こっちではそういう過去なんだ。


「僕たちは幼稚園も小学校も中学校も、高校まで同じでさ、なんていうんだっけ……くされ縁えんだよ」


　ずっこけそうになる千早。


「違うでしょ。幼おさななじみ」


「そうそう、それ」


「もう」


　和樹らしくはある。


　しかし千早自身も、幼なじみとは知らなかった。だから彼は呼び捨てで、自分は下の名前で呼んでいるのだ。元の世界よりもずっと親しん密みつな関係。ずっと、そうありたいと願っていた関係だ。


　和樹に悟さとられないよう、そっと胸に手を当てた。


　鼓こ動どうが速かった。こっちでは幼なじみでも、今の自分は久しぶりに和樹と会った。勝かつ手てに口から台詞が出てくるけれど、やはり緊きん張ちよう感かんはある。


　なにしろ、ずっと二人でいたいと考えていたのだ。夢とはいえ、あれだけ願ったことがもう適かなうなんて。どきどきするけど、拍ひよう子し抜ぬけもする。ちょっと信じられない。夢だから信じなくてもいいのか。


　千早は立ち止まり、手を伸のばして植え込みを触さわった。青々とした葉と土の匂におい。この感覚が夢とは思えない。現実であって欲ほしい。


「どうしたのさ、さっきから」


　和樹に声をかけられた。


「ん……何度もごめん」


　千早は自分の頰ほおを軽く叩き、意識をはっきりさせた。なんでもいい。和樹と二人きりという、自分が望のぞんでいた世界がここにあるのだ。


　むしろ夢のほうがいい。あれだけ色々想像していたのだ。いいチャンスだと思わなきゃ駄目だ。そうとも、思いっきり楽しまないと。夢なら勇ゆう気きが出るかもしれないのだから。


「よし。行こう、和樹君」


　しゃんと背せ筋すじを伸ばす。


「い、行こうって、どこへ？」


「どこでもいいじゃない。このまま帰るなんてつまらない。歩こうよ」


「ずっと歩くの？」


「年寄りみたいなこと言わないの。ほら」


　千早が引っ張るようにして、二人は歩いた。


　十じゆう字じ路ろにさしかかる。千早は右の道を指した。


「駅行かない？」


「電車乗るの？」


「うん。どうせだから、遊びに行こう」


「制せい服ふくのままだよ」


「いいの。学校さぼるわけじゃないんだから」


　しばらく進むと、商店街のアーケードが見えてきた。ここも懐かしい。


　冬によく聞く歌が、スピーカーから流れてくる。


「あれ？　クリスマス？」


　千早の疑問に和樹が答えた。


「そうだよ。まだちょっと早いけど」


　そういえばこっちは冬なんだ。ここら辺の感覚は、縁日のときと混こん同どうしている。


　ケーキを売る呼び込みが騒そう々ぞうしい。商店街のほとんどの店は、モールで飾かざりつけがしてあった。福ふく引びきコーナーまで、白と赤で彩いろどられていた。


「あ、そうだ」


　和樹がポケットをまさぐった。


「福引き券あるんだった。ちょっとやってくる」


　千早もつきあうことにした。


　洋服店の隣に福引き会場があった。くじは二回引ける。和樹が福引き器をガラガラ回した。


　最初は青い球でティッシュペーパーだった。次が黄色い球。


「お、当たりですね」


　係員がベルを鳴らす。奥から、大きめの紙かみ袋ぶくろを持ってきた。


「こちら景けい品ひんです」


「なんです？」


「コートです。女性用なんですけど」


　和樹は千早のほうを向いた。


「山瀬、もらってよ」


「いいの？」


「僕じゃ着られないから」


　千早は受け取って、袋を開けた。入っていたのは確かにコートだったが、色が真っ赤だった。


「なんかサンタの格かつ好こうみたい」


　試ためしに着てみたが、袖そで口ぐちと襟えり元もとが白いボアでできていて、ますますサンタクロースみたいな気分になった。


「うー、制服の上から着るの、恥ずかしい」


「でも似に合あうよ」


「そうかなあ」


　まるでサンタの格好をした呼び込みだ。


「似合うって」


「……和樹君、どんな服でも似合うって言うつもりだったでしょ」


「そ、そんなことないってば」


　図ず星ぼしだったのか、和樹は妙みように焦っていた。


　なんだかんだ言いながら、かなり暖あたたかかったので、着たままでいることにした。


　駅で電車に乗る。少し離れたところだが、観かん覧らん車しやのある大きな公園がある。そこに行くつもりだった。


　何回か乗り換かえをして、着いた。


　駅からさほど歩かないところに公園はある。かなり大きくて、週末は家族連れで一杯になるところだ。


「あっちあっち」


　千早は観覧車を目指した。大きくて目立つから迷まようことはない。


「和樹君、ここは初めて？」


「うん」


　千早は一度だけ、妹と来たことがある。そのときはすぐに帰ったので、いつか観覧車に乗りたいと思っていたのだ。


　和樹はきょろきょろしながら歩いていた。


「カップル、多いね」


　休日ほどではないが、人出があった。夕方のためか、学生っぽい人が多い。


「あたしたちもさ、カップルみたいなもんだよね」


　少しばかり、胸の鼓動を押さえながら言う。


「そうかな」


「あー、酷い！」


「なに言ってんだよ。山瀬はそうやって、冗談ばかり言う」


　和樹は笑っていた。


　千早も笑顔を返した。そうか。こっちのあたしは、いつもそうなんだな。


　観覧車乗り場に着いた。


「乗ろう、和樹君」


　自動券けん売ばい機きでチケットを買い、係員に渡す。初しよ老ろうの係員は、いくつか注意を口にしながらゲートを開けてくれた。


　ゴンドラが目の前に来た。四人乗りの座席に、向かい合わせで座る。


　扉とびらが閉められ、静かに上じよう昇しようしていく。あまり音がしない。公園の芝しば生ふが、徐じよ々じよに沈しずんでいった。


「ゆっくりだね」


「うん」


　和樹は外を眺めていた。


　天てん井じよう近くに小窓があって、少しだけ開いていた。そこから風が流れ込み、二人の頰ほおをなでていった。木と草の香かおりがくすぐったい。


　たまにヒンジをきしませながら、ゴンドラが動いていく。しだいに窓から夕日が射し込む。中は柔やわらかな光線で一杯になる。和樹と千早は、オレンジ色に染まる。


　なんて気持ちの良い空間。


　千早は胸がいっぱいになった。


　望んでも望めなかった世界がここにある。幸せを実感できた。夢でもいい。これがずっと続けばいい。


　だけどそうはいかないだろう。ゴンドラはいつか地上に着く。そうしたらここから降りなければならない。夢も、いつかは。


　だから今、訊いておきたい。色々なことを。


「……ね、和樹君」


　千早は言った。


「なに？」


「あたしたち、幼なじみだよね」


「なんだよ、急に」


「そうでしょ」


「もちろん」


　つい確かく認にんしてしまう。今までずっと、彼と一緒だったんだ。その時の記憶が、ほとんどないのが悲しいけれど。


「あたし、妹のこと話したっけ」


「山瀬の妹？　一回だけ会ったことあるよ」


「そっか。こっちにもいるんだ」


「変なこと言うなあ。知ってるよ、千ち晶あきちゃんだか千ち景かげちゃんだか……」


「違う。神代」


「そうそう、そうだった」


　照てれたようになる和樹。


「和樹君、神代といつ会ったっけ」


「ほら、中学三年の時だよ。葵学園の受験前。僕が勉強で分からないところを、山瀬の家まで聞きに行ったんじゃないか。二人で勉強してたら、神代ちゃんがドアをばんって開けて、『お姉ちゃんが男を連れ込んでる！』って」


　千早は声をあげて笑ってしまった。神代らしかった。


「それからずっと神代ちゃんは部屋にいてさ。山瀬が叱しかってくれたからなにも言わなかったけど、僕のこと睨にらんでたよ。あれは『お姉ちゃんの勉強の邪じや魔まだから出てけ』って言いたかったんだよ」


「あは。ごめんね、和樹君」


「山瀬のとこ、家族の仲いいよね」


「うん」


　それははっきりと言い切れる。


　高く登のぼるに連れて、風が強くなってきた。たまにゴンドラが揺れる。


「……和樹君とは、幼稚園から一緒だったんだよね」


「そうだよ……変だなあ、今日の山瀬は」


「そのころのこと、聞きたい」


「自分だって幼稚園行ってたじゃないか」


「それでも聞きたいの」


　元の世界にはない、自分たちが知りたかった。


　和樹は思い出しながら、話し始めた。


「僕と山瀬が初めて知り合ったのが幼稚園だよ。ひばり幼稚園で、確かキノコ組」


「すごい名前ね」


「あそこ変わってて、キャベツ組とかキュウリ組とかあって。それで隠かくれんぼをしててさ、僕たち幼稚園の物もの置おきにずっと隠れてて見つからなくて。先生に怒られたんだよ」


「そんなことしたんだ」


「覚えてないかな。僕が山瀬のこと知ったのは、そのときだから。小学校のときは毎日一緒に学校に行ってたよ。山瀬、学校休まなかったよね。あのときから健けん康こうだった」


　健康は数少ない取とり柄えの一つだ。


「中学も一緒だったけどクラスは別だった。でも会ってたよ。山瀬は『和樹君はあたしを避さけてる』なんて言ってたけど、そうだったかなあ」


「和樹君、そういうところあると思うよ。女の子苦にが手てでしょ」


「そうなんだけど……でも一緒に葵学園に入ったよ。僕は補ほ欠けつだったけど、山瀬は凄すごい優ゆう秀しゆうな成績だったって聞いた」


「受じゆ験けん、そんなに自信なかったけどね。葵では文化祭、一緒にやったよね」


「やったよ。Ｂ組とＦ組と共同で劇げきをやったじゃないか」


「一年のときだっけ」


「二年だよ。山瀬は忘れっぽいなあ」


　千早は「ごめん」と言った。彼女の思い出では一年生のときだが、こっちでは二年生でやっているようだ。


「山瀬がお姫ひめ様の役だろ。そしたらＢ組が無む茶ちやしたもんだから、僕が勇ゆう者しやの役になっちゃって、しかもでかい召しよう喚かん獣じゆうまで出てきてさ、劇が滅め茶ちや苦く茶ちやになったんだよ」


　千早は目を丸くした。元の世界の放ほう火か騒ぎも凄すごかったが、こっちは派は手でな魔ま法ほうが使われたらしい。


「あれで僕も魔法使っちゃったし……でも、いい思い出だよ」


「あたし、そのあと転校しなかった？」


「なに言ってんだ。してないよ」


　ちょっとほっとした。こっちはずっとそのままなんだ。


「それであとは……えーと、中間テスト。山瀬がつきっきりで教えてくれたよね。おかげでそこそこの点を取ったけど、『小さいころ、和樹君と結けつ婚こんの約束をしたことがある』って言い出したときは驚いたよ」


「そんなことまで言ったんだ」


　なんだかずっと積極的だ。凄いな、こっちの自分。


「修学旅行、行ったでしょ」


「行ったよ」


「京きよう都とだよね」


「うん。そこでもＢ組がトラブル起こしてさあ、あいつら金のことしか考えてないし、伊い庭ば先生がヒステリー起こすし、ちっとも修学じゃなくなった。山瀬はＦだから、普通に旅行してたよね」


「そうだと思うけど……賀か茂も社しやで怖こわい人に絡からまれなかった？」


「いや。うちの仲丸たちがトラブル起こしたのは、京きよう都と競けい馬ば場じよう」


　やはり細部が違っている。自分は怖い思いをしたけど、こっちではそんなことはなかったらしい。トラブルはあったようだけれど。


　ゴンドラが下っていく。


　たくさん話を聞いた。こっちの自分は、様さま々ざまな経験をしているみたいだ。それも彼と二人で。うらやましい。


　だけど、と千早は思った。それだけなんだろうか。自分と彼との間には、他になにもなかったのだろうか。


「和樹君。修学旅行は楽しかった？」


「まあ、楽しかったよ」


「あたし……京都でなにか言わなかった？」


「なにかって、普通に話をしたじゃないか」


　和樹が奇き妙みような顔をする。


　そうなのか。こっちの自分も、一番肝かん心じんなことを、まだ伝えていないらしい。


　心しん臓ぞうの音が、急に大きくなった。


　身体が熱を帯おびる。ぎゅっと手を握りしめた。


　元の世界での修学旅行から、心にしまっていて出さなかった想いがある。伝えたくても、ずっと伝えられず、逆に身を引き続けていた。今なら言えるかもしれない。


　ゴンドラの中は二人っきり。ずっと願っていた機会。必要なのは勇気だけ。それにここは夢ゆめの中。いつもより、大胆になれる。


　気づかれないように、息を吸すいこんだ。


「あたしたちって、幼なじみなんだよね」


「何度も聞くんだね」


「聞くよ。何回でも聞きたい。あたし、テストのとき『小さいころ、結婚の約束をしたことがある』って言ったんでしょ」


「うん。そう」


「それ……本当にそうならいいと思う」


　和樹は目をぱちくりさせていた。


「幼稚園のころの話じゃなかったっけ」


　そういうことじゃないよと千早は思うが、和樹にはなんだか分からないらしい。鈍にぶさはどちらの世界でも共通している。


　やっぱりはっきり言わなきゃ駄目のようだ。ちゃんと言おう。分かるように。


　あらためて息を吸う。同時に、緊張感が押し寄せた。


　途と端たんに言葉が出なくなった。自分でも驚くが、口も開けられない。


　一度失敗しているという記憶が、決心を鈍にぶらせていた。頭の中で何度も反はん芻すうし、簡かん単たんなひとことですまそうとしているのに、それ故ゆえ言い出せない。大胆になれるはずが、弱気が全力で足を引っ張っている。


　胸で鼓動が高鳴っている。頭に響ひびくくらいだ。手の中は汗あせでびっしょり。


「山瀬、どうしたの」


　返事ができない。和樹が見えなくなった。視線が下がっているのだ。真っ直すぐ顔を上げられない。言わなくてもいいかもなんて、逃げの気持ちまで湧わいてくる。


　なんでだろう。千早は必ひつ死しで考えた。あたしの馬ば鹿か。これを逃のがしたらもうないかもしれないのに。最後のチャンスかもしれないのに。


　ほんの少しだけでいい。勇気を出して。さあ。


「──式森君」


　小さい声が、ようやく出てくる。


　和樹が耳を近づけるのが分かった。もう、今しかない。


「あのね、あたし──」


　あなたのことが。


　がたん、とゴンドラが大きく揺ゆれて、止まった。


　外から扉が開かれる。係員が、「おしまいです。足元に気をつけて」と告げていた。


　和樹が外に出た。


　千早は係員にうながされて、ようやく立ち上がった。


　終わってしまった。二人だけの空間。ほんの少しだけ、伝えるのが遅かった。


　こんなことになるなんて。


　かなり暗くなっていた。「本日の観覧車の運うん行こうはこれで終了します」とのアナウンス。外の芝生で、和樹が手て招まねきをしていた。


　千早はのろのろと、彼に近寄った。


「結構楽しかったね」


「……うん」


　こんな返事しかできない。


「ジェットコースターとかも好きだけど、こういうのもいいよね」


「そうね……」


「また、乗ろうよ。そうだね、今度は……あ」


　和樹が千早の背はい後ごを見た。


「夕ゆう菜な」


　千早は振り向いた。


　そこにあの娘こがいた。長い髪かみ。艶つやのある大きな瞳。制服の似合う肢し体たい。グラビアにあるような微笑ほほえみ。


　宮間夕菜。


　こっちの世界にもいるんだ。


「迎むかえに来てくれたんだ」


　和樹が話しかけている。親しそうに、夕菜は返事をしている。二人の間に距離が全まつたくないように見える。


　千早はなにも言えない。


　いても確かにおかしくない。彼女だって和樹と親したしい人物だ。だけど、だけど、なんでこのタイミングで。あたしが伝えきれなかったあとになって出てくるなんて。


　宮間夕菜と友達になりたいと思っていた。買い物に行きたかった。遊びに行きたかった。仲良しになって、二人で式森君の噂うわさをしたいと思っていた。気があうタイプなんじゃないかと思っていた。


　その気持ちは今でも変わらない。だけど、もう、こんなことになったら──


　千早はふらっとなった。直後に、目の前が光った。





　もう夜になっていた。縁日の屋台は店の灯あかりと、外がい灯とうで照てらされていた。


　千早は占い師の前に立っていた。


「戻もどられましたね」
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　女性は静かに言った。


「夢の世界、望み通りになりましたか？」


　千早は台に手をついて、うなだれた。そして無む言ごんで、首を振る。


「……わたくしには、夢の内容がはっきり分かるわけではありませんが」


　千早の手の上に、女性の手が重かさねられる。


「決心するところでためらったり、遅れてしまうと、必ずその反はん動どうが来ます。あなたにお見せしたのは、そういう夢なのです」


「どうして……」


「いつかあなたに、決心するときがくると思ったからです。見たのはしょせん夢です。現実ではありません。ですから夢の内容も、それほど記憶に残らず、すぐに薄うすれていきます。でもこれだけは忘れないで。いずれくる決心のときに、遅れることがないようにしてください。結果が予想できても、遅れるよりはましなのです」


「……それ、予よ言げんなんですか」


「いいえ。わたくしは予言者ではありません。ただあなたより長生きをしている女からの、忠告です」


　千早は無言で台から手を離すと、女性に背を向けた。


　自宅へ去っていく姿からは、占い師の言葉を受け入れたのかどうか、うかがい知ることはできない。


　女性は立ち上がった。右手を台の上にかざすと、親指と人差し指を、ほんの少し擦こする。


　占いの道具は全て水色の球となり、紅あか尉い紫し乃のの手の中へ消えていった。




　番外編二　シー・ラヴズ・ユー










　友達になりたいと思っていた。


　がたんがたんと揺ゆれる列車の中で、山やま瀬せ千ち早はやはそんなことを思い出していた。あの娘こは可愛かわいくて、明るくて、ちょっとした仕し草ぐさまで「美少女」を主張していた。泣いても笑っても怒おこっても、絵になるんだろうなと思った。あそこまで女の子を主張されると感心する。あえて悪いところを探さがせば、胸がちょっと小さいかもしれない。だけど、それが？


　そんな宮みや間ま夕ゆう菜なに冒ぼう頭とうの言葉を告つげたのは、確か修しゆう学がく旅りよ行こうのときだ。まだ出会ったばかりで、自分がこんなに悩なやんでいなかったころだ。あの少女はなんだか複ふく雑ざつな顔をしていたが、うなずいてくれた。自分はほっとして「ライバルに寛かん大だいなんだね」と言ったはず。あのときはまだ、そんな台詞せりふが口から出るほど、余よ裕ゆうがあった。あるいは思いつめていなかった。


　あのころの千早には、心に重しがなかった。


　自分でも驚おどろくくらい、修学旅行のときは気楽だった。なにもかも楽しもうという気分で、級友たちと京きよう都とを満まん喫きつしていた。「千早はいつも笑っている」と親友の石いし川かわ映えい子こにも言われた。


　むろん、心に秘ひめた想おもいはあった。


　心の一いつ角かくは、常に一人の男の子が占しめていた。ときどき、その感情はひょっこり顔を出し、千早を物思いにふけらせた。場所も時間もお構かまいなしで、授じゆ業ぎよう中ちゆうにぼんやりしてしまい、教きよう師しに注意されたことも何度かある。


　それでもまだ、想いは心の内側にとどまっていた。好きな少年のことは忘れられなくても、いつも笑顔でいられるだけの元気はあった。恋れん愛あい感かん情じようというやっかいなものは、おとなしかったのだ。


　それが修学旅行を境さかいに変わってしまった。


　少なくとも、妹の神かみ代よはそう主張している。「お姉ちゃんはこんなんじゃなかった」らしい。確かに、自分でもそうじゃないかと思うことがある。以前に比くらべ、心の表と裏うらがひっくり返ってしまったような、そんな気がするのだ。


　ひっくり返ったというか、返したと言うべきか。原因は分かっている。修学旅行のあの事件だ。あそこで一歩引いてから。


　もちろん自分自身の行こう為いだ。あれが誰のせいだというのだ。だけどそのせいで、自分の意志だったからこそ様々なものが破やぶれ、心が入れ替かわった。


　表に出てきた感情はやっかいだった。彼が好きだという直接的なものが何度も自分を襲おそった。ぼんやりするのが普通になってしまった。戻もどせない時計の針に涙し、妹と衝しよう突とつまでした。


　心が波立つ。修学旅行のあの瞬しゆん間かんまでは、そうではなかった。


　あのときは友達になりたいと夕菜に告つげたが、今でも同じことが言えるだろうか。


　言えると思う。だけどそれは口だけで、心情は別なものに支配されているかもしれない。自分を心の狭せまい女だなんて考えたくはないけれど、人並みにやきもちだって妬やきたいのだ。そんな資し格かくがあるかどうかが問題なのだが。


　千早は窓の外を眺めた。


　緑の地面と小川が見える。広こう告こく看かん板ばんが畑の中から生えていて、こちらに向かって温おん泉せんの効こう能のうをうたっていた。


　そう、温泉だ。妹と温泉のある宿へ旅行に行く途中だった。列車のボックスシートで男についてくよくよしているのは、どうしようもないとはいえ、なんかおかしい。


　正面に座っている妹は、こっちを見もしない。


　怒おこっているのが手に取るように分かる。十メートル離れていたって察さつ知ちできそうだ。駅であったことが、よほど腹に据すえかねたようだ。


　神代は感情をぶつけるタイプだ。まして姉の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさを見てしまったから、余よ計けい容よう赦しやがない。


　責せめる気はない。妹は正しい。自分でも自分に腹が立ったくらいなのだ。甘あまんじて受け入れる。「お姉ちゃんは馬ば鹿かだと思う」という台詞せりふも。


　姉としての余よ裕ゆうからではない。事実を受け止めるしかないのだ。他になにもない。


　そこが神代には、また気に入らないところであるらしい。電車に乗る直前、はっきり「うじうじして、なにもしないお姉ちゃんは好きじゃない」と告げられた。


（なにもしない、か……）


　ネガティブになった自分になにができるだろう。少なくとも、修学旅行のときは恋のライバルに「友達になりたい」と言えることはできた。今はどうか。この旅行中に発見することができるだろうか。前に進むことができるだろうか。


　分からなかった。今の千早には、重すぎる課か題だいであった。





　車しや輪りんの音が甲かん高だかいものに変化する。列車が鉄てつ橋きようを渡り始めた。


　千早はまた、窓の外に目をやった。


　特に珍めずらしい風景があるわけではない。視し線せんのやり場がないのだ。妹は相手をしてくれそうにない。


　幅はばの広い川が眼下を通り過ぎていく。水みな面もがきらきらと反はん射しやしてまぶしい。陽ひが高かった。


　手首を返して時計を見た。二時になろうとしている。もうすぐおやつの時間だ。


　そういえば、おやつどころかお昼ご飯を食べていなかった。駅で足止めされ和かず樹きに出会ったおかげで、そこまで考えが回っていなかった。


　さすがに胃いがへこんでいる。飴あめかなんかあったかなと考えていると、妹が網あみ棚だなからバッグを下ろした。チャックを開ける。


「……お姉ちゃんの分」


　渡されたのは駅えき弁べんだった。神代は自分の分も取り出すと、バッグを元に戻した。


「どうしたの、これ」


「さっき買った」


　神代は素そっ気けない口く調ちようで言うと、さっさと包つつみ紙を解といた。


　千早はふと、柔やわらかい表情になった。神代は相変わらず怖こわい顔だが、気を遣つかってくれている。やはり可愛い妹のままだ。


「ありがとね」


　感謝の言葉を口にして、弁当を縛しばっている紐ひもを解く。


　駅弁の包み紙には滝たきの絵が描かいてあった。横に簡かん単たんな説明文がある。これから行くところの地名が載のっていた。


「向こうのお弁当なの？」


「みたいだね」


　神代は箸はしを動かしていた。


「なんか最近になって、観かん光こう地ちで売り出してるんだって。地元の伝説とかを本にまとめたやつが売ってた。水すい郷ごう庵あんも改かい装そうしたみたいだよ」


　水郷庵とは、泊とまる宿やどの名だ。


「土地に色んな民みん話わが伝わってるって。そんなの集めて、観光の目玉にするんだってさ」


「よく知ってるね」


「ガイドブックに書いてあった」


　そういえば、この旅を企き画かくしたのは神代だった。色々調べものをしたのだろう。


　申し訳ない気分になった。妹は細かく計画を立てるタイプではない。それがここまでしたのだから、よほど自分は気を遣われているのだ。


　その気持ちに応こたえるべきなのだろう。いい方法が思いつかないとしてもだ。


「……ありがとね、神代」


　結局、もう一度礼を言うくらいしかできなかった。


　神代は相変わらずそっぽを向いていた。それでも頰ほおに、なんとなくだが赤みがさしている気がした。
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　列れつ車しやは何回かつんのめるようにして止まった。車しや掌しようのアナウンスが、駅の名前と共にお詫わびを告げる。あまり上じよう手ずな運うん転てん手しゆではないようであった。


　式しき森もり和樹は荷物を持ち、一番最後に列車を下りた。


　ホームは短めの簡かん素そなもので、駅えき舎しやも白ペンキの木もく造ぞうだ。ゆっくりとした風が草の匂においを運んできて、都と会かいとは違った雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。


「和樹さん、こっちです」


　夕菜が袖そでを引っ張った。


　一つしかない改かい札さつ口ぐちを、観光らしき乗客たちが通つう過かしている。和樹も切符を駅員に渡した。


　神かみ城しろ凜りんはすでに外に出ていた。風かぜ椿つばき玖く里り子こはまだホームにいて、どこかに電話をしている。


　玖里子が来るまで、待合室で座って待つことにした。


　夕菜がパンフレットを取りだした。この周辺一いつ帯たいを解説したガイドである。よほど気に入ったのか、彼女は列車の中でもずっと読んでいた。


　カラーページに、簡素な地図と名所のイラストが載っていた。夕菜が指をさす。


「ここが泊まるところですよ」


　和樹は覗のぞき込んだ。駅からやや離れた場所にある。


「色んな名所に行きやすくなってるみたいです」


「そうだね」


「チェックインしたら、みんなで出かけましょうね」


　楽しそうに、夕菜は喋しやべった。


　和樹はじっくりパンフレットを眺めた。名所が宿を中心に、放ほう射しや状じように点在していた。


「博はく物ぶつ館かんとかはないんだね」


「その代わり、展てん望ぼう台だいや滝があるみたいです。自然が観光の目玉なんですね」


　温泉のマークも多い。町の観光課は、人工物ではなく自然を売り出そうとしているようだ。


　凜も隣でムック本を読んでいた。夕菜が持っているパンフレットよりも大きい観光ガイドだ。彼女はしきりとページをめくっていた。


「なにか面おも白しろいことが書いてありますか？」


「いえ……記事自体があまりないですね」


　夕菜が凜から本を受け取った。


　和樹も一いつ緒しよになって読む。確かに記事は半ページくらいしかなく、それも土地の歴史に少し触ふれているだけだった。


「本当だ。パンフにはちゃんと書いてあるのに」


「最近になって、観光地で売り出したみたいだな」


「凜ちゃん、実家静しず岡おかだったよね。ここらに詳くわしい？」


「いや、全然知らない」


　やはり観光地としてはかなり新しいようだ。


　よくよく見ると、木造の駅舎もペンキが新しく、バスターミナルも工事中だ。町おこしの最中なのだろう。


「歴史は古いみたいですよ。平へい安あん時代の和わ歌か集しゆうに、この土地の歌があるって書いてあります」


「へえ」


　と言ったものの、古こ典てんにうとい和樹はピンとこなかった。


　しばらく話をしていると、電話をすませた玖里子がやってきた。


「ごめん、待たせた」


「もういいのですか？」


　凜が顔を上げた。


「うん。舞まい穂ほちゃん、そろそろ出るって」


　玖里子は栗くり丘おか舞穂と電話をしていたようだ。本当は一緒に来る予定だったのだが、魔力の検けん査さのため遅おくれているのである。


「時間がかかりましたね」


「紅あか尉い先生の検査が手間取ったみたい。あとね、舞穂ちゃんが言ってたんだけど、紫し乃の先生も来たいんだって」


「なんでまた」


　と和樹は言った。紅尉紫乃は養よう護ご教きよう諭ゆ紅尉晴はる明あきの妹である。和風のしっとりした顔立ちで頭も切れるのだが、詐さ欺ぎ師しじみた発はつ想そうをするという側面を持つ。別に仲が悪いわけではないが、一緒に旅行するほど親しん密みつでもなかった。


「さあ。温泉マニアらしいから」


　玖里子も理由は知らないらしい。


　夕菜がガイドブックを閉じて立ち上がった。ボストンバッグを持つ。


「行きましょう」


「バス乗ろうか」


　和樹は立ち入り禁止のコーンが並んだターミナルを眺ながめた。


「歩きましょう。天気もいいんですから」


「そうですね」


　凜もうなずく。


「あたしもいいわよ。和樹も歩きなさい」


「え、バスありますよ」


「あー、和樹さんも歩きますよね」


「歩け。男のくせにだらしのない」


　口を尖とがらせる夕菜に、呆あきれたような凜。玖里子はにやにやしていた。


「和樹さんはわたしたちと一緒にいたくないんですか？」


「もっとしっかりしたらどうだ」


「みっともないわね。嫌きらわれるわよ」


　非ひ難なんの台詞だが、それほど深しん刻こくではない。女の子たちは、そろって笑っていた。


　それでも和樹は慌あわてた。


「待ってください待ってください。歩きますってば」


　そう答えると、急いで自分の荷物を肩かたにかけた。
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　改札を抜けると、いかにも観光地らしい駅前になっていた。喫きつ茶さ店てんに土産みやげ物もの屋や、団体客が入れるような食堂もある。ただ、まだ整せい備びされていないのか、工事中のところもいくつかあった。


　千早は少し首をかしげた。以前、家族旅行で来たことがあるのだが、そのときと比くらべて雰ふん囲い気きが変わっていた。観光地としてこれから発展しようとしているらしい。自家用車だったので、車内から眺めただけのせいもあるのだろうか。


「ちょっと見てくる」


　神代はさっさと歩くと、バスの時じ刻こくを確かめに行った。まだ機き嫌げんは直っていないようだが、役目はちゃんとはたしてくれていた。


　千早は駅舎の側そばで待った。屋根が傘かさの代わりになって、日ひ射ざしを防ふせいでくれた。


　馴な染じみのない場所で一人でいると、不ふ思し議ぎな気分になる。


　空気が自分に合っていない。身体がむずむずするような居い心ごこ地ちの悪さ。立ち位置が定まらず、身の置き場に困こまるような感覚。


　引っ越した直後がそうだった。空気そのものが違う。家では家か族ぞくがいるから気にならないが、学校では不安もあった。


　越してから一年以上たつが、まだ慣なれないところがある。さすがに学校は馴染んだが、住んでる町の知らないことは多い。ついこの前も神社の縁えん日にちに出かけてみたが、一人だったせいもあって、あまり楽しめなかった。


　もっともあれは、奇き妙みような体たい験けんをしたためでもある。


　そこで女性の占い師に遭そう遇ぐうした。彼女は千早に興きよう味みを持ち、夢を見せた。彼と二人きりになる夢だった。


　楽しくもあり辛つらくもあった。なにより、夢から覚さめた千早に、女性が発した言葉が忘れられない。忘れたいのだが。


　それらを振り払おうと、彼女は周囲に目をやった。


　駅舎に沿そって出で店みせ風の土産物屋がいくつか並んでいた。菓か子しや海かい産さん物ぶつを売っている。


　一番端はしに、簡かん素そな屋台があった。


　千早は、なんとなくであったが、そっちを向いた。


　よく見ると屋台ではなかった。小さなテーブルに白い布ぬのがかけられている。布には大きく右の手のひらが描えがかれていた。


　どきりとした。さっきまで思い出していた、縁日のときと似にている。


　しかも占い師が座っていた。


　観光地で、しかも昼間から占いなんておかしい。それにこのタイミングも。


　恐る恐るうかがった。占い師は頭からフードをかぶり、座ったまま身じろぎもしなかった。風景とのミスマッチもあって、いかがわしいというより浮いている。


　フードに包まれた占い師の頭が、ゆっくり動いた。


　千早に顔が向けられる。


　ほっとすると同時に、不安が募つのった。フードの中は男性で、以前の女性とは似ても似つかない。だがその顔はまるでマネキンのように白く、ひんやりとした気味悪さを醸かもし出していた。


　特とく徴ちようらしい特徴が見あたらず、年ねん齢れいも分からない。落ちくぼんだ眼がん窩かにある二つの双そう眸ぼうが、じっと千早を見つめていた。


　ガラス玉のような目だった。生せい気きがないのだ。そのくせ深みがあるようにも感じられる。ぴくりともせず、まばたきもしない。


　背せ筋すじがぞくりとした。


　どうしてこっちを見ているのか。千早は眺めていただけで、声をかけたわけではない。なにかしたかったわけでもない。だが占い師の視線は、しっかりと彼女をとらえている。


　以前と似ている。不ぶ気き味みさは今が断だん然ぜん上。


　男の目が不ふ意いに濁にごった。


　どろりとした感覚が千早を襲う。ねっとりした液えき体たいが手足にかかったような気がする。それらがゆっくりと動いていく。


　一歩足を踏ふみ出した。ふらふらと、男に引き寄せられようとする。


　かすかだが、占い師の口の端はしが吊つり上がった。と──


「お姉ちゃん」


　千早は我に返った。


　神代が腰こしに手を当てていた。


「すぐにバス来るよ」


「あ……そ、そう」


「なにしてるのさ」


「別に……ごめんね」


　胸に手を当てる。動どう悸きはない。そのくせ呼こ吸きゆうは落ち着かなかった。


「具ぐ合あい悪いの？」


「そんなことないよ。平気」


「じゃあ行こう」


「うん……。あ……ねえ、神代」


　千早はなるべく平静になろうと、注意して話した。


「占いの人……まだこっちを見てる？　そこにいる人」


　千早は屋台に背を向けていた。直視したくない。


　神代は怪け訝げんな顔をしていた。


「占い師なんてどこにいるの？」


「いるでしょう。そこの屋台の、一番奥」


「いないよ」


　千早は振り返った。


　誰もいなかった。土産物の屋台はある。さっきまでと同じように、店売りの中年女性が商品を整せい理りしている。だがその一番端には、なにもなかった。


　占い師がいない。机も白い布も、消えてなくなっていた。


　千早は立ちつくした。


「ほら。誰もいない」


「そう……だね」


「行くよ」


　神代がうながす。ちょうど青く塗ぬられたバスが到とう着ちやくしていた。
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　バスは二、三か所の観光地に立ち寄りながら、目的地に到着した。地ち域いき住民の交通手段以外に、観光客用にも運うん営えいされているらしい。


　宿は停てい留りゆう所じよの目の前だった。一枚板の看板に「水郷庵」と墨ぼく書しよされている。


　門をくぐって小さな庭を抜ぬける。右手奥に駐ちゆう車しや場じようが見えた。


　自動ドアが開くと、フロントはすぐそこだった。


「いらっしゃいませ」


　真ま面じ目めそうな中年女性が腰をおる。神代は名前を名乗った。


「お待ちしておりました」


　ペンと宿やど帳ちようが差し出される。神代が記入を始めたので、千早は邪じや魔まにならないよう壁かべ際ぎわの椅い子すに座った。


　宿の造りは和風だった。壁には洋画ではなく屛びよう風ぶ。階段や床も、あえて木製にしているようだ。香こうも焚たかれている。


　泊とまり客は他に二組ほどいた。じろじろしたくなかったので、千早はうつむき加か減げんになり、神代が終わらせるのを待った。


　なんだか騒がしくなった。別の客が到着したらしい。


　駅から歩いてきたらしく、「遠かった」だの「意外と時間がかかった」だの話している。女性の数が多いようだ。


「ここ、座っていいですか」


　千早は「どうぞ」と答えた。荷物を足あし下もとに置く。


「どうも……あら」


「……あ」
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　顔を上げた千早も、つい声を出した。


　今け朝さ会ったばかりの年上の女性、玖里子と目が合っていた。


「山瀬さん。この宿だったの」


「風椿さんも」


　千早はそれしか言えなかった。駅でも遭そう遇ぐうしたがここでも会うなんて、想像すらしていなかった。


　玖里子はむこうに手を振った。


「こっち！」


　和樹がやってきた。隣には細長い袋ふくろを抱かかえた凜。それに、夕菜。


　彼らも一いち様ようにびっくりしていた。和樹なんか両手に荷物を持ったまま目を丸くしている。夕菜はそのすぐ横に、ぴったりと寄より添そっていた。


　千早はつい目をそらした。何な故ぜだか直ちよく視しできない。


「山瀬さん！」


　和樹が話しかけてきた。


「凄すごい偶ぐう然ぜんだね」


「そ……そうだね」


「僕たちより早かったなんて、バス？」


「そうだよ……乗ってきた」


「だからか。歩いてきたんだよ。結けつ構こう遠くてまいっちゃった」


「バスだから、すぐだったよ」


「一泊なの？」


「う……うん」


「僕たちもなんだ」


　屈くつ託たくがない。千早は驚きとためらいで、うまく口が回らない。


　彼らを嫌きらっているわけではない。この偶然は残ざん酷こくだと思うが、それより気がかりなことが出てきて、どうしようか考えざるを得なかったのだ。


「お姉ちゃん？」


　考えがまとまらないうちに、「気がかり」がやってきた。


　神代は急に足を止めた。手をぎゅっと握にぎりしめるのが分かる。顔つきもこわばる。


　妹は和樹の顔を知っているのだ。


　千早は急いで言った。


「あっ、あの、式森君。こっちが妹の神代」


「あ……そうなんだ。どうも」


　和樹は彼特とく有ゆうの、初対面の女性に遭遇したときの照てれくさそうな笑顔を見せて名乗り、頭を下げた。


　三人の女の子たちも、それぞれ自分の名前を口にした。


　妹はひとこと「神代です」とだけ言い、黙だまった。視し線せんも合わせない。


　天てん使しが通り過ぎるくらいの間まが空あいた。


「えーと、神代さん……山瀬さんの妹さんだよね」


　和樹が訊く。


「そうですけど」


「何なん歳さい離れてるの？」


「一つ」


「学校は別？」


「同じ」


「一人暮ぐらしとか？」


「お父さんお母さんお姉ちゃんと一緒」


　神代は素っ気ない態たい度どを崩くずさなかった。会話というより、裁さい判ばんでの証しよう言げんである。いかにも「お前と喋りたくない」といった様よう相そうであった。


　困こまった和樹が話を止やめると、神代はなにも言わなくなった。


　また沈黙の時間となる。


　夕菜が口を開いた。


「……山瀬さん、こちらにはどうしていらしたんですか」


「観光……っていうか、温泉」


　千早が答える。


「そうなんですか。わたしたちと同じですね」


　夕菜は微笑ほほえんだ。


「わたしたち、みんなでゆっくり旅行したことがなかったんです。嫌なトラブルにばっかり巻き込まれちゃって」


「ふうん……」


「だからみんなで旅行を計画したんですけど、和樹さんが酷いんですよ。わたしが温泉に行きたいって言ったら、『風ふ呂ろなら銭せん湯とうでもいい』って言うんです」


　彼女は頰を膨ふくらませた。マンガみたいな仕草だったが、可愛らしさを引き立てていた。


「和樹さんって、すっごい出で不ぶ精しようなんです。お休みの日だって、部屋で寝ていたいって言うし、学校終わっても真まっ直すぐ帰っちゃうんですよ」


「ま、引きこもりに近いわね」


　玖里子が話に加わる。


「家の中でなにかするってわけでもないのよね。勉強もしないし、ただいるだけ」


「いいじゃないですか」


　和樹が反はん論ろんする。


「あたしはいいけど、あんたいずれ動けなくなって別の生物に進化するわよ。あたしアフターマンに出てくるような謎なぞ生物とつきあうのやだ」


「家でも身体は動かしてますよ」


「階段の上り下りは運動と言えるかどうか、微び妙みようね」


「なにか武ぶ道どうでもやったらどうだ」


　凜が口を挟はさんだ。


「肉体だけではなく、精神の鍛たん錬れんにもなる。剣けん道どうなら手伝ってやるぞ」


「いいよ。凜ちゃんが相手だと、僕ぼく、殺ころされる」


「殺す？」


　切りそろえられた前まえ髪がみの下の目が、ぎろりと動いた。


「人聞きの悪いことを言うな。それはおそらく事じ故こ死しだ」


「やっぱり死ぬんだ」


「安心しろ、精神的にも鍛えられた、真人間に生まれ変わってもらうだけだ」


「……僕は運動はいい。家にいる」


「やっぱり」


　夕菜が言い、四人はどっと笑った。


　ふと、彼女たちがうらやましくなる。屈くつ託たくのない、いい関係だった。


　心がちくりとした。


　その痛みは、自じ覚かくする寸前にフロントの声でかき消された。部屋の準じゆん備びができたらしい。玖里子と神代が向かう。


「山瀬さん、これからなにか予定はある？」


　和樹が言った。


「まだ決めてないけど……」


「じゃあ僕たちと一緒に、遊びに行かない？」


　千早は「えっ」と呟つぶやいた。心しん臓ぞうが大きく跳ねる。


「一緒に電車、乗れなかったじゃないか。今度はどう」


「前も言ったけど、妹もいるから」


「もちろん一緒でいいよ。ねえ」


　話を振られた夕菜は、大きくうなずいた。


「いいですよ。大勢で遊んだほうが、楽しいです」


「でもそれじゃ、式森君たちに悪い」


「悪くないよ」


　和樹は笑った。それから、


「でもさ、駅もそうだったんだけど、なにかあるの？」


「別に……」


　千早は言葉を濁にごす。理由がないわけではない。だがそれは、彼女にとってもっとも聞かれたくないことであった。


「じゃあいいじゃない」


「だって……」


　逡しゆん巡じゆんした。和樹も夕菜も、聞いているだけの凜まで不思議そうにしている。それはそうだろう。こんな簡単なこと、特に悩なやむまでもない。


　だが千早にとって、和樹や他の女の子たちと行動を共にすることは、とても困こん難なんなことなのだ。


（どうしよう……）


　助け船は、思わぬところからやってきた。


「お姉ちゃん！」


　神代が大声を出した。階段のところで、手て招まねきをしている。仲なか居いさんらしき中年女性が、荷物を持っていた。


「行くよ」


　千早は和樹に「じゃあこれで」と言うと、急いで神代の許もとへ走った。





　部屋は和洋室であった。寝るところはベッドだが、窓まど際ぎわは四よん畳じようほどの畳たたみになっている。仲居さんは隅すみに荷物を置くと「ごゆっくり」と告げて出ていった。


　二人は畳に座った。


　神代が茶ちや筒づつを開けて、茶ちや葉ばを急きゆう須すに入れる。千早は窓から外を眺めていた。


　宿は二ふた棟むねにわかれていた。廊ろう下かで繫つながっているが、基本的に別の建物である。窓の隅に、別棟の客室が見えていた。


　客室に人ひと影かげが映った。入室があったらしい。


「そこだよ」


　神代が急須にお湯を注そそいだ。


「え？」


「そこと隣が式森さんたちの部屋。フロントで部屋番号見た」


　妹は「お茶」と言うと、湯飲みを千早の前に置いた。


　そうなのかと千早は思った。手の届く距離ではないが、近くにいるのだ。


　でも、部屋は二つなのよねと考える。そりゃ男と女の旅行なのだから、普通は別々に寝る。ましてや和樹の性格なら、女の子と同じ部屋で寝ようなんて、絶対にしないはずだ。


　だけど女の子から迫せまったら、どうするんだろう。押しに弱いから、頼たのまれたら同じ部屋にしちゃいそうだ。女の子の頼みは断ことわらないだろうし。


　そもそもあの女の子たちは、和樹と一緒の部屋になりたいと願うんだろうか。千早は少し考え、願うかもしれないと思った。駅での会話から、それぞれ和樹に好こう意いを持っていることはうかがえた。いきなり一つ屋根の下というのも気が早いが、あるかもしれない。


　あの中で積せつ極きよく的てきなのは誰だろう。やはり風椿さんか。お姉さんタイプだし、見た目も積極そうだ。美人でスタイルもいい。式森君はあまり女性の外見に左右される性格ではないけれど、腕わん力りよくでどうにかなってしまいそう。


　小こ柄がらな女の子、神城さんはどうなんだろう。彼女は怖こわそうだ。それに潔けつ癖ぺき性しようっぽい。式森君と同じ部屋なんてことになったら、もの凄すごく怒りそうな気がする。でも二人きりになったら甘あまえるタイプかもしれない。嫌がるふりをしながら、心の中では喜よろこんでいたりして。


　それでも、一番積極的になるのは、やっぱり宮間さんなんだろう。彼女はずっと式森君のそばにいた。二人の間には垣かき根ねがなくて、なんだか夫ふう婦ふみたいだった。


　修学旅行のときもそうだ。普通の男女の仲にあるような、ちょっとした遠えん慮りよや距きよ離り感かんみたいなものがない。式森君はむしろ「距離感のなさ」に戸と惑まどっていたみたいだけど、宮間さんは感じさせなかった。


　彼女はなんだか嫉しつ妬と深そうな気はする。修学旅行で式森君と話していたら、とんでもない目つきで睨にらんでいた。清せん純じゆんなアイドルみたいな外見だけど、とても直ちよく情じよう的てきな性格みたいだ。


　でもやきもち妬やけるなんてうらやましいと思う。自分は彼氏がいない。好きな人はいても、付き合うのは、多分無理だ。ましてや宮間さんと同じ想おもい人びとなのだから。


　また胸が、ちくりとする。


　どうしても嫌な感情が湧わき上がってしまう。抑おさえてはいる。だけど二人のことを見るたびに、自分の嫉妬心を感じてしまうのだ。


　どうして式森君のそばにいるのが、自分ではないのだろうと考えてばかりいる。それは当たり前のことで、越こえなければいけないハードルを越えなかったからなのだ。文化祭のときも修学旅行のときも、チャンスはあった。逃のがしたのは他ならぬ自分なのだから。


　もちろんそんなことは分かっていた。だけど式森和樹と宮間夕菜を見るたびに胸が締めつけられる感覚が、なくなってくれないのだ。


「お茶」


　優やさしくない声こわ音ねが聞こえ、千早は現実に引き戻された。


「さめたよ」


　千早は慌てて湯飲みに口をつけた。ぬるい。


　神代は黙ってさめたお茶を捨すてると、新しく入れ直した。


　千早は小さくなった。どうにも迷めい惑わくをかけっぱなしだった。


　妹は備そなえられていたお茶菓子の包み紙を解いていた。つまらなさそうにかじる。


「お姉ちゃん、訊いていい？」


「いいけど……」


「宮間さんが、お姉ちゃんのライバルなの？」


　言葉に詰つまった。つい下を向く。


　しかし神代には返事がいらなかったらしい。


「やっぱり……」


「ライバルなんて関係じゃないよ。だって……」


　式森君は宮間さんを選えらんだから。そう言おうとしたが、神代がさえぎった。


「またうじうじする」


「…………」


「お姉ちゃん変わったよね。前はそんなんじゃなかった」


　妹は最近言い続けている台詞を口にした。


「そうかな」


「もっと前向きだったよ」


　以前の自分が前向きだったかどうかは分からない。ただ、自身の考えに沈しずむことが多くなったのは確かだ。


「いつまで悩んでるつもりなのさ」


　詰きつ問もんするような感じだった。これではどっちが年上なのだか分からない。


「ねえお姉ちゃん。忘れられないのは仕方ないって、わたしも思ったよ。前にお姉ちゃんと話して分かった。だけどさ、ずっと悩んでいるのはなんで？」


「なんでもいいじゃない」


　こんな答えしか出てこない。


「よくないよ」


「…………」


　神代は、自分の頰を手で押さえた。


「わたし、お姉ちゃんにぶたれたの覚えてる。お姉ちゃんはいつだって、他の人のことを先に考えるよね。だからなにも言わないつもりだった。お姉ちゃんのことで文もん句くは言いたくなかった。でも悩み続けてるなんて、見てらんないよ」


　声が低い。その分、感情がこもっていた。


「悩むなら忘れればいいじゃん」


「無理なこと言わないで……」


「またそんなこと言う。じゃあ忘れないでどうするつもり。ずっとそのままでいるんだ」


「……分かんない」


「わたしね、前に杜もり崎さきさんから『時間が解決する』って言われたんだ。だから待っていた。ぶたれたときに、そう決めた。お姉ちゃんのことは、お姉ちゃんにしか解決できないから、わたしはなにもできないって。でも、見てたら心配になったよ」


　神代は台詞を切った。それからうつむき加か減げんになり、ぽつりと付け加えた。


「本当に、心配なんだ」


　甘あま酸ずっぱい感覚が、喉のどの奥に広がる。


　妹の台詞は心からのものだと分かる。心の底から自分を案あんじて、心配してくれていた。見ていられないというのも、本音だ。だからこそ旅行の企画までして、気分転換をさせようとしたのだ。


　旅先で和樹たちと出会ったのは偶ぐう然ぜんだ。あるいは、意い地じ悪わるな必ひつ然ぜんだ。どうしても落ち込んでしまうが、本当はこうならないための旅だったのだ。


「ごめん、神代……」


「あやまんないで」


　妹はきっぱりと言った。


「あやまるくらいなら、どうにかしてよ」


「そうだよね……」


　いつまでもこうしてはいられないはずなのだ。時間に身を任まかせたいが、今と同じことが起こらないとは限らない。


　だけどどうしようもない。心の問題だと理解しているから、なおのこと。


「式森さんとさ、話したことある？」


「え……」


「修学旅行のあと、式森さんと話はした？　また会えばいいじゃん。会って、式森さんの本当の気持ちを確かめればいい」


「無理よ。だって……」


　式森君には、宮間さんがいる。


　神代はそれを見み透すかしたように言う。


「それがどうしたの。宮間さんって、わたし初めて会ったんだけど、可愛い人だよね。びっくりした。だけどお姉ちゃんが負けてるなんて思えない」


「な、なにを言ってるのよ」


「お姉ちゃんのほうが美人だ」


　神代は断だん言げんした。


「わたしが男ならお姉ちゃんを選ぶ。式森さんに理由を訊ききたいくらいだ。なんでお姉ちゃんじゃないんだって」


「神代、もしかして……」


　妹は式森君に食ってかかるつもりなんだろうか。反はん射しや的にそう考えたが、神代は首を振った。


「しないよ。前に止められたから。訊きたいけど黙ってる」


　ほっとしたが、彼女は即そく座ざに続けた。


「だから、お姉ちゃんが訊くんだ」


　妹は真しん剣けんだった。


　千早は絶ぜつ句くした。あまりにもはっきりした物言いに、反応すらできない。


「お姉ちゃんが自分の想いをちゃんと伝えて。そうすれば式森さんだって、なにか返してくれる。それから諦あきらめたり、奪うばったりすればいいんだ。中ちゆう途と半はん端ぱだからいつまでも悩んでいるんだよ」


「だけど……」


「だけどじゃない。しなきゃ駄目だ。わたしの知ってるお姉ちゃんはもっと積せつ極きよく的で、前向きだったよ。いつもそうだったじゃない。どうして同じことができないのさ」


　そうなのだろう。しないより、したほうがいいはずだ。妹の言うことに間違いはない。どんなに精神力が必要だとしてもだ。


　告白するべきだ。


　修学旅行で、言いかけたことはある。思えばあのときが一番勇ゆう気きがあった。だけどあそこですら、ちゃんと伝えてはいなかったのだ。


　プレゼントを渡そうと思ったこともある。夢の中で告げようと思ったこともある。どれもうまくいっていない。


　今度はできるのだろうか。


　自信は、ない。


「ね……あたしやっぱり」


「また！」


　激げつ高こうする神代。その時。


　不ふ意いに、呼び出し音が鳴った。


　部屋に備えつけの電話だった。短い電でん子し音おんを何度も繰り返している。


　千早は受話器に手を伸ばした。





　　　　○





　和樹たちはエレベーターで昇のぼり、渡り廊下を歩いて別館まで案内された。仲居さんによると、去年できたばかりの建物だということだった。


　室内は新しく、床も壁も新品同様だった。和室だったので、畳たたみの匂においまでしそうであった。


「いい感じの部屋ね」


　玖里子が真っ先に上がり、窓を開ける。さわやかな風が流れ込んだ。


「あたし洋室が好きなんだけど、和室も悪くないわ」


「山が見えますね」


　夕菜も外を眺めた。


「左のほうは森みたいです。散歩してみたい」


「あっちにも名めい跡せきがあるんじゃなかったかしら」


　夕菜と玖里子は、そんな話をし続けた。凜は黙ってお茶の準備をしている。


　和樹は女の子の荷物を置いた。


「僕は隣に行ってますよ」


「じゃあわたしも行きます」


「……え？　僕が泊とまるんだけど」


「ですから、わたしも行きます」


　夕菜はきょとんとしていた。


「わたしと和樹さんは同じ部屋ですよ」


「誰が決めたの」


「わたしです」


「ちょっと待った。それは……おかしくない？」


　和樹は確認するように続けた。


「そうなると男と女が一緒の部屋で寝ることになるわけで……」


「わたしだからいいじゃないですか」


「いや……まずい」


　夕菜の顔つきが、すうっと変わる。


「あー、和樹さんはわたしのことが嫌いなんだ」


「そうじゃなくて」


「あたしのことが好きなのよね」


　玖里子が口を出し、和樹の腕を取った。


「さあ、あたしと一緒に行きましょうね。夕菜ちゃん抜きで、二人だけの愛あいの巣すを作りましょ」


「玖里子さん、こんなとこまで来て邪じや魔まはなしです」


「失しつ礼れいね。いつも邪魔してるわよ」


「そんなことばっかり」


　ややトゲのある口調で言い返す夕菜。わざとらしく和樹に腕を絡からませる玖里子。


　言い合う二人をしり目に、凜が荷物を抱かかえた。


「……ちょっと凜さん、荷物もってどこ行く気です」


「いえ、別に……」


「凜さんまで、すぐそうやって抜ぬけ駆がけする」


　夕菜の髪かみの毛がぴょんと立った。


「ぬ、抜け駆けとはなんです。荷物を手にするのが犯はん罪ざい行こう為いだとでも言うのですか」


「どうせ和樹さんと一緒に泊まろうとしたくせに」


「こっ、これはたまたまです。私の荷物が隣室にあっても……それほど不自然ではなく……」


「やーっぱり。最近の凜さんは油ゆ断だんできません」


「失礼な。私は夕菜さんのように、式森とべたべたするような人間ではありません。ましてや男と同どう衾きんなどと……」


「同衾なんて、難むずかしい言葉使いますね。でも和樹さんと一緒にいたいんでしょ」


　夕菜がなにか言うたびに、髪の毛の先がちかちかした。精せい霊れいが騒いでいるのだ。


　ただし、いつものように火の玉になったりはしない。怒りのゲージがそれほど上がっていないのだ。むしろ夕菜はこの状況を楽しんでいるように感じられた。


「和樹さんとペアなのはわたしなんですから。ね。和樹さん」


　背はい後ごから抱きついてきた。


「こら夕菜ちゃん、近寄りすぎ」


「いかがわしい」


　玖里子と凜が指し摘てきをする。二人も怒った口調ではなかった。


「早い者勝ちです」


　ぺろっと舌したを出す夕菜。残された二人が、一いつ斉せいに文句を言い出した。


　言い争いというよりは、はしゃいでいる三人を見ていると、ふと別の感情が湧わいてくる。


　いつもこんなことばかりで疲れもあるが、同時に心が柔やわらかくなるような、ゆったりとした気分になれる。これはこれで「楽しい」ことなのだ。縁えんもゆかりもないはずだった十代の少年少女が、こうしてつきあい、高校生活をすごしている。夕菜や玖里子さん、凜ちゃんとそれに舞穂ちゃんとは、ずっとこんな感じで関係していくのだろう。きっとこれが青春なのだろうと。


　なんだかんだで、「和樹は一人。女の子三人が同じ部屋」と決まった。「どの女の子とも同じ距離を取るように」すると、必ひつ然ぜん的にこうなる。要するに最初に和樹が主張していたことと同じだった。


　和樹は鍵かぎを受け取り、荷物を隣の部屋に置いた。こっちは和室だった。


　なにかあると困るのですぐに戻ったが、騒動はとっくに収まって、三人はお茶なんぞを飲んでいた。楽しげに騒いでいたものだから、終わるのも早い。和樹もテーブルの角のあたりに座った。


　夕菜が観光用のチラシをチェックしていた。部屋に備えつけられているものである。


「一休みしたら、どこかに行きましょう」


「暗くならないうちに行くか」


　玖里子が茶菓子をかじった。


　凜は二色刷ずりのチラシを読んでいた。観光用と違い、写真はなく文字が多い。土地の民話や伝説について解説されていた。


「この滝が面白そうですね」


　彼女は遠えん視し用の眼鏡めがねをかけながら言った。


「江戸時代から、霊れい験げんあらたかな滝として有名だったそうです。霊験よりは、奇き妙みような伝説ばかりですが」


「えーと、ここですね」


　夕菜がチラシに描かいてある地図を指さす。


「幽ゆう玄げんの滝って書いてあります」


「名前ほど上じよう品ひんで優やさしくはないみたいです。江戸時代に、悪あく霊りように騙だまされた男女が滝壺つぼに飛び込んで自じ殺さつし、それ以来有名になったとか」


「え？　人が死んだところ観に行くの？」


　玖里子が顔をしかめる。


「いえ。死んだは死んだのですが、別の世界で幸せに暮くらしたという落ちです。それ以来、恋こい仲なかになった男女がここを訪おとずれることが多くなったとか」


「それいいですね。和樹さん、観に行きましょう」


　夕菜が手を合わせる。


「恋仲なんですから行かないと」


　少し訂てい正せいしたい気分になったが、和樹はなにも言わないことにした。


「じゃ、そこにするわね。他にも色々観て歩くってことで」


　玖里子がお茶を飲み干した。


　とりあえず四人は外出の仕し度たくをする。といっても、財さい布ふの確認をするくらい。


　夕菜がふと気づいたように、


「山瀬さんたち誘さそわないと」


　電話に近寄る。千早たちの部屋番号は、玖里子が記憶していた。


「あの妹さん、可愛かったわね」


　玖里子が言った。彼女が初対面の同性を褒ほめるのは珍しい。それだけ印いん象しように残ったのだろう。


「美人姉し妹まいよね。和樹は一年のときから知ってた？」


「山瀬さんしか知りませんよ」


「そうなの。なんかあたしは、顔に見覚えがあるのよねえ」


　和樹は神代に会ったことすら、今日が初めてだった。


「だけど僕のことを睨にらんでませんでした？」


「そうだった？」


「そういえば、和樹さんのことじっと見てましたね。なにかしたんですか」


　和樹は夕菜の言葉に、慌てて首を振る。


「してないしてない。初めて会ったんだから」


「そうですよね」


　夕菜も不思議そうにしていた。それから小さい声で、


「山瀬さんと仲が悪いのかな……」


「誘わないの？」


「いけない」


　彼女は受じゆ話わ器きを取って、内線のボタンを押した。





　千早は受話器を耳に当てた。夕菜の声がした。


（山瀬さん。遊びに行きませんか？）


「え……」


（ロビーで、和樹さんが言ったじゃないですか。わたしたち、これから出かけるんです）


　ほんの少しだけ、千早は沈黙した。


　あそこでは返事を濁にごした。千早はやんわり断ことわったつもりだったが、ただの遠えん慮りよと受け取られたようだ。


　遠慮は遠慮だ。それも、あまりいい意味ではない。どうにもぎくしゃくして、身の置き所がなくなってしまうような気がするのだ。自分の問題なのだが。


「ごめんなさい宮間さん。あたしやっぱり……」


　突然、受話器が奪うばい取られた。


　神代が千早に背を向け、送話口を手で覆おおった。


「わたし、妹の神代です。あの、一緒に行きますから。はい……はい……はい。すぐに」


　そして千早に渡さないようにして、電話を切る。


「神代、どうして」


「どうしてじゃない。お姉ちゃん、これ逃したら、もうチャンスはないかもしれないんだよ」


「だからって……」


「このままだとお姉ちゃん苦しむだけだ。そんなの絶対駄目。今日、決着つけてよ。式森さんにちゃんと訊いて」


「…………」


「やるんだよ、お姉ちゃん」


　妹の台詞に、千早はなにも言えなかった。





　　　　○





　ロビーで和樹たちは待っていた。楽しそうに話をしている。千早と神代がやって来たとき、真っ先に気づいて手を振ったのは夕菜だった。


「こっちです」


　千早より先に、神代が頭を下げた。


「ごめんなさい。お待たせしました」


　夕菜は若じやつ干かん戸と惑まどう仕し草ぐさを見せた。


　六人は、玖里子を先頭にして水郷庵を出た。歩道に出て、すぐ右に折おれる。そこからは緩ゆるやかな上り坂になっていた。


　小高い丘おかへ向かっていた。


「こっちが景け色しきいいらしいんです。森の中に入りますから、きっと空気もいいですよ」


　夕菜が説明してくれた。


　しばらく歩くと、舗ほ装そうされた観光道になる。ところどころに民家があって、その間を背の高い針しん葉よう樹じゆと広こう葉よう樹じゆが埋うめていた。


　かすかな風がオゾンを運はこんでくる。確かに空気がいい。精神が洗あらわれるみたい。森しん林りん浴よくというやつだ。


「どこまで行くの？」


「もう少し上です。展てん望ぼう台だいがあるんですって」


　徐々に道が急になる。


　本格的な登山道ではないから、それほど辛つらくはない。女の子たちは平気で登っている。むしろ和樹の息があがっていて、汗あせまでかいていた。


　千早はハンカチを取りだした。


「和樹さんったら、もう疲つかれたんですか？」


　夕菜が、和樹の額ひたいの汗を拭ふいた。


「い、いいよ夕菜」


「駄目です。少しじっとしててください」


　和樹は困ったような感じだったが、夕菜は嬉しそうに世話を焼いていた。


　千早は黙ってハンカチをしまった。


　家の数が少なくなった。ぽつりぽつりとあるが、ただの民家で土産物屋のたぐいではない。一軒だけ、中ちゆう華か料りよう理り屋がある。


　その隣、店の看板の真下に、テーブルが出ていた。


（あ……）


　千早は喉のどの奥で声を上げた。


　テーブルのところに、男が座っていた。さほど寒くもないのに頭からフードをかぶり、身じろぎもせずに座っている。


　駅で見た占い師だ。


　どうしてここにいるのかは分からない。こんなところに客が来るとも思えない。だけど男は通り道で、まるで千早を待っているかのようだった。


　フードの下の目は、こっちを見てはいない。だが彼女は、注ちゆう視しされていると思った。明らかに自分をとらえていた。


　先頭の玖里子は気にしていない。いや、気づいていないのか。空気と同様に扱あつかっていた。


　彼女が占い師の横を通り過ぎる。続いて凜。和樹、夕菜。


　神代は小走りだった。千早は心臓の鼓こ動どうを耳にしながら、歩いていく。


　占い師の真横に来た。


　一瞬、視線が全身に絡からみついた。


（……！）


　千早は駆かけだした。


　和樹たちを搔かき分けるようにして走り、玖里子を抜いて先頭に出る。


　膝ひざをついた。息が荒くなっていた。


　意い識しきしたわけではない。視線を感じた瞬間、足が動きだしたのだ。身体が勝手に反応していた。なんでこんなに拒きよ否ひ反応を示しめしたのかは分からない。


「山瀬さん、どうしたんです？」


　夕菜が声をかけた。


「え……あ」


「いきなり走り出すなんて、びっくりしちゃいました。なにかあったんですか？」


「なにかって……」


　千早は恐る恐る振り返る。


　占い師はいなかった。駅のときと同じだ。


「山瀬さん？」


「あ……ごめんなさい。なんでもないから」


「そうですか。なにかあったなら……」


「ほんとになんでもない。驚かせちゃってごめんね」


　彼女は無理に笑顔を作った。





　丘の上からは、周囲が見渡せるようになっていた。パンフレットに展望台と書いてあるのはひいき目がすぎるが、眺ちよう望ぼうは確かによかった。


　休きゆう憩けい用のベンチが設せつ置ちされている。めいめい腰を下ろした。


「んー、いい天気」


　玖里子が両りよう腕うでを伸のばした。頭上は見み事ごとな青空と太陽。柔らかい日光なので、暑くもなければ寒くもない。絶ぜつ好こうのピクニック日和びよりだった。


「自然はいいものです」


　凜も同意していた。素す振ぶりがしたくなったのか、ときおり腕を軽く動かしている。


　眼下には町並みが広がっている。それほど人口の多い町ではないから、建物もささやかなものだ。そこがまた味であった。


「ほらほら和樹さん、わたしたちが駅から歩いてきた道が見えますよ」


　夕菜が指でさし示す。


「んー」


　和樹は気のない返事をしていた。


「またそんな。疲れすぎです」


「坂道好きじゃないんだ」


「平らな道も好きじゃないですよね」


　言葉のわりには夕菜は怒っていない。むしろにこにこしていた。


「一年生のときの和樹さんって、どうだったんですか？」


　不意に訊かれ、千早はやや戸惑った。


「ん……と、あんまり変わんないんじゃないかな。もっと瘦やせてたかもしれないけど」


「やっぱり運動苦にが手てでした？」


「そうだね。得意だって言ってなかった」


「変わってないですね」


　夕菜が笑う。


「今みたいに無む趣しゆ味みだったんですか」


「そこまで分かんない。あたし、話したのは文ぶん化か祭さいだけだったから」


　正確な表現ではない。千早は和樹のことをよく知っていた。彼のことをなんでも知りたかったのだから。


「でも、今の式森君は、前よりもたくましくなったと思うよ。駅でも思った」


「ほら和樹さん。褒められてますよ」


　夕菜が和樹をつつく。


「え、僕のこと？」


「そうですよ」


「そうだよ。式森君を褒めた」


「びっくりした」


　和樹は照れながら言った。こういうところも、変わっていなかった。


「いいですね、山瀬さんは昔の和樹さんを知っていて」


「……そうかな」


「そうですよ。わたしは二年生になってから転てん校こうしてきましたから。今の和樹さんしか知らなくて……ずっと昔は知ってるんですけど」


　夕菜はにこりとした。


「山瀬さんがうらやましいです」


　そんなことないよと千早は思った。思い出は色いろ濃こく残っているけれど、しょせんは過去の出来事だ。同じ時間を過ごしたかった。


　和樹と夕菜は並んで座っている。千早は少し離れたところの草の上に、直接腰を下ろしていた。二人をやや見上げる格好になっている。


　まぶしくて直視できないのは、日光の仕し業わざではない。


　似合いの二人だ。いや、むしろ自然と言うべきか。そうしているのが当たり前のようにも見える。


「山瀬さんは、和樹さんと遊んだりしてました？」


「できなかったよ。クラス違ったから。文化祭のときは毎日一緒だったけど」


「聞いたことあります。大変だったんですよね」


「でも面おも白しろかった。あんなこと、もう二度とないと思う」


「そんなことないですよ」


　あればいいけど、そうもいかないだろう。これだけ住む距離が離れていれば、和樹と出会えるだけで幸こう運うんなのだ。


　葵学園は全ぜん寮りよう制せいだから引っ越しについていかない選せん択たく肢しも当然あった。しかし、残ったところで同じ状況になった気がする。ようは、和樹になにも伝えられなかったことが問題なのだから。


　和樹と夕菜はなにか別の話題で盛り上がっていた。学校の話らしい。千早にはもう関係のない世界。


　伝えていれば、自分があの場所にいることもあったのだろう。


　妹に「はっきり式森さんに訊いて」と言われている。和樹の気持ちを訊く。自分の想いを伝える。そうすれば、なにかが起こる。


　確かになにかが起きるだろう。でも、そんなことできるのだろうか。


　一度失敗した自分に、その勇ゆう気きがあるのだろうか。


（……そんな必要はない）


　はっとして、振り向いた。


　誰もいない。すぐ近く、耳元で囁ささやき声が聞こえたのに、姿はなかった。和樹と夕菜は互たがいに喋っていて、玖里子と凜はガイド片手になにか調べている。神代はぼんやり遠くを眺めていた。


（逡しゆん巡じゆんするのならそれでかまわぬ。決めることはないのだ）


　また聞こえた。


　なんなのと千早は呟いた。誰か乾かわいた男の声で、自分に語りかけている。


（お前はなにもせずともよい。全ては我われによってかなえられる）


「な……なに」


（悪くない話だ……）


「だから、なんなの。誰なの」


（任まかせるのだ。任せておけ……）


　声がしなくなった。


　今度は振り返らない。どうせ誰もいないだろう。


　少し、身体が震ふるえた。


　恐怖よりも困こん惑わくが先に来る。なにがなんだか、まったく分からなかった。なんの前まえ触ぶれもなく男が語りかけ、消えた。台詞の中身も、雲を摑つかむようなことだ。


　奇き妙みようすぎて、整理するのも難しい。なんだったのだろう。


「山瀬さん、いいですか」


「え……」


　いつの間にか、夕菜がそばにいた。


「ごめんなさい。邪じや魔ましちゃいました？」


「あ……そんなことないよ。ごめん」


「ここを下りたところにお店があるんですって。そこに行きませんかって」


　玖里子がパンフレットを片手に近寄ってくる。


「喫茶店なんだけどね。ここでぼんやりしてるのもいいけど、飲み物もなにもないじゃない。店に入ろうかと思ってるんだけど、どう？」


「は……はい。いいです」


「……なにかあったんですか？」


　夕菜が覗のぞき込むように訊いた。


「なんでもないから」


　説明はしなかった。あんなこと、うまく話せるわけがない。


「さ、行こう」


　玖里子がさっさと歩き出す。


　千早はさっきの出来事を、忘れるようにした。





　　　　○





　来たときと反対側の道を下ると、広い道路に出た。


　交こう差さ点てんを左に曲まがり、少し歩く。やがて目当ての喫茶店が見えた。ログハウス風の造りだった。


　扉とびらを開けるとカウベルが軽けい快かいな音を立てた。


　やって来たウェイトレスに、玖里子が人数を告げる。窓まど際ぎわの大きなテーブルに案内された。すぐに水が運はこばれる。


　メニューは豊ほう富ふだった。酒さけ類るいまで充じゆう実じつしている。注文は玖里子がコロンビア。凜がほうじ茶。夕菜がグレープフルーツジュースで、和樹は烏龍ウーロン茶ちや。


　神代のジンジャーエールと千早のアッサムティーを伝でん票ぴように書き込み、ウェイトレスは奥に引っ込んだ。


　人ひと心ごこ地ちがついて、力が抜ぬけた。千早は氷水の入ったコップに口をつけた。


「これからどこに行くんですか」


　神代が訊いた。


「ごめん、話してなかったわね。滝を観に行こうってことになってたのよ」


　玖里子が返事をする。


「ここ真っ直ぐ行って、森を抜けたあたりにあるのよ。名所なんだって。水も飲めるらしいわよ」


「へえ。詳くわしいんですね」


「パンフに書いてあっただけ」


　玖里子は苦く笑しようする。凜が黙って、神代にパンフレットを渡した。


　神代はざっと眺ながめるだけにしていた。


　玖里子がその横顔を見ながら、


「神代ちゃん、お姉さんのいっこ下だっけ」


「はい……」


「ああごめん。ちゃんづけで呼んじゃった」


「いいです。いま、高一です」


「凜と同じね」


　神代がちらりと目を動かす。凜は真横に座っていた。


「あなたたち、なんか似てるわね」


「そうなんですか」


「なんとなくだけどね」


　それは千早も感じていた。顔は似ていないが、性格というか心の中のものが似ているのだ。ある種の純じゆん粋すいさがある。


「男、いる？」


「えっ……」


　神代の顔が朱しゆ色いろになった。玖里子はにやにやしている。


「男よ男」


「い、いません」


「ふーん。そう見えないけどね」


「わたし、そういうのに縁がなくて」


「神代ちゃんも、お姉さんに似て可愛かわいいのに」


「わたしは本当にいないんですけど……」


　神代が千早の方を向いた。


「あっ、あたしもいない……けど」


　千早は慌ててアッサムティーを飲み込んだ。


「でもお姉ちゃん、好きな人はいるよね」


「かっ、神代」


　皆の視し線せんが集中する。


　玖里子と凜だけではなく、和樹、夕菜も興きよう味み深そうだ。全員好こう奇き心しんを持っていた。


「山瀬さん、好きな人がいるんだ」


　和樹に言われた。よりによって、一番きかれたくない人だ。


　なんて返事をすればいいのだろう。


「お姉ちゃんは、ずっと前から好きな人が──」


「い……いないの。好きな人」


　千早は神代の台詞をさえぎった。


「前はいたんだけど、今はちょっと疎そ遠えんになっちゃって。嫌いになったんじゃないんだよ。でも色々あって。それに、その男の子もあたしのこと、覚えてないと思うから……」


「ふーん」と和樹。玖里子と凜は「そうなんだ」と言った。夕菜だけは複雑な表情をしている。


「残念だね。山瀬さんが好きになるなんて、その人は凄すごい幸こう運うんなのに」
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　この男の鈍にぶさはどうしたものだろう。しかしとっさに噓うそをついてしまった千早としては、怒る気になれない。


　こんなところで告白なんてとても無理だが、ごまかす必要もなかったはずだ。どうして普通にできないんだろう。嫌になってくる。


　千早は「ちょっとごめん」と告げて立ち上がった。


　トイレというより、洗せん面めん台だいが必要だった。冷たい水で、顔を濡ぬらしたかったのだ。


　ウェイトレスに案内をしてもらう。きちんと清せい掃そうされていて清せい潔けつだった。大きな鏡かがみもついている。


　しょぼくれた自分の顔は見ずに、水の栓せんを開ける。


　勢いよく顔面を濡らした。


　何回か水をかけ、心を落ち着かせる。なんだか体育会系な気持ちの整ととのえ方だった。テニスをやっているから、間違ってはいない。


　ハンドタオルで顔を拭き、鏡を見る。


　真横に誰かいた。


　驚きよう愕がくして横を向く。いない。自分は一人なのに、鏡では男が隣に立っている。


　あの男だった。フードをかぶった占い師。鏡の中に存在していた。


（どうした……）


　展望台の囁きと、まったく同じ声だった。


（決心はついたか）


　どことなく、楽しそうな響ひびきがある。そのくせ表情はマネキンのように硬かたい。


　千早は動かなかった。動けなかったというのが正しい。道で遭遇したときと違い、逃げ出すことも、大声を出すこともできず、ただそこにいた。


「だ……誰なの、あなた……」


（そんなことはどうでもいい。またためらったのだろう）


　さっきの会話のことだ。


（お前はそうやって、自分で自分の芽めを潰つぶしている……）


　縁のなかったはずの占い師に、見み透すかされている。驚きよりも、台詞の正しさに千早は反発もできない。


「そ……それが……なに」


（あの男に期待はするな。お前がなにかしてもらえることはない）


「…………」


（男のことはお前も知っていよう。待っていても報むくわれぬぞ）


　否定できないのが悲しい。あの鈍さは筋すじ金がね入りだ。


（たとえ気づかれたところで、どうにもならんぞ。知っておろう。男のそばには、あの女がいる）


　千早は唇くちびるを嚙かみしめた。


　そうなのだ。どれだけ想ったところで、厳げん然ぜんとした壁が存在する。千早に諦あきらめさせてしまう存在が。


　和樹には夕菜がいた。


　あの美少女がいる。和樹は意識してないかもしれないが、夕菜は必ずそばにいる。絶対に。姿は見せなくても、彼の意識には彼女の場所があるのだ。


　千早はそれを、修学旅行でも、プレゼントでも、夢の中ですら味わった。


（分かっているようだな）


「だから……なんだって言うのよ」


　ようやく千早は反はん論ろんした。


「式森君と宮間さんは、お似合いじゃない。あたしが邪魔をできるわけない」


（己おのれを欺あざむくことはない）


「欺いてない……」


　どうしても声が小さくなる。


（無理をするな。知っているぞ、お前はずっと心を塞ふさいできた。己の感情から目を背そむけ、考えぬようにしていた。それが辛つらいのだろう。先送りにするたびに、傷きずついているのだろう）


　ついに千早はなにも言えなくなった。


　男が笑った。


（だが、我がお前の願いをかなえてやろう）


　千早は耳を疑うたがった。


（望み通りにしてやる。あの男はお前のものになる）


　占い師はなにを言っているのだろう。式森君が、あたしのものに？


（お前はなにもしなくていい。そのままでいればいい。自然と男のそばにお前がいるようになる）


「そんなの……信じられない」


（信じろ。悪い話ではあるまい。どうだ）


　口の中が乾いた。男の台詞が渦うずを巻き、頭の中を走っている。様々な感情が交こう錯さくしていた。


「そんな……そんなの噓よ」


　なんとか千早は言った。


「式森君が……あたしの……そんなことあるわけない。それに、そんなことしたら宮間さんはどうなるの。可か哀わい想そうじゃない。あたし、そんなの望んでない」


（己を欺くなと言っただろう）


　男は千早の台詞なぞ、少しも意に介かいしてない様子だった。


（他の女のことなぞ気にしてどうする？　お前はお前のことだけを考えていればいい。分かっているぞ。今、心が動いたな）


「なっ……」


（我の言葉を信じようとしたな）


　今度こそ、千早は絶ぜつ句くした。


　そうなのだ。男の提てい案あんを聞いた途と端たん、かすかだが心の奥底が動どう揺ようした。信じたくなった。魅み力りよく的に感じたのだ。


　千早は人の気持ちをなによりも大事にする。だから他人の不ふ幸しあわせを見たくはない。ずっとそうだった。


　だが、それでもなお、魅力的だったのだ。


「駄目よ……それ」


（大丈夫だ）


「駄目に決まってるよ。それに、式森君があたしを好きになってくれるだけじゃなくて、なにかあるに決まってる」


　男の喉が動いた。


（賢かしこい娘むすめだ。取引はさせてもらう）


「ほら……」


（なにかを得るものはなにかを失う。だが、それはお前のことではない。お前はなにも失わない。別のものから、もらう）


「なに、それ」


（幸しあわせだ）


　占い師は、あくまで無表情だった。


（幸こう福ふくをもらう。我はそれを喰くらって生きる）


「どういうこと……」


（考えるな。己の利り益えきのみを追え。そして、承しよう諾だくしろ）


「だ、駄目よ……」


（たった一度、うなずけばよい。さすれば、契けい約やくはなる）


　心臓が高鳴った。理り性せいは拒きよ絶ぜつしているが、甘かん美びな囁ささやきだと感じていた。なんど願っても届かなかったものが、すぐそこにあるような気がしていた。


（うなずけ。己の欲望を認めろ）


「嫌……嫌……」


（うなずくのだ……）


「嫌だ……嫌！」


　意識を強くしようとした。占い師の台詞にのせられまいと。


　それにつれて、鏡の中のフード姿が遠ざっていく。重苦しい気け配はいも徐々に薄れていく。


　だが声だけは残る。


（我は常にそばにいる……）


「嫌だよ……」


（待ってるぞ……）


　男が消えた。


　千早は大きく息をつき、洗面台に手をついた。そうしてないと、倒れてしまいそうだった。


　気分が悪い。吐はきたかった。あの声が、耳の奥にこびりついて離れない。


（なんで……こんなことが……）


　分からなかった。


「……なにしてるの、お姉ちゃん」


　洗面所の扉を、神代が開けたところだった。


「凄く気分悪そうだよ。平気？」


「……多分ね」


「あのね、もう店を出るって。滝を観に行くから」


「すぐ戻るよ。先行ってて」


　千早はそれだけ言って神代を遠ざけると、蛇じや口ぐちの栓せんをひねった。
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　店を出て、またしばらく歩いた。森へ入る。


　森といっても、鬱うつ蒼そうとしているわけではない。むしろ林に近く、観光道も整備されている。ところどころに標ひよう識しきも立っていた。


「この町は、幽玄の滝を観光の目玉にするみたいですね」


　凜がチラシを見ながら喋った。宿から持ってきたやつだ。


「周りに古くからのほこらとかもあるようですから、一緒に整備したようです」


「ほこらなんて、なにかを祀まつってるんですか」


「祀ってはないみたいですね。むしろ、鎮しずめるために建たてたと書いてあります。土地を荒らしていた悪霊を退たい治じした際、復活しないようほこらで封ふうじたんだそうです」


「ホラーの世界みたい」


　夕菜は「面白いことを聞きました」と言いたげだった。


「ですね」


　凜はうなずいた。


　だんだんと樹木の数が増える。道も細くなってきた。


「もうちょいかな」


　玖里子が、凜のチラシを横から眺めた。


「そろそろさっきのほこらです。そこを過ぎてから幽玄の滝です」


　また歩き続けた。


　例によって和樹が顎あごを出しつつあったが、女の子たちは平然としていた。老人にも優しいように作られた道なのだ。


　やがて、分かれ道に出た。


　それまでの一本道が、左右に分ぶん岐きしている。右は緩ゆるやかな上り、左は下りだった。


「この道、地図にありませんが」


　凜がチラシの両面を確かめた。


「最近になってできたんでしょ。まだ整備してるみたいだから」


　玖里子が先を眺めながら言う。


「どちらにしますか」


「どっちでも同じじゃないの」


　千早は会話をぼんやり聞いていた。ふと、服の袖そでが引っ張られる。神代だった。


（お姉ちゃん）


　やけに小さな声。


（出かける前にわたしが言ったこと、覚えてるよね）


　忘れたかったが、あいにく記憶していた。


（なに、こんなところで）


（こんなところでじゃないよ。今がチャンスなんだから）


（チャンスって……？）


（わたしがなんとかするから、お姉ちゃんもちゃんと伝えるんだよ）


　神代はそれだけ言うと、玖里子の許に駆け寄った。


「風椿さん。どっちに行くか決めました？」


「まだ。どっちでもいいんだけど」


「じゃあ、二手に分かれませんか？」


　いたずらっぽく神代が言う。


「右でも左でも同じみたいですから、分かれて歩いて、あとで合流しましょう」


「いいわよ」


「それじゃジャンケンしますね。集まってください」


　全員輪わになった。神代が「せーの」と声を出す。


　次の瞬しゆん間かん、神代の指先が妙みような動き方をした。千早にしか分からなかったが、これは魔ま法ほうを使うときの妹の癖くせだった。


　千早がなにか言う前に、じゃんけんは終わって組分けが決まった。


　右は夕菜、玖里子、凜、神代。


　左は千早、和樹。


「わたし和樹さんと別の道なんですか」


　夕菜が口を尖とがらせる。


「決まったんですから、わたしと一緒に行ってください」


　神代はうながすように言う。


「分かりました……。合流場所はあるんですよね」


「さっきのほこらがこの先のはずですから、そこで待ち合わせればいいのでは」


　凜が答えた。


「じゃあ行こうか」


　例によって玖里子が先頭を進む。神代は別れる前に、千早に囁いた。


（ちゃんとやるんだよ）


　返事をする前に、妹は行ってしまった。


　千早と和樹は取り残される形になった。


「行っちゃったね」


「うん……ごめんね、式森君」


「……なんであやまるの？」


「神代のこと、あやまんなきゃいけないんだと思う。じゃ、あたしたちも行こ」


　二人は歩き出した。
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　道は上りといっても緩やかで、平へい坦たんといってもいいくらいだった。整備されて間もないので、歩きやすい。


　景色も悪くなかった。おそらく、どちらの道でも観光できるようにしてあるのだろう。風通しもよく、涼すずしい。


　二人ずつ並ぶ形になっていた。玖里子と凜が先を歩いて、その後ろに夕菜と神代。


　これは神代にとって、好こう都つ合ごうだった。訊きたいことは、たくさんある。


「宮間さん、いいですか」


「なんでしょう」


「その……お姉ちゃんのことなんですけど、どう思ってますか」


　夕菜は、やや困ったような笑えみを浮かべていた。


「綺き麗れいな人だなって思ってますよ。お姉さん、美人ですよね」


「そうじゃなくて……性格とかのことです」


「それは……わたしも、山瀬さんとそれほど親したしいわけじゃありませんから」


「会ったことなかったんですか」


「初めて知り合ったのは、修学旅行のときなんです」


　神代は身体を硬くした。京都の修学旅行のことは、姉の口からも何度か出た。机つくえに飾かざってある写真もそのときのだ。


「和樹さんと古くからの知り合いみたいで、とても親しそうに見えました。うらやましかったですよ」


　ちろっと舌を出す。


「わたし、ひがんじゃいましたから」


　なんとなく理解できた。


「和樹さんもなんかでれでれしてるもんだから、わたしも怒ったりして。でも山瀬さんはとても余裕があるように見えたんですよね。和樹さんのことが全部分かっているみたいでした」


　あの姉のことだ。好きな男のことならなんだって知ってるはずだ。どこまでも一いち途ずなのだから。


「それで、修学旅行中に怖い目に遭あったりして……大変でしたけど、いい思い出です」


「お姉ちゃんは、宮間さんとどんな話してたんですか」


「変わった話はないですよ。でも、そうですね、帰り際ぎわはなんだか寂さびしそうでした」


　神代は、少し夕菜に近寄った。


「どうして……？」


「わたしも分からないんです。山瀬さんと和樹さん、怖い目に遭う前に、二人で話してたみたいなんですけど……」


　やっぱりだ、と神代は思った。姉はそこで告白するつもりだったのだ。


　そこで振られた。いや、違う。はっきり振られたのなら、こんなにいつまでも引きずっていない。おそらく言いそびれたのだろう。


　そこでチャンスを逃のがした。もしかしたら、彼の気持ちをどこかで察さつしたのかもしれない。


　だったら、ここでまた告白すればいい。これを逃したらまた離ればなれだ。あとで悩むくらいなら、今決心してほしい。


　横目で夕菜を見る。可愛い人だ。姉の方が美人だと言い切ったけど、アイドルみたいな顔立ちに、男が引かれるのは当然かもしれない。


　だけど姉には負まけて欲ほしくない。ここでどうにかして欲しかった。


　そのために、二人きりにしてあげたのだ。


（そろそろ決心したよね……）


　そのとき、玖里子が声を上げた。


「あら。ここにあるの？」


　眼前にほこらが建っていた。立て看かん板ばんも設置されており、「悪霊を封じるために建てられた」と由来が記してある。


「これ、合流の目印にしようとしてたほこらですね……地図には載のってないのですが」


　凜が呟く。


「描かいてないの？」


「ええ。別の場所にあったはずです」


　チラシを見せた。たしかに、もっと先に矢印がしてある。


「移い築ちくしたみたいですね……」


「じゃあ和樹たちどーしてんの」


　玖里子が眉まゆを顰ひそめる。


「もしかして、道に迷ってんじゃない？　一本道だといいんだけど」


　その保証はない。現にほこらがここにあったのだ。


「捜さがしに行きます！」


　夕菜が駆けだした。
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　千早は「式森君、体力大丈夫かな」と考えていたが、極きよく端たんに疲つかれてはいなさそうだった。そもそも十代で、しょっちゅう消しよう耗もうしたりはしない。


　道はかなり狭せまかった。二人並んでぎりぎりの幅だ。


　その分、千早は和樹とくっつくことができた。自分でもせこい幸福だと思うけれど、少しだけ妹に感謝した。


　ひとけはない。歩いているのは自分たちだけだった。おかげで静かだった。


　もっとも、こっちの会話もあまりない。


　いざ二人きりになったら、話題を思いつかないのだ。いつぞやの夢の中では大だい胆たんになれたが、現実だとどうしても躊ちゆう躇ちよする。


「ねえ式森君。朝はなにを食べた？」


「パンだけど」


「あたしはご飯はん」


　馬ば鹿かな会話だと思う。きっと緊きん張ちようしているせいだ。


　仕方がないので、しばらくそのまま進んだ。


　道が悪くなってきた。整備が行き届いてないのかもしれない。でこぼこが大きい。


　つられるようにして、鼓こ動どうまで大きくなってくる。


　神代のおかげで和樹と二人だけになれた。これを生かすべきだというのは理解している。


　しかし、「はいそうですか」とやるのは難しい。心の問題だけあって、どうしても決心がつかない。


　息を吸すった。気持ちを落ち着かせた。なるべくさりげなさを装よそおう。


「ねえ式森君」


「なに。また朝ご飯の話？」


「違うよ。あのね……えっと」


　緊張が顔を出した。


「式森君……宮間さんといたかった？」


　自分をひっぱたきたくなった。なんてことを訊いてるんだ。


「いや、んー、そんなこともないけど」


「でも宮間さんは、一緒にいたかったって思ってるよ」


「そうなのかな」


　和樹が照れたようになった。


「うん。あたし、宮間さんに悪いことしたって思ってるんだ。妹が強ごう引いんに言い出して、こんなことになっちゃって」


「気にすることないんじゃない」


「でも、宮間さん怒りっぽそうだから」


「夕菜は神代ちゃんには怒らないよ。怒られるなら、僕になるから」


「そうなの？」


「そうなんだよ。それより、山瀬さんは、楽しくないの？」


「え……そんなことないよ。楽しい」


「じゃあいいじゃないか。山瀬さんが楽しいなら、気にすることないよ。それでいいと思う」


　和樹が明るく言う。


　千早の胸むねがいっぱいになる。これだったんだ。あたしが好きになった式森君の優しさは。


　徐々に勇気が出てきた。


「じゃあ、式森君はどうなの。楽しい？」


「普ふ通つうかなあ」


「……なんか納なつ得とくいかない」


　道が途切れ途切れになりつつあった。雑ざつ草そうが伸び放ほう題だいで、ほとんど獣けもの道みちみたいになっている。視界も良くない。


「まだ工事してないのかな」


　和樹が草を搔かき分ける。


「迷まよったかなあ」


「式森君、戻る？」


　道らしくなかったが、誰かが歩いてはいるらしい。足あし跡あとがついている。


「もうちょっと行ってみよう」


　さらに二人は進んだ。


　まだ明るかったが、雲くもが多くなりつつあった。下手をすると、ひと雨くるかもしれない。


　しばらく歩いたがなにもない。さすがに引き返したほうがいいかなと考えたころ、不意に水の音がした。


　整備された道に出た。木製の手すりがあって、眼下が小川になっている。ときおり水すい滴てきが跳はねた。


「あっちが滝だ」


　看板がある。『幽玄の滝』と書かれていた。


　恋こい人びとたちが訪れる滝だと記してあった。伝でん承しようによると、かつて報むくわれぬ恋をした男女が、ここを逢おう瀬せの場にしていた。ある日、土地に巣くう悪霊が、甘かん言げんを用もちいて近づき、二人はそれにのせられてしまう。悪霊と取引をしたおかげで二人は結むすばれたものの、家や財ざい産さんといった現世での幸福を失ってしまう。そして土地からも追われる身となる。


　二人は絶望し、あの世での幸せを願って滝に身を投げた。それからも悪霊は恋する男女を陥おとしいれたため、ついに都みやこから使わされた祈き禱とう師しによって封じられ、その場にほこらが建てられることとなった。


　説明書きを読んだ和樹は、感かん嘆たんとも退たい屈くつともいえない声を出した。


「なんだか、あまり明るい話じゃないね。凜ちゃんもそんなこと言ってたなあ」


　千早は首しゆ肯こうしなかった。いや、できなかった。


　まさかという思いと共に、嫌いやな予感がわきあがる。


「でもさ、飛び込んで死ぬことないよねえ」


　和樹が話しかけた。


「悪霊と取り引きするくらいなら、駆かけ落ちでもすればいいのにね」


「そんなことできない時代だったんじゃない」


「でも心中するくらいなら、なんだってできると思うけどね」


　そうね、と千早は呟いた。死ぬくらいなら、なんだってできるかもしれない。あたしだって、取り引きするくらいなら、ここで──


　神代がくれたチャンスを生かす。


「ね、式森君」


　千早はゆっくり話した。


「喫茶店でさ、あたしに好きな人がいるかって話に、なったじゃない」


「うん」


「いないって言っちゃったけど、あれ、噓だよ」


「そう……なんだ」


　和樹は困惑したようになっている。そりゃいきなりこんなこと言われれば、困るだろう。


　それでも言葉を続けた。


「修学旅行でね、あたしが式森君になにを言ったか覚えている？」


「えーっと、どこでだっけ」


「公園で、二人だけになったでしょ。あそこ」


「なんだったかなあ」


「あたし、『式森君は宮間さんとつきあってるの』って訊いたんだ」


　あのときは、はっきりとそう言った。それだけの勇気はあった。


　今は少し怯おびえている。心臓も大きく鳴っている。怖さも当然同どう居きよしている。


　なんとか振り切る。


「どうなの？」


「え……その……」


　修学旅行と同じように、和樹は狼ろう狽ばいしていた。千早の台詞を理解したくないようですらあった。


　こっちもあのときと同じようにする。


「じゃあ質問変えるね……式森君は」


　あたしのこと──


　その刹せつ那な。


　自分でも分かるくらい、身体が震ふるえた。


　さっきからの緊張が限げん界かいに近づいていた。土ど壇たん場ばになって気持ちが揺ゆらぐ。神しん経けいがへたりそうだ。あのときと同じシチュエーションだということが、プレッシャーにもなっている。


　和樹が変な顔をしている。自分が黙ってしまったからだ。だけど、なにも伝えられなくなっている。


　これじゃ夢の中と一緒だ。あそこでも緊張していた。そして失敗した。決めないと駄目だ。決心するべきところで決心する。


　だからせめて、せめてなにか言わないと。


「──あたしの好きな人、誰だと思う？」


　少しだけ変えた。


　和樹はためらいがちに答えた。


「ええーっと……誰……だろ」


　なんて鈍さだ。


「あたしと同じ学年の人」


「たくさんいるから……」


「今は、離れて住んでいる」


「大阪とかにいるのかな」


「前は近くにいた」


「分からないな……」


　本気で悩んでいる。千早は泣きたくなった。


「もう、本当に分からない!?」


「うん……」


「だから、あたしが大好きな人。情なさけないとか軟なん弱じやくとか言う人はいるけど、あたしはそんなこと感じない。洋服店で会ってひと目で好きになっちゃって、それからずっと想い続けて、文化祭で話ができて嬉しくて、引っ越したけどそれでもずっとずっと本当に好きな人だよ……！」


　ここまで告つげた。ここまで告げたんだよ式森君。


　和樹はまだ理解していない。千早は少しだけ時間をおく。返事が欲しい。あたしの気持ちを分かって欲しい。


　和樹はなにも言わない。千早もなにも言わない。


　早くして。式森君、なにか言って。


　待つのは卑ひ怯きようなのかもしれない。だけどこれでも精せい一いつ杯ぱいだ。勇気を振り絞しぼった。揺ゆらいでいる精神を叱しつ咤たした。ここまで持ちこたえた。だからあなたの返事が欲しい。


　時間が過ぎる。駄目だよそんなの。どうして、どうして。分かるでしょう、あたしがなにを言っているのか。


　式森君、お願いだから気づいて。


　この時間が永久に続くのではないかと思われたが──


「ここにいたんですね」


　背後から、あの可愛らしい声がする。


　千早は振り向かない。


「道に迷ったかと思って、捜さがしに来ちゃいました」


　夕菜はそんなことを言っていた。





　夕菜はほっとしていた。こちらを見つけたからだろう。和樹もほっとしている。


　千早だけは、唇くちびるを嚙かみしめている。


「ここから向こうが滝なんですよね」


　夕菜が二人に言った。


「行きましょう」


「うん」


「二人で……行ってくれば」


　和樹と夕菜が振り返った。


　千早は声がうわずるのを、懸けん命めいに抑おさえていた。


「あたし、ここで神代たちを待ってるから」


「山瀬さんも一緒に行こうよ」


「そうですよ。行きましょう」


　首を振る。どうしてもうつむいてしまう。


「いいよ……」


「そんなこと言わないでください。もしかして、気を遣つかっているんですか？」


「な……」


　千早は我が慢まんして、顔を上げる。


　そして、破は顔がんした。


「……気なんか遣ってないって。妹を置き去りにしたら、どれだけ怒られるか分かんないもん。式森君と宮間さんで、行ってきてよ」


　笑いながら、言った。


　おかしい。自分は笑っている。なんで笑えるんだろうと千早は思った。どうしてここで笑顔が出るのか。にこにこしながら、二人に手まで振れるのか。


　きっと馬鹿馬鹿しいからだ。


　あそこで待ってしまった自分が馬鹿で、みっともないから笑えるんだ。ぎりぎりで告白するのではなくて、される側に立とうとしたところなんて、笑える以外のなにものでもない。


　本当におかしい。こんな経験初めてだ。


　もう、したくない。


　彼女は身を翻ひるがえした。





　滝のしぶきがかかりそうになって、神代は急いで顔を覆った。瀑ばく布ふとまではいかないが、名所にはぴったりの規模だった。


「とうちゃーく」


　玖里子の言葉に、和樹と夕菜が手を振って答える。二人は滝壺を眺めていた。


　神代には違和感があった。


「あれ……お姉ちゃんは……？」


「いないんですか？　待ってるって言ってたのに」


　全員、周囲を確かめた。


　千早はどこにもいなかった。





　　　　○





　空が暗い。なんだか雨が降ってきそうだ。そのまま夜になるだろう。だけど電気を点つける気にもなれない。手を伸のばすのも嫌いやだ。


　千早は窓にもたれかかっていた。


　一人で水郷庵に戻っていた。どうやって帰ってきたかははっきりしない。途中でどこかにいなくなるのもありかと思ったが、荷物もあるので宿になった。情けない。


　さっきから、ぼんやり外を見ている。


　笑顔もなくなった。自分が馬鹿馬鹿しいのは事実だが、いつまでも笑い続けているほど精神力が残っていない。


　虚きよ無む感かんばかりが漂ただよってた。


　神代がくれたチャンスを見事に空から振ぶりした。どちらかというと見み逃のがし三さん振しんか。とにかくあんな機会はもう来ないだろう。もったいない。


　もったいない？　そもそも自分には無理なことではないのか。不可能なことだったのではないのか。好きな人ができても、自分からは告白せず待つ女の子は多い。それでも、こんなヘマはしないだろう。


　駄目だ。思い返すのもおっくうだ。


　心がうつろになっていた。面白いことに、その空くう洞どうを、へなへなになった緊張感が支ささえていた。人間というものは、ぎりぎりで踏ふみとどまるようにできているものだ。だから宿まで帰ってこられたし、自分自身を、びっくりするくらい客観的に見ていられた。


　水すい滴てきがガラスにつく。雨が降り出した。


　宿の玄関のあたりから声が聞こえてきた。聞き取れないが、外出から帰ってきたグループだろう。


　しばらくして、視し界かいの隅すみに灯あかりがともった。別べつ棟むねの客室に誰か入ったのだ。


　ふと気づく。式森君たちの部屋だ。戻ってきたんだ。


　窓ガラスに影かげが映うつっている。長い髪を後ろで縛っているのは夕菜か。向かいに立っている男性は和樹だ。


　二つの影はそのままだ。


　なにを話しているのだろう。今日あったことだろうか。滝のことか。


　影が動く。ゆっくりと、ゆらゆらと、まるで踊っているみたいに。


　楽しそうに。


　とても楽しそうに。


　不意に、残っていた緊張が切れた。


　ふらふらと窓から離れ、ベッドに倒れる。仰あお向むけになって暗いままの蛍けい光こう灯とうを見つめる。


　眼の端が冷たくなる。天てん井じようがじんわりとにじむ。


　嗚お咽えつが漏もれた。


　止まらない。そんな気力は残ってない。ああ、あたしは泣いてるんだと思った。修学旅行で泣いたのに、もう泣くことはないと思っていたのに、また涙は溢あふれてきた。


　声をあげた。すすり泣きよりも、今の自分にふさわしかった。


　部屋の扉とびらが開く。鍵かぎなんかかけてない。


「帰ってたの？　なんでいきなりいなくなって──」


　妹が駆かけ寄ってきた。


「お姉ちゃん、どうしたの!?」


「神代ぉ……」


　千早は真っ赤になった瞳ひとみで見上げた。


「あたし……もう、もう……」


「なに言ってるの、はっきりして」


「もう駄目だよ……耐たえられない……」


「しっかりしてよ！」




[image: ]


　妹にすがりついた。抱だきつけるものが欲しかった。


「あたし、言えなかった……せっかく神代がくれたチャンスなのに、なにもできなかったの……」


「そん……な……なんで」


「だけどね、だけどね、それでも好きなの……諦められないの」


　涙が流れる。妹の服を濡ぬらしていく。


「落ち着いて。ね、お姉ちゃん」


「あたし式森君が好き……式森君が好き」


「お願いだから落ち着いて」


「式森君が大好き！　うわあああっ!!」


　すがりついたままベッドに倒れ込む。色んなものが溢れていく。妹の胸で泣きじゃくる。大声で泣き叫ぶ。


「式森君が好き、式森君が好き、式森君が好き、式森君が好き、式森君式森君式森君式森君……」


　何度も何度も繰り返す。他になにもできない。それしか喋れない。


「馬鹿……馬鹿だよ……お姉ちゃんの馬鹿ー！」


　神代の叫びも、耳に入らなかった。





　目が覚めた。いつの間にか、神代は寝ね入いっていた。


　身体を起こす。意識がはっきりしないまま、枕まくら元もとのスイッチを操そう作さした。


　室内が明るくなった。くしゃくしゃになったシーツの上で、自分は眠っていたようだ。


　姉の姿がない。


「お姉ちゃん……どこなの？」


　慌てて部屋中を捜さがす。荷物はある。チェックインしたときのままだ。だけど姿は見あたらない。


「お姉ちゃん！」


　返事はなかった。





　千早はおぼつかない足取りだった。雨のせいで足元が滑すべる。傘かさを差してないものだから、頭からびしょ濡れだった。


　水郷庵の外に出ていた。気がついたら部屋を抜け出し、フロントを通り過ぎていたのだ。


　どうしてこんなことをしたのか不明だ。いや、不明などではない。こうしなければいけないのだ。


　道路に出る。雨の夜は視界が悪い。外がい灯とうの数も少ない。ふらふらと歩道を歩く。曲がり角までくる。


　そこにテーブルが置いてあった。


　白いシーツがかけられているが、雨にもかかわらず濡れたように見えなかった。そもそも、なんで夜道にこんなものが。


　だが千早には不自然に感じられない。自分のためにあるのだから当然なのだ。夜だろうと、雨だろうと、その人物はここにいるはずだ。


　千早はテーブルの脇わきで立ち止まり、濡れた顔のまま見つめた。


（待っていたぞ……）


　フード姿の占い師は、乾かわいた声で言った。






　あとがき







　築つき地じです。この本が出る頃ころは正月も過ぎ、雪でも降っているんじゃないかと思いますが、現在の我が家は暑あつくてしょうがありません。外は突とつ風ぷうでろくに暖だん房ぼう器き具ぐもついてないのにＴシャツ一枚です。十二月なのにどうなってんだ俺おれんち。





　いきなりですが一つお詫わびを。千ち早はやの話ですが、まだ続きます。ネタふりをやりすぎたせいか予定を遥はるかにオーバーしてしまい、結末は次回へ持ち越しになってしまいました。次こそ決着がつきますので、今しばらくお待ちください。





　さて、同業の作家の方から「キャラクターの人気投票とかやらないの」と言われたことがあります。オフィシャルでやっているのであとがきではあえて触ふれていないんですが、ふと思いたったので「作者の視点で見たキャラクター」をやってみたいと思います。とりあえず今回は「書きやすいキャラクター」たち。





リーラ


　戦うメイドさんのリーラです。このような「なんでもできるキャラクター」はとっちらかってどうにもならなくなることが多いのですが、彼女の場合は比ひ較かく的てきまとまっています。主人公格の和樹たちが高校生なので、「学生には無理なことをやらせれば即そく彼女の利点になる」ということもあります。リーラは読者人気もかなりありますね。





伊い庭ばかおり


　ゲーマー先生です。こういう「からっとしている」キャラクターは動かしやすいのです。価か値ち観かんがゲームに直ちよつ結けつしているので、悩なやむ必要が薄いし。残念なことに短編ではあまり出てきませんが、長編（書いてます）ではちゃんとクローズアップされています。お楽しみに。





風かぜ椿つばき玖く里り子こ


　これは何度も言っているのですが、玖里子は書いていて非常に楽です。暴走するキャラクターのフォローに回ることが多いので、落ち着かせることに大変重ちよう宝ほうしているのです。締しめに出てきて万ばん事じ解かい決けつ。ストーリー上の疑問点も玖里子に喋しやべらせればスムーズにいきます。ただ、最近は和樹を巡めぐる争あらそいにも深く関わらせているので、以前よりは難しくなってきました。





　カンのいい方は分かると思うのですが、ここまでの書きやすいキャラクターは「年上」ばかりです。「教える立場」だからなのでしょうか。これが作家に普ふ遍へん的な事情なのか、はたまた私の個人的な趣しゆ味みに直結しているのかはさすがに分かりません。機会があったら他の作家さんに訊いてみたいと思います。


　ここまでは順不同。次のキャラクターこそが栄光の一位です。





宮みや間ま夕ゆう菜な


　なんと夕菜ちゃんです。読者人気では凜りんにトップを明け渡していますが、私の中では玖里子を抜いて躍り出ました。


　なんといっても「やきもち妬やいて暴れ回るシーンは書いていて楽しい」ことが最大の理由です。つまんない理り屈くつを抜きに、自分の感情をむき出しにするところは最高です。社会に出ると複雑な事情やら利り害がい調ちよう整せいやらがやってきますが、やはり感情ですよ感情。担当編集に「夕菜のファンがだんだん減へっています」とか、生な天ばた目め仁ひと美みさんに「夕菜ちゃんがどんどん駄だ目めな方向に……」とか言われても、今の夕菜は最高なのです。ええ。





　そんなわけで、関係諸氏に感謝しつつこの巻はおしまいです。次巻は千早の話決着編で、その次が長編の予定です。


　ではこれで。







二〇〇四年十二月十六日　　築地　俊彦





　初　出







第十八話　『歯医者の日』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００３年11月号




第十九話　『演劇大作戦』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００３年12月号




第二十話　『二人の未来日記』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００４年５月号




第二十一話『新聞部の野望』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００４年６月号




番外編一　『ミラー・ドリーム』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００４年10月号




番外編二　『シー・ラヴズ・ユー』




　　……書き下ろし





まぶらほ


～ふっかつの巻・にし～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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